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はじめに

昭和 62年度に開始された日本語教育能力検定車協貴は，当時日本国内外で急増していた

日本語学習者および日本語教育機関に対し，日本語の教育・普及という観点から，日本語

教育の専門家として求められる高い知識を有する日本語教貝を安定的に供給すべく，文部

省(当時)の指導により，財団法人日本悶際教育協会が実施してきました。

本試験は開始以来，毎年 1回実施しており，第 16回目に当たる平成 14年度までに日

本語教育の世界に送り出した合格者の数は， 17，000名余りになります。

財団法人日本語教育振興協会がまとめた「平成 15年度日本語教育施設実態調査結果

報告」によると，平成 15年7月現在で認定されている日本語教育施設の数は 388あり，

そこで日本語教育に携わる教員の数は 5，640名にのぼり，そのうちの 3，122名(約

55%)が本試験の合格者ということになっています。

本協会は，このような社会的にも期待の大きい試験を実施するに当たり，日本語教育の

専門家として最低限有すべき能力を適正に測定するため，試験問題の作成および試験実施

には最大の注意を払っております。

特に，本試験により合格者が必要とする能力が的確に測定されたか否かを把握し，より

完成度の高い試験に改善していくために，第 1回目の試験からその応答結果を統計学的に

分析・評価し，翌年度の試験問題作成に反映させております。

この度，文化庁から「日本語教員の能力水準の経年変化に関する実証的調査研究」の委

嘱を受けたことにより，平成4年度から 14年度までの 11年分に当たる本試験受験者の

応答結果データを分析し，受験者の反応から見た日本語教員に求められる資質の傾向およ

び日本語教員に求められる知識や教育内容について，大学入試センター名誉教授の清水留

三郎先生をはじめとする本試験各分野の専門家の先生方に，それぞれのアプローチで研究

していただきました。

本研究の成果が，この試験が今後更に発展していくための礎となり，本書が，日本語教

師養成機関や本試験関係者の皆様方にとって座右の書となることを期待しています。

平成 16年 (2004年) 3月

財団法人 日本国際教育協会

理事長福田昭目
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日本語教育能力検定試験制度について

財団法人日本国際教育協会事業部試験課検定試験係

1.制度創設の背景と試験の実施

昭和 50年代に入札日本語を学習する外国人の数は，外国人留学生の数の着実な伸

びと共に著しく増加し，それに伴い，日本語教員の数もかなりの増加を示していた。

文化庁の調べによれば，国内における日本語学習者の数は，昭和 50年に 10， 42 

9人であったのに対し，昭和 58年には 25，938人と 2倍以上に増えており，また，

海外における日本語学習者の数は，昭和 49年に 77，827人であったのに対し，

昭和 57年には405，779人と，こちらは 5倍以上の伸ぴとなっていた。

また，このような日本語学習者の増加に伴い，日本語教員数も同様に増え，国内では，

昭和 50年にし 031人であったのに対し，昭和 58年には 2，34 1人，海外にあ

っては，昭和49年に 2，254人であったのに対し，昭和 57年には 5，8 90人と

なっていた(海外の数は，外務省・国際主主流基金の調べによる。)。

そして， r 2 1世紀への留学生政策懇談会」が，昭和 58年8月， 2 1世紀初頭にお

ける我が国の留学生受入れの規模を先進国並みにするという，いわゆる「留学生受入れ

10万人計画」を発表したことにより，その後の外国人留学生の増加に拍車がかかるこ

とが予怨され，従って，外国人留学生の増加が，引き続き日本語学習者の総数の増加の

重要な要因となるであろうと考えられていた。

このような状況の中で，必要とされてくる日本語教員の数も，国内，海外ともに著し

く増加することが見込まれたため，日本語教員養成機関の計画的な整備・充実を図る必

要が出てきた。

昭和 58年当時，日本国内における日本語教員養月跡目関としては，大学及ぴ大学院が

1 9，一般の日本語教員養成機関が21あったが，その教育内容，教育水準，学習期間

等は養成機関ごとにまちまちであり，統一的な基準も設けられていなかった。

そこで，国内外における日本語学習者数の増大，特に外国人留学生受入れ数の飛躍的

増大に対処するため，文部省に設けられた「日本語教育施策の推進に関する調査研究会」

は，昭和 60年5月に出した「日本語教員の養成等についてJ(報告)の中で，日本語

教員の養成とともに，日本語教員は高い資質・能力を必要とする専門職であり，その資

質・能力の向上に資するため， r日本語教員検定制度」を設ける必要があると提言した。

文部省は，上述したような状況及ぴこの提言の趣旨を踏まえ，昭和 60年 9月， r日

本語教員検定制度に関する調査研究会」を発足させ，検定制度実施の具体的方策の検討

に着手し，昭和 62年4月，同研究会から「日本語教員検定制度について」の報告を受

けた。

その骨子は次のとおりである。
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ア.日本語教員には，国際的感覚と幅広い教養，豊かな人間性，日本語教員としての

自覚と情熱，日本語教育に関する専門的知識・能力等が要求される。

しかし，日本語教員検定はこれらの資質・能力のすべてについて審査するもので

はなく，受験者の日本語教育に関する知識・能力が日本語教育の専門家として必要

とされる水準に達しているかどうかを審査し，証明するものとして実施する。

そして，日本語教員として必要とされるその他の資質・能力は，日本語教育機関

の設置者等が，日本語教関を採用する際に審査することが適当である。

イ.この検定は，日本語教員となるための資格を付与するものではないが，これによ

り，日本語教員の専門性の確立とその待遇の改善，日本語教育の水準の一層の向上

に資することが期待されている。

ウ.以上の基本的な考え方を踏まえ，具体的方策として，@試験のレベル，@受験資

格，。試験の内容・方法について提言している。

以上のような経線を経て，本協会は上述した二つの報告の趣旨を踏まえつつ，昭和

6 2年度，第 1回目の日本語教育能力検定試験(以下「検定試験」 と言う。)を実施

するに至った。

2.制度の概要

本協会が「昭和 62年度日本語教育能力検定試験実施要項」により，昭和 63年 1月

に初めて実施した日本語教育能力検定試験制度の概要は，次のとおりである。

(1)目的

外国人に日本語を教える日本語教員の専門性の確立と日本語教育の水準の向上

に資するため，日本語教員となるために学習している者，日本語教員として教育に

携わっている者等を対象として，その知識及び能力が日本語教育の専門家として必

要とされる水準に達しているかどうかを審査し，これを証明することを目的として

いる。

(2)実施団体

財団法人日本国際教育協会が主催し，実施する。

(3)受験資栴

学歴は悶わない。ただし，試験が行われる年度の4月 1日における年齢が 20歳

以上であること。

(4)試験のレベル(内容と水準)

試験の内容・水準は，日本語教員として最低限必要な専門的知識・能力を習得さ

せることを目的とする大学の学部における日本語教員養成副専攻課程と同等程度と

する。

(5)試験の出題範囲

大きく四つの領域が示され，それぞれに細かく主要項目が示されている。領域を

示すと次のとおりである。
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1-1 日本語の構造に関する休系的，具体的な知識

日本語学(概論，音声，語葉・意味，文法・文体，文字・表記)

1-2 その他日本語に関する知識

言語生活，日本語史

2 日本事情(古典と文芸を含む)

3 霞語学的知識・能力

言語学概論，社会言語学，対照言語学，日本語学史・日本語教育史

4 日本語の教授に関する知識・能力

教授法，教育教材・教具論，評価法 実習

(6)試験実施地

東京

(7)試験結果の通知

合否の結果は，受験者全員に文書をもって通知する。

(8)合否証書の交付

合格者には，試験結果の通知とともに，合格証書を交付する。

3 .制度の変遷

昭和 62年度に，第 1回の検定試験を実施して以降，第 16回目に当たる平成 14年

度まで，本協会はこの制度の根本部分の変更を行っていない。

実施要項は各年度毎に制定しているが，改正したところは次のとおりである。

(1)昭和 63年度

①名称を「日本語教育能力検定試験(文部大臣認定)Jに改めたo

e試験実施地に，大阪を加えた。

(2)平成2年度

試験実施地に，福岡を加えた。

(3)平成3年度

試験問題を公開とした。

(4)平成8年度

試験実施地に，北海道を加えた。

(5)平成 13年度

文部科学大田認定が廃止され，新たに社団法人日本語教育学会の認定を受けた。

4.制度の現状

(1 )受験者数の推移

この制度の発足した昭和 62年度以降の受験者数は，年度によって多少の増減は

あるものの順調に増え続け，平成4年度においてピーク (6，846人)を迎え，

その後は一転して減少し始め，平成 13年度に至るまでその減少傾向は続いた。

外国人留学生の受入れ数は平成8年度にいったん減少することになったが，その

後の入国審査・手続きの簡素化・合理化等により，再び以前の勢いを取り戻した。
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それと共に，日本語教育機関数及び日本語教員数も増え続けていたが，反岡，検定

試験自体の受験者数はそれ程増えることはなかった(下表参照)。

その原閃を分析したところ，やはり民間の日本語学校及びそこで働く日本語教員

を取り巻く環境の厳しさが厳然としてあったこと，また，日本語教育の場が多様化

している中で，検定試験の出題内容が，知識偏重で日本語教育に必要な実践的能力

を十分測定することができていないという，ある意味制度疲労を起こしている状況

等が考えられた。

そこで，文化庁の「日本語教育のための試験の改善に関する調査研究協力者会議」

において，検定試験が抱える課題が討議され，平成 13年3月に出された提言によ

り，それまでこの試験が想定していた大学学部の日本語教員養成副専攻課程修了程

度という水準が，現実に日本語教員に求められる知識・能力には対応できていない

という現状に照らし，現行の水準を保ちながらも，日本語教育の世界により多様な

人材の参加が期待でき，幅広い知識とより実践的な能力を測定するため，平成 15 

年度の試験より受験資格や出題範囲を大幅に見直すことになった。

平成 13年度から 14年度にかけて受験者数が増加に転じたのは，この試験内容

の大幅な改定を前にした，いわゆる「かけこみ受験」という見方も出来るが，新し

く生まれ変わった検定試験に対しでも，今後，日本語教員志望者また教員養成に携

わる人達の関心が大きく集まることが予想される。

認ヰ
留学生受入数 日本語学習者数日本語教育 日本語教員数検定試験

機関数 旦時事軸

22，1541 4ヨヨ自只 4961 4，8431 4，758 

昭和63年 25，643 64，020 634 6，723 4，597 

平成元年 31，251 72，486 744 7，924 5，405 

平成2年 41，347 60，601 821 8，329 5，143 

平成3年 45，066 62，895 882 8，853 6，224 

平成4年 48，561 69，950 955 9，671 6，846 

平成5年 52，405 76，940 1，143 11，142 6，792 

平成6年 53，787 83，220 1，512 16，036 6，153 

平成7年 53，847 83，541 1，527 16，276 5，911 

平成B年 52，921 79，798 1，658 19，114 5，986 

平成9年 51，047 5，824 

平成10年 51，298 83，086 1，592 19，693 5，272 

平成11年 55，755 93，331 1，633 23，048 5，729 

平成12年 64，011 95，049 1，497 20，691 5，858 

平成13年 78，812 119，166 1，589 24，289 5，549 

平成14年 95，550 126，350 1，625 27，372 6，154 

※データは文部科学省及び文化庁の調査による(平成9年度は一部データ無し)
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日本語教育能力検定試験の得点の集大成について

清水留三郎(前大学入試センター研究開発部)

経緯

外国人に日本語を教育するための教員の養成に関して，日本の大学の副専攻程度におけ

る教育課程の検討が終了したのを受けて，その内容を出題範囲とする「日本語教育能力検

定試験」が，試行試験を経て，昭和 62年度から実施された。

出題形式の大部分は多肢選択であるが，解答を 400字程度記述させる問題が筆記試験

IIの最後に置かれた。この記述解答は，平成3年度まで受験者全員について採点、されてい

たが，受験者の増加に伴って合否の通知期日の維持が困難になり，平成4年度から多肢選

択問題の得点が上位の約半数の受験者についてのみ採点されることになった。

更に，日本の大学における日本語教育学関係学科の充実を受けて，前記教育課程の改定

が行われたのに合わせて，日本語教育能力検定試験の出題範囲と科目構成も平成 15年度

から改定された。

そこで，この期に試験が同じ条件で実施された平成4年度から 14年度までの 11年間

の得点分布を集大成した。その上で，それらの得点も参考にしながら，出題の中心になっ

た方々に，出題の上での受験者への期待とそれに対する受験者の反応等，主として日本語

教育能力検定試験が果たした役割について振り返って頂いた。
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筆記試験I

小矢野哲夫(大阪外国語大学)

1.出題範囲

筆記試験 Iの出題範囲は緩めて広範囲にわたっている。このことは，昭和 62年4月1

0日付で日本語教員検定試験制度に関する調査研究会が提示した「日本語教員に必要な知

識・能力」の表にも表れている。この表の中の項目は以下の 4つである。

1 - (1)日本語の構造に関する体系的，具体的な知識

1ー(2 )日本人の言語生活等に関する知識・能力

2 日本事情

3 言語学的知識・能力

4 日本語の教授に関する知識・能力

これらのうち， 2と4を除く項目が筆記試験 Iの出題範囲となる。科目名としては，以

下のように例示されている。

1 - (1)日本語学(概論，音声， n若葉・意味，文法・文体，文字・表記)

1ー(2 )言語生活，日本語史

3 言語学概論，社会言語学，対照言語学，日本語学史

試験の内容・水準は， i日本語教員として最低限必要な専門的知識・能力を習得させるこ

とを目的とする大学の学部における日本語教員養成副専攻課程と同等程度とする」とされ

ている。しかし，平成4年度以降，経年的にみると，内容・水準が高度化・専門化してき

ていることが読み取れる。単に平均点が平成7年度を頂点にして低下の傾向を示している

ことだけが理由ではない。出題内容を検討することによって，実感できるのである。この

ことは，出題内容が過去の問題と重複しないように配慮するため， i最低限必要な」という

内容・水準を維持することが難しくなっていったことを意味している。と同時に，昭和6

2年度に第 1回の検定試験が始まって平成 14年度までの 16回の試験を経る中で，日本

語教育の質的向上を図るという意図も読み取ることが出来るのではないだろうか。

日本語教員養成副専攻課程の標準的な単位数は， 1-(1)が 10単位， 1ー(2 )が

2単位， 3カ14単位の，合計 16単位と設定されている。

講義科目の場合，一般的に， 1単位は 1週 1時間 15週 (1 5時間)の授業と，予習・

復習を含む 30時間の自宅学習の，合計45時間として計算される。したがって，筆記試

験 Iの出題範囲に関して， 1 6単位を履修するためには， 1 5週間で 720時間の授業及

び自宅学習が必要となるのである。授業と予習・復習で 1日日時間学習するとして， 9 0 

日間必要という計算になる。これだけの学習を行った人を対象に日本語教員としての知

識・能力を検定するのである。

しかしながら，日本語教員として身につけておくべき知識と能力は限定的なものではな

いはずである。たえず学習を継続して知識を増やし，能力を向上させることが望まれる。

本検定試験においても，経年的に成長・発展してきており，内容・水準が次第に高度化す

ることは避けられないものと考えられる。
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2.受験者に期待する知識・能力

前節の出題範囲で言及したように，日本語教員として求められる知識は筆記試験 Iだけ

でも広範囲にわたっている。専門的な知識はそれぞれの分野における概説書・入門書の類

でもある程度身につけることができる。時には専門的な論文や著書を読んで理解すること

も求められる。しかしながら，概説書・入門書であっても，取り組み方次第で，知識の獲

得の度合いが大きく異なってくる。教員は，学習者に分かるように教育をするのが本来で

ある。学習者に分かるということは，日本語教員自身がその内容を十分に理解している ζ

とが前提になる。十分な理解は，用語を暗記するといった表面的な知識では達成できない

ものである。その用語の実質的な内容を，全体的な視野のもとに位置づけて把握する必要

がある。概説書を読み，かつ，その内容を，説明するという作業を通して，自分自身の知

識がより確実なものとして定着することになる。これは，経験的に真実であると思われる。

たとえば，大学の学部3年生より， 4年生のほうが知識の定着度が高い。大学院生の場合

は，学部の学生よりも高い。すなわち，繰り返しの学習と発展的な学習によって，内容面

での深まりが増してくるのである。

次に，能力について述べる。教育現場で例文の提出や言い換え練習などをしたり，学育

者の質問に答えたりするためには，知識はもちろん必要だが，その知識を体系的に把握す

る能力も必要とされる。場当たり的な説明では学習者に対する十分な対応とは言えない。

また，どこに問題があるのかという着眼点を的確に把握することも，知識に裏付けられた

能力である。的はずれなところに着眼して対応すると，収拾のつかない事態を招くことに

もなりかねない。このような能力は，たとえば，過去の問題や問題集に取り組む過程で，

その問題が何を問うているのかという点に着目して，その事例を深く分析したり，さらに

発展的な事例を考えたりすることによって養われる。 1回限りの解答作業だけでなく，そ

れを契機にして対象となる現象の全体像を把握する努力の積み重ねの上に能力の育成と向

上が期待できるのだと考えられる。

3 .出題内容と成績

平成4年度から平成 14年度まで，各年度の試験問題を，難易度・識別性に基づいて取

り上げ，出題の意図と受験者に期待する知識・能力の観点、から分析してみたい。

-平成4年度

問題6は文を構成する観点から述語の特質をとらえようとする問題である。述語が個体

を表す概念[1]と一緒になって文 [S]を完成するものを自動詞的表現として[1→S] 

と表記し，他動詞的表現を[1→[  1→S ]]と表記するという，ふだん見かけない一般式

を使って考えさせようとするものである。各設問の聞で難易度に大きな開きが出ている。

簡単な式で表せるものは正答率が高く，複雑な式で表すものは正答率が低くなっている。

悶 1(4)は中位群の正答率が 26. 88で，かなり難しい問題だが，上位群の正答率と

の差が 36. 33と大きく離れており，よく理解して正答に至っている受験者とそうでな

い受験者との識別性が高い問題である。文法的な知識だけでなく，文法的な考え方をどの

程度身につけているかを計るのにふさわしい問題だといえよう。

問題8は従属節の三つの類， r.___ながら」類，「~たら」類，「~けれど」類それぞれの
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文法的な性質の違いを問う問題である。問 1(3)は三つの類相互の関係を問うもので，

相当高度な文法的分析能力が求められている。結果は，中位群の正答率が 18. 4 1でか

なり低いが，上位群との差が 30. 93あり，識別性が高い問題である。これも，単なる

知識だけでは解答できないものであり，具体的な例文を想定して検証しながら判断すると

いう高度な文法的説明能力が問われている。

@平成5年度

問題5は敬語の運用に関するものである。「尊敬語Jr謙譲語Jr丁寧語」といった呼称

に関する知識は常識的なものであり，中位群の正答率が 97.50で，上位群との差が1.

62であり，日本語教育能力の有無に関する識別性は低い。しかしながら，文の主語とな

る人物，話し手，聞き手の相互関係を把握する，実際的な運用の適否を闘う問 2では，謙

譲語の一つの型である「話し手が，『~を~~~に!l~~のために』などに当たる人を高めて

言い，その結果として主語である話し手自身のほうが低められることになるもの」を答え

る問題は，中位群の正答率が33. 36で上位群との差が 36. 9 1と聞き，識別性が高

くなっでいる。この問題では， r話し手が，「~をJr~にJr~のために」などに当たる人

を高めて言い」の理解がカギとなっている。この部分にも目を向けて判断するには高い能

力が求められる。

@平成6年度

問題4は動詞の分類に関するものである。このうち，問 5は自動詞と他動詞との対応の

関係を問うもので，有対他動詞，有対自動詞，無対他動詞，無対自動詞，自他両用法動詞

に該当する動詞の例を問うている。それぞれ例示された動詞がどの型に属するものである

のかを検証していくと正解が導かれるが，上位群と中位群との正答率の差が5問中4闘が

30%を超えており，あとの l問も 25. 26で，識別性が高い。特に，無対他動詞につ

いては，中位群の正答率が41. 27で，上位群との差が 37. 93と，極めて高い識別

性を示している。

@平成7年度

この年度は筆記試験 Iの平均点がもっとも高い 70%である。この中から，比較的難度

の高い問題で，しかも識別性の高い問題を拾ってみる。

問題 1(2)は五段活用動詞の有無という観点から，カ行，タ行，ナ行，ハ行，マ行の

うちから，他と性質の最も異なるものを選ぶ問題である。中位群の正答率が 38.83で，

上位群との差が36. 1 3である。正答はハ行だが，これは古語のハ行四段活用動詞であ

って，現代語の五段活用動詞には存在しないものである。古典文法の基礎的な知識をみる

問題であるが，上位群と中位群との聞に大きな開きを作る結果となっている。日本語教員

の知識としては最低限，持っていてほしいものである。

問題 1 (1 4)は可能表現の意味に関するもので，能力可能と状況可能の区別が問題と

なっている。可能表現の形式に関する知識だけでは不十分であり，文全体から，その形式

がどちらの可能であるのかを判断することが求められている。中位群の正答率が43. 0 

6で，上位群との差が 31. 39と，高い識別性を示している。
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問題5は反義語の対立のしかたによる細分を聞い，それぞれに該当する話の対を求める

ものである。このうち， i登校下校」の正答率が，他のものに比べて低い。「あがる さ

がるj i近づくー遠のく」のような例を出して「変化にかかわるもの」と示して，これの一

般化を闘う部分では「空間的に逆方向への移動を表す」という正解が中位群で 90. 78 

あり，上位群との差も 6.26と，識別性が極めて低いが， i登校-T校」の対がこの型に

分類されるということとの関係は十分には把握されていないことを示している。具体的な

語の対がどの型に属するのかということは，限られた対で理解できても，それ以外の例が

どのように属するのかといった幅広い事例の把握が求められている。

@平成8年度

問題4はdeixis(ダイクシス)*1を扱っている。出題された当時，あまりなじみ

のない概念であったと思われるが，そのせいか，成績はあまりよくなかった。しかしなが

ら，用語の新しさとは関係なく，出題内容自体はそれほど難度の高いものとは思われない。

問 1 (1)は， i私j i来る」のような語が「発話の場面」にかかわる要因に言及しなけ

れば，その意味を説明できないという特徴を把握出来ていればあとは比較的容易に解答で

きるはずであるが，中位群の正答率が 34. 92で上位群との差が 16. 88と，正答率

は全体的に低くなっている。このことが他の設聞の正答率にも影響を及ぼしていて，問 1

( 3 )の「テンス」の正答率が，中位群で 16.46，上位群との差がO. 0 8と，識別

性には貢献していない。現在，この種の出題がなされると，正答率はもっと上がっている

のではないかと思われる。概念の新しさ，文法的な考え方の新しい観点が平成8年度当時，

まだ十分に理解されていなかったと考えることもできる。日本語教員には，基礎的な分野

での新しい知見にも目配りをすることが求められる。

問題5は語の文法的な形と文法カテゴリーに関するものである。いわゆる学校文法の考

え方では理解しにくい考え方であるが，日本語教育においては十分に活用出来る考え方で

ある。

問2は，(2 )i男の子が運動場で遊企玄己主。j，( 3)i彼の本はあまり麗立主主主ユ左。j，

(4) i彼は主生左五三。」それぞれの下線部の述語の種類を闘うものである。(2 )の正答

率は中位群で 47.70，上位群との差が40.52，(3)の正答率は中位群で 51. 3 

8，上位群との差が 36.76，(3)の正答率は中位群で 36.59，上位群との差が4

6. 53，と，識別性が極めて高い結果となっている。この間のカギは，問題文にある「述

語を形成する品詞によって」の部分にある。ここをきちんと把握していれば， ( 1 )が動詞

述語， (2)が形容詞述語， (3)が名詞述語であることは簡単に分かるはずだが，述語の

文法的な形のほうに着目した受験者は，それぞれ， iテイル形述語j，i否定述語j，i推量述

語」を選択したものと考えられる。ここで，上位群と中位群との聞に大きな差が生じたの

であろう。文法用語の概念をきちんと把握し，聞の本質を把握する能力を問題として取り

上げた良闘であると評価することができる。

本1 発話の状況において，話し手の視点(わたくし いま・ここ)を基準にして動作や指示をとらえる性質のこと。
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@平成9年度

この年度の筆記試験Iの平均点は平成4年度以降一番低く，初めて 6割を切った。その

要因として正答率の低い問題が複数(問題7，問題8，問題 13)あったことが考えられ

る。しかしながら，正答率が低いということが必ずしも難問であるというわけではない。

日本語教員として持っておくべき知識・能力が問われているのである。

問題7は日本語の動詞の活用について問うものである。(1 )は五段活用動詞が「子音動

五司」と呼ばれる理由を問うているが，いわゆる学校文法の知識しか持っていない受験者は

戸惑うかもしれない。しかし，日本語教育文法では「子音動詞」や「語幹子音動詞J1強変

化動詞」内といった用語が使われており，語幹の担握が大切なこととして考えられている。

中位群の正答率が 56. 36で，上位群との差が30. 34と，識別性が高い。(2 )は五

段活用動詞が活用する行の数を問うている。これは単純な知識の問題であるとともに，動

詞の活用する行をウ段の文字でたとやってみるだけで解答を導くことができる。中位群の正

答率が 18. 7 3で，上位群との差が 13. 63と，識別性は高いとはいえない低い正答

率である。受験者の虚をついた問題なのだろうか。(3 )は音便現象がどの動詞で発生する

かを問うている。これも常識的な知識の部類だが，中位群での正答率が47. 42で， 上

位群との差が 32. 32と，識別性がかなり高い。 11 五段活用でしか発生しない現象」

と12 五段活用動詞では必ず発生する現象」のどちらかを選ぶことになると思われるが，

サ行五段活用動詞では音便が発生しないという例外がある。 般的な規則と，それに対す

る例外を確実な知識として身につけているかどうかが間われている。 (4)は辞書形の末尾

が「る」になる動詞で，五段活用動詞だけに見られる特徴が， 1る」の前の母音の種類によ

って決定できることを闘うている。 iとeの場合は一段活用の場合もあり， Uの場合は不

規則活用動詞の場合もあり，'0の場合は必ず一段活用動詞」というありえない選択肢を無

祝すれば，正答は必然的に laの場合は必ず五段活用動詞」に行き着くことになる。しか

し，中位群の正答率が30. 76で，上位群との差が 22. 03と，識別性はある程度あ

るものの，低い正答率となっている。(5 )は平安時代の日本語に 9種類あった活用のうち，

現代語で五段活用になったものを問うものである。古典文法の基礎的な知識に属するもの

であるが，中位群の正答率が 20.1 9で，上位群との差が 12. 6 9と，識別性が低く，

全体的に低い正答率となっている。平成7年度のところでも言及したが，古典文法につい

ても基礎的な知識は有用である。

問題Bは従j高節の従属度の高さに関するものである。平成4年度にも類似の問題が出題

されている。中でも (2)(4) (6)の正答率が低い。

( 2 )は従属度の低い 1-スルガ」と同類のものを「スルノデ，スルナラ，スルノニ，

スルト，スルシ」の 5つの選択肢から選ばせるものである。中位群の正答率が 13. 06 

で，上位群との差が 11. 9 2と，識別性が低く，全体的に正答率が低い結果となってい

る。従属節の従属度については研究がかなり進んでおり，何が問題なのかということを把

本2学校文法で「五段活用動部」とされているもので，動詞の語幹の末尾が子音になるもの。例えば「話す」はrhan出 UJ，

「乗るJは rnOl'-uJのように分析し，それぞれの語幹は rhunus.J r nor-Jであり，末尾が子音 rSJ r r Jである。

「強変イ七動詞」は，語幹と助動詞とのあいだに母音を介して変化することをとらえて名づけられている。ちなみに，

t一段活用と下一段活用に相当する「弱変1t動詞」は，語幹と助動詞とがそのまま結合することをとらえて名づけ

られている。
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握して学習しておくことが望まれる。(4 )は従属節の述語が取りうる文法形式の種類や数

の違いを問うものである。中位群の正答率が22.34で，上位群との差が 12. 94と，

全体的に低い正答率となっている。これは単なる知識では解答できない問題であり，例を

当てはめて検証する能力が悶われる。(6 )は逆接の「ながら」に関するもので，出現する

述語の形を問うている。逆接の「ながら」はあまり話題になるとは言えないけれども，シ

テイル形やシナイ形が出現するという特徴は知識として持っておくべきものと思われる。

問題 13は方霞に関するものである。かなり専門i性の高い内容が出題されている。日本

語教員が身につけておくべき知識のレベルを超えているように思われる。このことが低い

正答率として現れたのではないかと思われる。日本語教員も，全国各地での教育現場で教

育に当たるのであるから，学習者が日ごろ接する生活語としての地域語に関する知識を持

ち，理解を示すことは，確かに必要なことではあるものの，概括的なもので間に合うので

はないかと考えられる。

-平成 10年度

大間の中で，比較的識別性の高いものとして，問題 11を取り上げる。これは日本語史

における語形の音変化(脱落，同化， 3主替，転倒，添加)に関するものである。大間とし

ては，中位群の正答率が42. 40で，上位群との差が 25. 54と，大間の中で最も識

別性が高い数値を示している。これを小間ごとに見てみる。問 1は， 1あたらし(新)J1ひ

がしJ1けむり J1きりさめJ1よもやまJ1おがむ」の各語がどの音変化を経て成立したも

のであるのかを問うている。識別性に関しては，ほぼ高い数値を示しているが，中でも，

「あたらし」が中位群で 39.75で，上位群との差が37.50，1けむり」が中位群で

36. 8 1で，上位群との差が 31. 9 1と高い。「あたらし」は古語の知識で解答でき，

「けむり」は現代語の知識でも解答できるものである。「きりさめ」は中位群の正答率が 6

2. 7 1で，比較的高いが，上位群との差が 29.42と，かなり開いている。「よもやま」

は「よもやも」からの変化で同化が正解だが，中群の正答率が 25. 24で，上位群との

差が28. 69とかなりの開きを示している。「おがむ」は「をろがむ」から変化した語で

脱落の例に当たるが，中校群の正答率が 17.36， 七位群との差が 18. 0 9と，識別

性はそれほど高くなく，低い正答率を示し，難度の高い問題である。このような日本語史

に関する知識は「脱落」とか「悶化」といった用語を知っているだけでなく，語のどの部

分がどのように変化するものであるのかといったことを，例とともに確実に把握しておく

ことが求められる。

-平成 11年度

この年度の平均点は，平成9年度に次いで 6割を切っている。その要悶として，難度が

高い問題，やや高い問題が全 13問中 5悶(問題2，問題6，問題 10，問題 11，問題

1 3)あったことが影響していると考えられる。これらの問題は成績上位群の正答率が日

割超であり，特に問題 13は4割起にとどまっている。

問題2は日本語の母音音素の特徴の F位区分に関するものである。大間全体では中位群

の正答率が 38. 1 1で，上位群との差が 24. 68と，低い正答率において，比較的識

別性が高い結果を示している。音韻に関する知識は聴解能力の意識的な知識と補完する面



を持っており，幅広い分野における知識のーっとして身につけておく必要はあると思われ

る。しかし，平成4年度から平成 10年度までの音韻に関する出題に比べて，難度が高い

内容が問われたと考えられる。

問題 13は近現代の日本語文法理論史に関するものである。学術用語は学者によって異

なることが多く，それぞれの用語体系のもとに概念が規定されている。概念が類似してい

ても，用語が異なることは多々あるので，それぞれの学者の用語体系をきちんと把握して

知識として持っているかどうかが間われている。近代の文法理論史は，今日の日本語学の

分野でも，十分な知識を備えている若い研究者がそれほど多いと思えない現状であるが，

今日の研究が多くの場合，過去の遺産・成果の上に成り立っていることを考えるならば，

基本的な知識として，身につけておく必要はあると考えられる。

小間ごとに見ていく。問 1は学者の著作あるいは特徴的な研究内容を示して人名を問う

ものである。『日本文法学概論』の書名と「ーの句とは統覚作用の一回の活動によりて組織

せられたる思想の言語 tの発表をいふ」という引用を示して，正答の山田孝雄を導こうと

している。正答率は中位群で 28. 1 2で，上位群との差が 18. 3 0である。かなり低

い正答率だと考えられる。しかし，これと類似の問題は平成 10年度の問題 13 (7)に

あり，そこでは中位群の正答率が 60. 25で上位群との差が 20. 32と，比較的識別

性が高いと考えられる。同じ山田孝雄が正解であるにもかかわらず，正答率のこのような

大きな開きがあるのは，以下の理由だろうと考えられる。すなわち，平成 10年度の問題

では， I本居宣長JI上回万年JI山田孝雄JI金田一京助JI東条操」という，かなり雑多で，

正答から遠く外れているものを多く含む選択肢群から選ぶものである。これに対して，平

成 11年度の問題では， I大槻文彦JI佐久間鼎JI時枝誠記JI橋本進吉JI松下大三郎JI三

上章JI山田孝雄」のという，時代的にも分野的にも類似した人物群の中から選ぶものであ

り，明確な知識の裏付けがなければ正答につながりにくいと思われる。選択肢群によって

正答の得やすさが異なっているのである。『日本文法 口語篇』の書名と「詞と辞とは，そ

の表現性の相違から，常に結合して，具体的な思想表現上のー単位をなす。この詞辞の結

合を句といふ。……」という引用を示したBの時枝誠記， I文節」という用語を示して学説

を紹介した Cの橋本進吉の正答率も，上位群と中位群との差が比較的聞いているけれども，

低くなっている。問2は(1 )の「詞J，(2)の「辞」で，正答率が低い。おそらく，選

択肢の「自立語」と「付属語」を選んだ受験者がかなりいたのではないかと推測されるが，

これは，橋本進吉に関しては当てはまっても，時枝誠記には当てはまらない。問題文に，

橋本と時枝を対比する形で「詞」と「辞」という同じ用語を示しであるのだが，橋本であ

ること，時枝であることが分からなければ解答できないという連動も低い正答率に反映さ

れているのではないかと考えられる。(3 )の「言語過程説」を答える悶では，中位群の正

答率が 28.03で，上位群との差が 24.50と，比較的識別性が高いかと思われるが，

全体としては低い正答率である。本文中に「概念過程を含むJ[概念過程を含まない」とい

う表現を入れて正解が導きやすい配慮がなされており，選択肢も「言語機能説JI言語物質

説JI言語関係説JI言語過程説JI言語概念説」の5肢で，正答以外はほとんど存在しない

用語を織り交ぜて正答を導きやすくしている。しかし，結果はそれを反映していない。近

代の文法理論史に関する基礎的な知識が十分に身についていないことがうかがえる。(4 ) 

は寺村秀夫の「コト」と「ムード」という二分法の「ムード」を解答させるものである。
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寺村の『日本語のシンタクスと意味 IJ]は日本語教員にも比較的多く読まれている著書で

あると思われるが，用語体系といった，いわば表面的に見えることに関して目が行き届い

ていないのであろうか。 (5)(6)は仁田義雄の「言表事態J1言表態度」の「事態」と「態

度」を解答させるものである。極めて個別的な内容の出題であるとも考えられるが，本文

中に「客体的な部分J1話し手の立場からのかかわりを表す」など，正解が導きやすい環境

が示されているのだが，1事態」の方は中位群の正答率が 18. 52で，上位群との差が 7.

05と，識別性の極めて低い結果となっている。(5 )の選択肢は「内容J1対象J1事態」

「世界J1事実」の5つであり，概念的には類似している。しかし，受験者のほとんどは知

識として持っていないのだと判断される。

@平成 12年度

この年度は大間で全体の正答率が 8割を超えている問題が4闘で， 6割前後の問題が6

悶あり，やや難しかったようである。

その中で，問題7を取り上げる。これは複数のことがらを接続する並列節の条件に関す

る問題である。(1)から(5 )について， 1不適当なもの」を 5つの選択肢から選ぶ形式

である。たとえば (4)は 1-し」節について， 1丁寧形が現れうるJ1推量の『だろう』

が現れうるJ1述語としては動詞・形容詞・名詞述語が用いられるJ1表すことがらは，真

偽値が不明であってもかまわないJ1複数並ふ、場合，それらの肯定・否定は一致していなけ

ればならない」の選択肢を示している。これに適切に解答するためには，単なる知識では

対応できない。具体的な例を想定して，その適否を判断するという能力が関われている。

順番に検証していくと， 1パスは来ないし，おなかはすくし」といった例をもとに，最後の

選択肢が不適当であることに行き着くのである。難度は高くないと想定して出題されたも

のと考えられるが，中位群の正答率が 37. 92で，上位群との差が 24. 85と，比較

的開いている。「真偽値が不明であってもかまわない」を解答した例もあるのだろうか。こ

のような判定に困る選択肢があっても，最も不適当な場合を確実に求める能力があれば，

問題はないものと考えられる。このような検証能力は，現場においても，教材作成の段階

においても，有効なものである。

@平成 13年度

問題7を取り上げる。これは，動詞の活用に関するものである。平成9年度の問題7に

類似の問題が出されている。大間全体では正答率が高く(中位群の正答率68.32，上

位群との差 20.68)，比較的易しい問題である。これを小問ごとに見てみると，識別性

において有意な数値が見られる。問3は五段動詞であることを決定する条件として，辞書

形の末尾のラ行の音の直前の母音を闘うもので，1ア・ウ・オ」の組み合わせが正解である。

比較的正答率が高く，中位群で 68. 1 7だが，上位群との差が 24. 98と，かなり識

別性が高い。平成9年度の問題7 (4)に比べると正答率が向上している。問4は音{更が

生じない場合として辞書形末尾が「す」であることを求めている。正答率は中位群で 56.

1 8，上位群との差が33. 1 0と，識別性がかなり高い。問7は五段動詞の所属を決定

する 3つの段階それぞれに該当する動詞の組み合わせを闘うものであり，各段階で条件に

適合するかどうかを検証することによって 1つの組み合わせを導くことが出来る。中位群

η
t
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の正答率が 22. 09で， t位群との差が 37. 1 0と，識別性が桜めて高い。提示され

た規則を検証する能力が問われている。問8は辞書形末尾のルの前の母音がイまたはエの

もので，五段動詞であるものの例を 2つ求めるものである。「要る 押す買う 着る済

む立つ照る煮る寝る掃く」の 10の選択肢から選ぶのだが， I押す買う済む

立つ 掃く」は記述の流れからして，初めから除外されるため，実質的には「要る 着る

照る 煮る 寝る」の 5つの選択肢から 2つを選ぶことになる。かなり易しい問題だが， I要

る」の正答率が中位群で 58. 52で， ヒ位群との差が32.83，I照る」の正答率が中

位群で 56. 63で，上位群との差が 34. 8 1と，有効な識別性を示している。これは

常識的な知識でも解答できる問題であるが，その知識が正確であるかどうかを測定できて

いると判断される。

問題 10は，日本語，朝鮮語，スペイン語，英語の歯音・歯茎音に関するものである。

やや難しい問題であったが，大間全体で中位群の正答率が41. 46，上位群との差が3

5. 27と，高い識別性を示している。小間7つはいずれも 28から 41の聞の差があり，

高い識別性を示している。音声学の知識が確実かどうかをきちんと判定できている問題で

ある。

-平成 14年度

平均点が 5. 5割で，前年度と同じく，平成4年度以来一番低い数値を示している。し

かしながら，四分校の箱の中央値がいずれの年度も左側に位置し，試験として望ましい結

果であることを示している。

問題 12は古代語から近代語に変化する過程における，いわゆる分析的な傾向に関する

問題である。日本語教員にとって，現代日本語のいわゆる共通語(標準語)に関する知識

と分析能力と運用能力が求められることに異論はない。しかしながら，現代語はもとから

存在するものではなし歴史の一過程として存在しているのである。従って，歴史を背景

に背負っていると言える。この歴史的背景に関する知識も身につけておいてほしいと願う

ものである。古語と言えば，いきなり平安時代のことに飛躍しがちであるが，特に江戸時

代後期以降の分析的な傾向は現代語と直接的につながっている。問題 12は全体的に見る

と，中位群の正答率が 50. 38で，上位群との差が 21. 47である。この差は，この

年度の全 12問の中で一番開きが大きい。けっして易しい問題ではなかったようだが，出

題側からすると，いずれも基礎的な知識を問うている。

問5は，近代語になるにしたがって， I格助詞」が明示されるのが普通になってくること

を問題にしている。中位群の正答率は48. 2 1で，上位群との差は 25. 63である。

問 6は，用言の連休形が体言に準じて用いられていたのが，近代語では助詞「の」を付加

して用いられるようになったことを問題にしている。中位群の正答率が41. 06で， J: 

位群との差が 32. 94と，かなり大きな聞きを示している。問7は，古代語における順

接の仮定表現の形式が「未然形J+パであることを問題にしている。識別性は高くないが，

正答率が低い。中位群で 29.19，上位群との差が 14. 43である。これは，かなり

低い正答率だと言わざるを得ない。間 9は，古代語との対比で，近代詰の特徴を示すもの

として不適当なものを求める問題である。正解は「過去や完了を示す言い方が多用になる」

だが，これは逆行するものである。「分析的な傾向」という用語に惑わされたのであろうか。

中位群の正答率が 34. 23で，上位群との差が 27. 35である。
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4.日本語教育能力検定試験の意義

以上，出題の範囲，受験者に期待する知識・能力，過去の問題における出題内察と成績

を見てきた。

このことから，本検定試験は筆記試験 Iにおいて， 内定の質的水準を維持し，かっ，知

識と能力においてー定の質的水準を持った日本語教育能力を備えた人材の検定の役割を果

たし，検定試験の目的を達成していると評価することができる。

検定試験に合格したことが直接的に教育現場に生かされるという即効性のあるものでは

ないけれども，このような知識と能力を持った合格者がさらに研さんを積み東ねて日々の

教育実践に立ち向かえば，より効果的な教育が行われることが期待される。
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筆記試験II
英雄(早稲田大学)

1.はじめに

本稿は，筆記試験日に関する出題領域とその分布および出題の傾向について，記述問題

を除いた筆記試験IIを範囲として分析を行うものである。

本試験では，筆記試験 Iが日本語学を中心に出題されるのに対し，筆記試験IIは，日本

語教育とくに教室活動にウエイトを置いた出題がなされている。

具体的な検討は各項の分析に譲るが，出題領域は，大まかに次のように分布している。

細

音声/語葉・意味/文字・表記/文法・文体/対照言語学/社会言語学/言語生活/教

材・教具論/を刊面法/実習/教授法/日本語教育史/日本事情

以上の領域は，筆記試験IIの出題分布により生じたもので，厳密な領域設定というわけ

ではないが，この領域は，大きく言語系領域と教育系領域とに分けることができ，教育系

領域は，さらに教授法関連と日本事情関連に分けることができる。

言語系領域

音声/語葉・意味/文字・表記/文法・文体/対照言語学/社会言語学/言語生活

教育系領域

教授法関連

教材・教具論/評価法/実習/教授法

日本事情関連

日本語教育史/日本事情

本稿では，まず筆記試験IIの出題領域の分布とその傾向を分析した上で，ここの領域で

の問題点を検討し，最後に，平成4年度から平成 14年度までの 11年間の筆記試験IIの

総括を行う。
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2 .筆記試験IIの出頭領域分布と傾向
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音声

・意味

文字・表記

文法・文体

対照言語学

社会言語学

言語生活

教材・教具論

評価法

実習

教授法

。。。。。1 。日本語教育史

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 日本事情13 

上の表は，平成4年度から平成 14年度までの 11年間の筆記試験IIの出題領域分布と

大闘の各出題数である。

1-7の言語系領域では，ほぼ前半に集中し，後半になると，言語生活を除いて出題は

減少する。言語系領域で平均して出題されているのは，文法・文体のみである。これに対

し， 8 -1 2の教育系領域は，満遍なく出題されていて，前半と後半の違いがない。

このことは，言語系から教育系へと領域の傾斜の見られることを示すものであるが，筆

記試験 IとIIの役割分担がより明確になったということができょう。なお，ここでは触れ

ないが，筆記試験IIのうちの記述部分では，毎年 l題，学習者の学習段階に即した文法の

指導法に関する問題が出題されることが，記述問題以外では教育系領域が増加する一因で

あったかもしれない。

いずれにしても，本試験の性格から考えて，実際の教室の設計や活動に関する出題が次

第に増え，現職教師の受験に対する意識が明確になってきたといえる。
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3.言語系領域について

次に，言語系領域について，それぞれの領域の出題を挙げつつ，簡略な説明を付す。

3-1 音声

平成7年度 技能別指導法平仮名(文字と発音)の導入

平成9年度 技能別指導法発音(イントネーション)指導

-音声領域の出題は 2年(平成7・9年度)のみ。平成 10年度以降は出題なし。技能

別指導法という観点は，筆記試験IIに特徴的なものである。

3-2 語葉・意味

平成5年度 類義語の説明(1)rいえJrうちJ(2) rあしたJrあすJrみようにちJ(3)rあがるJrのぼる」

(4)[そItJr近<J(5)r割合Jr案外』

平成5年度 「たら」の用法の提出順と誤用分析

-語葉・意味領域の出題は平成5年度に 2題のみ。平成6年度以降は出題なし。

3-3 文字・表記

平成4年度 学習者の質問に対する教師の回答:(1)[東南」と「南東」

(2) rニホン」と「ニッポンJ(3) r十中八九」の読み方

(4) rおおぜい』の表記(5)r状況」と「情況J

-文字・表記領域の出題は，平成4年度のみ。平成5年度以降は出題なし。

3-4 文法・文体

平成4年度 複数の用法がある学習項目の提出順 (1)r子形J(2)r可能形J(3)rたりJ(4) r ~は~

ですJ(5)[あまり」

平成5年度 「たら」の用法の提出順と誤用分析

平成7年度 学習段階による指導法学習時間200時間の中国入学習者の書いた作文の誤用分析と

添削指導(格助詞「で」と「にJ.r ~てあるJ. r ~ことにするJ. r ~に驚<J)

平成9年度 例文による誤用訂正・添削ー r(こJr見えるJrをJrたらJrてくれるJr~出すJr受け身Jrご~

くださいJrではないだろうかJrように」

平成10年度 文型導入のための例文の適否(1) rてしまうJ(2) rためにJ(3)rているJ(4) rながら」

(5) rないで」

平成11年度 文型導入のための例文の適否(1 ) rてきたJ (2) rてJ (3) rばかりJ (4) rところJ

(5)rのだJ (6) rはずJ (7) rものJ

。。



平成12年度 初級の練習問題作成指示調の使い方の理解度を確認するための問題の適否

平成13年度 誤用訂正のための例文の適否(1)場所を表す「でJ (2)条件節1-とJ (3) 1分からない』

(4)結果存続1-ているJ (5)様態「ょうだJ (6) 1-になるJ (7)迷惑の受身 (8)1-に

するJ (9)条件節1-なら」

平成13年度 絵教材の適否(1)1-てあるJの導入 (2)使役形の導入 (3)1まだ/もう」の口頭練習

(4)ある対象に動作を働きかけたができない場合の1-ない」の用法

-毎年， 1題から 3題出題。内容的にはさほど変化はないが (1学習段階による指導法J，

「文型導入/学習者の理解確認/誤用訂正のための例文の適否」等)，いずれも文理

導入や誤用訂正など，教室活動に干官接に結びついた出題がなされている。

3-5 対照言語学

平成5年度 誤用分析学習者から出やすい発話，出に〈い発話

• f中I題は，平成5年度のみ。平成6年度以降は出題無し。

3-6 社会言語学

平成5年度 言語使用バイリンガリズム

平成6年度 非言語コミュニケーション

平成6年度 コミュニケーションの構成要素

平成12年度 言語能力のとらえ方(①チョムスキー，ハイムズ，力ナールとスウェインの違い

②competenceとproficiencyの違い) .第二言語習得過程

.90年代前半には， 1コミュニケーシヨン」の基本概念に関する問題が出題され始め

る点が注目できる。言語学系では，こうした概念や理念の基本的な説明に関する出題

が多い。

3-7 言語生活

平成8年度 問1コミュニケーション能力の4分類(文法能力，社会言語能力 7 談話能力，ストラテジー

能力)の概略説明間2学習者の発話の誤用分析(コミュニケーション能力の観点から)

平成13年度依頼表現

平成13年度 引用による伝達方法

平成14年度 日本語の多様化と教育の変化

-平成8年度の問題は，コミュニケーション能力についての基本的な考え方とそれに基

づく誤用分析の方法を考える出題であるが，平成 14年度の問題では， 1正しい」日

本語以外の日本語の可能性， 1ボランテイア教室」等での日本語に関する出題ー「多

白
河
d



様性」の容認(と「何らかの枠組みの構築」の必要性)へと，日本語教育界での考え

方の変化を反映した出題となっている。

4.教育系領域について

4-1 教材・教具論

平成5年度 文字指導方法の採用理由:(1 )ローマ字表記を採用し，文字指導を行わない(2)CAI教材

を使用(3)絵を使用(4)漢字系と非漢字系を別クラスに(5)平仮名は集中的に，漢字は語

棄とともに

平成5年度 初級教材の作成 (6)表記法(7)字体(8)漢字の提出JI頂(9)同一漢字使用の語棄の提出

JI固(10)漢字の音訓の指導法

平成7年度 授業の計画・運営上の留意点(教科書/テープ/ビデオ/ロールプレイ/ゲーム)

平成B年度 初級漢字教材の作成意図と使用法

平成8年度 読解教材例に対する教授法を考慮に入れた評価

平成9年度 絵教材の具体的使用法

平成10年度 教材のリソース論

平成10年度モデル会話の分析

平成11年度 多様な学習者のニーズに合った教材選択(初級レベル)

平成13年度 絵教材の適否(1)f-てある」の導入 (2)使役形の導入 (3)fまだ/もう」の口頭練習

(4)ある対象に動作を働きかけたができない場合のf-ない」の用法

平成14年度 絵教材による指導法自他の使い分け，授受表現「くれる」の導入

平成14年度 IT利用の利点

-教材のリソース論(平成 10年度 問題 1)，学習者二一ズと教材(平成 11年度問

題 7)などが当初より出題され，近年は， i絵教材」の問題(平成 13年度 問題ム

平成 14年度問題2)や IT利用に関する問題(平成 14年度問題4)が出題さ

れるなど，毎回安定した出題傾向が見られる。

4-2 評価法

平成4年度 聴解試験の作成(素材・制約・質問の与え方)

平成4年度 ニーズ・アナリシスの時期

平成5年度 コース開始前に行われる評価(プレースメント・テストv 適性テスト)

平成5年度 テスト結果の分析(ヒストグラムの見方，識別力と正答率，解答分布状況の見方)

平成6年度 テスト形式の特徴

平成7年度 教授法別，妥当性・信頼性・効率性を考慮した評価方法

平成9年度 評価の方法 OPI(口頭能力測定法)

平成14年度評価の基準
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-初期にはコンスタントに出題されていたが(平成4年度:2問，平成5年度・ 2悶，

平成6・7・9年度:各 1悶)，平成9年度のOPIを最後に平成 10年度以降出題

されなくなり，平成 14年度に復活する(問題7， 1悶)。

4-3 実習

平成4年度 コース=デザイン:学習希望者の背景と動機にあったクラスとシラパスの選択

平成4年度 ニーズ・アナリシスの時期

平成5年度 コース・デザイン学習希望者の背景等にあった学習形態と中心となる活動の選択

平成7年度 日本語教育実習記録に基づく，コース・デザイン，教室活動の分析

平成8年度 初級レベルの教案に対する評価

平成8年度 新聞記事を使った上級レベルの教案作成

平成11年度 具体的な教室活動の分析

平成12年度 教案の改善点と実習生の学習すべき点:(1 )指示詞の導入 (2)進行のf-ています」の導

入 (3)家族の呼称の定着 (4)初級読解 (5)中級作文指導

平成13年度 教案の問題点(1)動調「て形」の導入・練習 (2)ニュースの聴解 (3)初対面での自己紹

介 (4)前後左右の表現 (5)使役の導入・練習

平成14年度 教室活動記録の分析。 (1)活動前のクラス準備 (2)活動目的に合致した質問形式

(3)情意面の配慮 (4)助数詞の導入 (5)ビデオを使った聴解授業

-実習生が作ったとされる教案や教室活動を分析させ，そこから問題を発見させる，と

いう方法が多い。平成8年度まではコースデザインや教材作成といった観点からほぼ

毎年出題されていたが，平成 11年度からは教室活動分析へと視点が変更している。

日本語教育全体の動きの中での対応と考えられる。

4-4 教授法

平成4年度 外国語教授法ー理論と教室内ネットワーク(オーディオ・リンガル，コミュニカ子ィブ， CLL， 

TPR) 

平成4年度 学習段階による指導法文型・語葉・漢字

平成4年度 基本語棄について・『一般的』と「個別的」

平成4年度 練習指導法(個々の学習者に対応)

平成4年度 教室活動の手順と各段階での教師の発話内容

平成4年度 教室活動における学習者の誤りへの対処方法

平成4年度 複数の用法がある学習項目の提出順:(1 ) fテ形J(2) f可能形J(3) fたりJ(4)f-は~

ですJ(5) fあまり」

平成4年度 学習者の質問に対する教師の回答(1 ) f東南」と「南東J(2)fニホン」と「ニッポン』

(3) f十中八九」の読み方(4)fおおぜい』の表記(5)f状況」と「情況」

平成5年度 学習理論の変遷(心理学との関連において)

平成5年度 外国語教授法の分類と提唱時期(オーラル副メ、ノッド，連続法，サジェストベディア， TPR， 

CLL， GDM) 
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平成5年度 類義語の説明:( 1 ) rいえJrうちJ(2) rあしたJrあすJrみようにちJ(3) rあがるJrのぼる」

(4) rそItJr近くJ(5)f割合Jr案外」

平成5年度 練習指導技術教室活動の分類(制限・自由，表出・受容)

平成5年度 文字指導方法の採用理由(1)ローマ字表記を採用し，文字指導を行わない(2)CAI教材

を使用 (3)絵を使用 (4)漢字系と非漢字系を別クラスに(5)平仮名は集中的に，漢字は語

藁とともに

平成5年度 初級教材の作成 (6)表記法(7)字体(8)漢字の提出Ii圃(9)同一漢字使用の語棄の提出

順(10)漢字の音訓の指導法

平成5年度 「たら」の用法の提出順と誤用分析

平成6年度 シラパス・教授法の理論

平成6年度 中級文型初級で学習しない文型の選択

平成6年度 誤用の分析 (1) rなかなかJ(2) r今ごろJ(3) rぜひJ(4) rとうとうJ(5) rもう一度」

平成6年度 数詞の指導方法

平成6年度 授業手順と学習活動

平成6年度 授業分析学習段階，活動状況，誤用への対処法

平成6年度 言語習得理論化石化v 伝達方略v フォリナー・トーク，過剰般化，態度

平成7年度 習得過程学習ストラテジー(記憶/認知/情意/社会的/メ告認知)と教授法(サジェスト

ベディア/CLL/TPR/文法訳読法)との関連

平成7年度 練習指導技術初級文型定着のための問答法による具体的指導法

平成7年度 学習段階による指導法・学習時間200時間の中国人学習者の書いた作文の誤用分析と

添削指導(格助詞「で」と「にJ，r-てあるJ，r-ことにするJ，r-に驚くJ)

平成7年度 技能別指導法:平仮名(文字と発音)の導入

平成7年度 練習指導技術具体的練習例の特徴の分析(ドリル分析)

平成7年度 第二言語習得研究の用語解説

平成8年度 外国語教授法の4分類(文法訳読法，オーラル・アプローチ，コミュニカティブ・アプローチ，

コンブリヘンション・アプローチ)とその特徴

平成8年度 学習段階による指導法初級学習者の誤用文の添削指導

平成B年度 初級文型定着のためのドリルによる具体的指導法(不適切なキューの選択)

平成9年度 第二言語習得研究上の事項の記述優れた第二言語習得者，誤用分析『モニ合一理論，

普遍仮説，第二言語知識

平成9年度 コース・デザイン調査票による学習者のこーズやレディネスの把握

平成9年度 導入・練習指導技術現場指示の「これは/それは~です。」の導入と練習(教案分析)

平成9年度 技能別指導法発音(イントネーション)指導

平成9年度 例文による誤用訂正・添削 rlこJr見えるJrをJrたらJrてくれるJr-出すJr受け身Jrご~

くださいJrではないだろうかJrように」

平成9年度 練習指導技術 r-てください」の口頭ドリルの分析

平成9年度 指導手順ピ、ジ合一セッションを中心とした授業開教師の役割(活動型授業)

平成10年度 プロジェクトワークにおける学習者と教師の役割

平成10年度 実践的専門家の教育モデル技術伝達モデル，応用科学モデル，内省モデル

平成10年度 教室活動:TPR，ディベート，プリ告スク，スキャニング，シミュレーション，ミニマルベア・プラ

クティス
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平成10年度 文型導入のための例文の適否(1) rてしまうJ(2) rためにJ(3) rているJ(4) rながら』

(5)rないで』

平成10年度 教案の分析a:構造シラパスの教科書で存在文と所在文を直接法で、導入

②「は」と「が」の使い分けを認識させる

平成10年度 具体的教室活動の目的の分析(教室活動分析)

平成11年度 外国語教授法教師主導型からイン9ーアクション中心の言語教育への変遷

平成11年度 第二言語習得過程の研究の変遷

平成11年度 文型導入のための例文の適否(1) rてきたJ (2) rてJ (3) rばかりJ (4) rところ」

(5) rのだJ (6) rはずJ (7) rもの」

平成11年度 教室活動:プロジェクトワークの授業の進め方(教案分析)

平成11年度 自己研修型教師とアクションリサーチ

平成12年度 言語能力のとらえ方(①チョムスキー，ハイムズ，カナールとスウェインの違い

②competenceとproficier】cyの遣い) .第二言語習得過程

平成12年度 クラスルームリサーチ

平成12年度 言語教育・学習観(オーディオリンガル法，コミュニカティブ・アプローチ，それ以外)

平成12年度 教室活動ロールプレイの目的とあり方

平成12年度 初級教室活動。数の言い方の練習計画の特徴を説明

平成12年度 初級の練習問題作成指示詞の使い方の理解度を確認するための問題の適否

平成12年度 絵で示された教師の質問と指名のしかたの説明

平成13年度 コースデザインとアクションリサーチ

平成13年度 誤用訂正のための例文の適否(1)場所を表す「でJ (2)条件節r-とJ (3) r分からない』

(4)結果存続r-ているJ (5)様態「ょうだJ.(6)r-になるJ (7)迷惑の受身 (8)r-に

するJ (9)条件節r-なら」
平成13年度 バイリンガリズム

平成14年度 第二言語習得研究の流れ

-全般的には， I外国語教授法J，I第二言語習得」関係の問題が頻出している。

-学習者の文を直接的に「誤用訂正」する問題が初期には頻出していたが，次第に少な

くなってきた。

・平成9年度の問題2では，学習者のニーズやレディネスが取り上げられ，同じく平成

9年度の「ビジターセッシヨン」に関する問題の出題(問題 9)を皮切りに，その後，

「プロジェクトワークJ(平成 10年度問題 2，平成 11年度問題4)や「イン

ターアクションJ(平成 11年度 問題1)に着目した出題が増える。

・教師養成，研修に関わるものとしては，平成 10年度には， I実践的専門家J(問題3) 

に関する出題が，平成 11年度には「自己研修型教師」や「アクシヨンリサーチ」に

関わる問題(問題 6)が，平成 13年度には再び「コースデザインとアクションリサ

ーチJ(問題)の出題が見られる。
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4-5 日本語教育史

平成5年度 日本語教育と社会情勢との関係

平成8年度 日本語教育の現状と動向(年少者・地域社会の外国人・「多文化共生J)

平成9年度 年少者に対する日本語教育外国人児童・生徒に対する日本語教育の特徴

平成13年度 日本語教育事情海外の年少者教育，圏内の地域教育，多文化共生

平成14年度 日本語教育事情識字(リテラシー)の概念

-日本語教育史という領域としたが，実際には，日本語教育と社会とのかかわりを問う

出題である。平成5年度では，日本語教育と社会情勢に関するものだったが，平成8

年度から， I年少者」・「地域社会の外国人」・「多文化共生」に関する問題が現れ始める。

平成 14年度には，更に， Iニューカマー」の問題もからめ， I識字」に関する出題が

あり，地域社会との共生というテーマがすでに定着し始めている。

4-6 日本事情

平成4年度 異文化問コミュニケーション・ギャップの要因

平成4年度 比較文化(人口動態統計，育児法)

平成5年度 家庭における夫婦の役割(1986年総理府全国調査を基に)

平成5年度 異文化間行動における誤解の要因

平成6年度 家庭の行事と日本の文化・社会

平成6年度 日本事情教育の在り方

平成7年度 日本事情教育の在り方日本語教育との関連，教育内容の主眼の置き方，授業形態の工

夫

平成7年度 現代日本事情日本の文化・社会を考えさせるための教材を用いた指導法

平成8年度 現代日本の社会

平成8年度 アメリカの日本教育史

平成9年度 現代日本事情「丙午」をトピックとして現代日本人の考え方を論じた文章を基にした授業の

計画

平成9年度 日本事情教育。留学生に対する授業計画および子供に対する日本事情教育への応用

平成10年度 日本論(イー・オリヨンwr縮み」志向の日本人』について書かれた文章による)

平成10年度 日本事情教育東洋『日本人のしつけと教育』からの文章に基づく授業の展開

平成11年度 日本論日本人のコミュニケーションの傾向(間接的な表現)について(牧野成一『ことばと空

間』による)

平成11年度 日本事情教育東外大留学生日本語教育セン予ー『中級日本語』からの文章に基づく授業

の展開

平成12年度 日本人論:埋葬法と宗教観

平成12年度 異文化理解カルチャーショック，異文化トレーニング

平成13年度 異文化コミュニケーション理論(日本コミュニケーション学会編『コミュニケーション論入門]1こ

よる)
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平成13年度 対人距離と自己開示crジヨハリの窓」との関連において)

平成14年度 ステレオヲイプと偏見の危険性

平成14年度 多文化共生型の地域づくり

. [平成4年度 問題 12] rコミュニケーションの行き違い」が「文化閣のどのような

違いから生じた」かを闘う問題が出題され， [平成4年度 問題13]1これからは日本

人も異文化の人々との交流のため，さまざまなコミュニケーション・スタイルをもたね

ばならない時代となろう」と主張する出題も見られる。

. [平成 14年度問題8]ステレオタイプや偏見の弊害を説く問題[平成 14年度 問

題 9]や、地域の外国籍住民の状況， r多文化共生型の地域づくり」に関する問題に至

るまで，年を追うごとに出題の範囲が広がっている。

-とくに注目できるのは，平成6・7年度に「日本事情」教育のあり方が出題されてい

ることで，この時期の議論をかなり早い段階で取り上げ，出題化していることは注目

に値する。ただ，その後，日本文化論の授業展開を問う出題が続くなど，やや後戻り

した感じが否めない。

-その後は，教材の授業展開から，異文化コミュニケーシヨン・多文化共生へと出題の視

野が広がっている。

5 .まとめ

以上，筆記試験IIに関する出題領域とその分布および出題の傾向について，記述問題を

除いた筆記試験IIを範囲として分析では， 1が日本語学を中心に出題されるのに対し， II

は，日本語教育，とくに教室活動にウエイトを置いた出題がなされていることが改めて確

認できる。

まず大きな傾向としては，言語系領域では，ほほ前半に集中し，後半になると言語生活

をのぞいて，出題は減少することが指摘できる。言語系領域で平均して出題されているの

は，文法・文体のみである。これに対し，教育系領域は，満遍なく出題されていて，前半

と後半の違いがない。

このことは，言語系から教育系へと領域の傾斜の見られることを示すものであるが，筆

記試験IとIIの役割分担がより明確になったということができょう。本試験の性格から考

えて，実際の教室の設計や活動に関する出題が次第に増えていることは，現職教師の受験

に対する意識が明確になってきたことを示すものであろう。

具体的には，同じ文法・文体に関する出題においても， r学習段階による指導法j，r文型

導入/学習者の理解確認/誤用訂正のための例文の適否」等，いずれも文型導入や誤用訂

正など，教室活動に密接に結びついた出題がなされている。

また，コミュニケーション能力についての出題に関しても，当初は，基本的な考え方と

それに基づく誤用分析の方法を考える出題であるが，後半からは， r正しい」日本語以外の

日本語の可能性， rボランテイア教室」等での日本語指導に関する出題， r多様性」の容認

と「何らかの枠組みの構築」の必要性へというように，日本語教育界での考え方の変化を

反映した出題となっている。
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とくに，実習や教授法関連では，実習生が作ったとされる教案や教室活動を分析させ，

そこから問題を発見させる，という方法が多く，平成8年度まではコースデザインや教材

作成といった観点からほぼ毎年出題されていたが，平成 11年度からは，教室活動分析へ

と視点、が変更している。日本語教育全体の動きの中での対応と考えられる。このことは，

学習者の文を直接的に「誤用訂正」する問題が初期には頻出していたが，次第に少なくな

って，平成9年度の問題2では，学習者のニーズやレディネスが取り上げられ，同じく平

成9年度の「ビジターセッション」に関する問題の出題(問題9)を皮切りに，その後， Iプ

ロジェクトワークJ(平成 10年度問題2，平成 11年度 問題4)や「インターアクシ

ヨンJ(平成11年度 問題 1)に着目した出題が増えることなどからも指摘できる。

日本語教育と社会とのかかわりを問う出題が次第に噌加している。平成5年度では，日

本語教育と社会情勢に関するものだったが，平成8年度から， I年少者」・「地域社会の外国

人」・「多文化共生」に関する問題が現れ始める。平成 14年度には，更に， Iニューカマー」

の問題もからめ， I識字」に関する出題があり，地域社会との共生というテーマがすでに定

着始めている。

「日本事情」としては， [平成4年度 問題 12] Iコミュニケーションの行き違しりが

「文化問のどのような違いから生じたjかを闘う問題が出題され， [平成4年度 問題 13]

「これからは日本人も異文化の人々との交流のため，さまざまなコミュニケーション・ス

タイルをもたねばならない時代となろう」と主張する出題も見られるが， [平成 14年度

問題8]ステレオタイプや偏見の弊筈を説く問題や， [平成 14年度 問題9]地域の外国

籍住民の状況， I多文化共生型の地域づくり」に関する問題に至るまで，年を追うごとに出

題の範囲が広がっている。

とくに注目できるのは，平成6・7年度に「日本事情」教育のあり方が出題されている

ことで，この時期の議論をかなり早い段階で取り上げ，出題化していることは注目に値す

る。ただ，その後，日本文化論の授業展開を闘う出題がつづくなど，やや後戻りした感じ

が否めないが，その後は，教材の授業展開から，異文化コミュニケーション・多文化共生

へと出題の視野が広がっている。

以上のように，筆記試験IIにおける出題が，日本語教育界での考え方の変化を反映した

出題となっている点はきわめて高く評価できるだろう。しかも，この 11年間に絶えず出

題そのものが日本語教育全体の動きに対応しつつ出題されてきていることが指摘できる。

実際の日本語教育現場で学習者と向き合いながら日本語を教えるための具体的な教育実

践能力への「入口」の試験として，基本的な知識とともに，実際の教室活動を分析的に見

る力を判断するための一つの指標として， 1 1年間の筆記試験IIの有効性が指摘できるだ

ろう。
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記述問題

関原鈴子(東京女子大学)

1.記述問題によって測られる教師の能力

日本語教育能力検定試験は，発足当初から，多肢選択方式による客観テストの形式をと

ってきた。その枠組みにおいては，受験者は与えられた問題を理解し，指示にしたがって

正答を選び出す作業を繰り返す。要求される作業は，受験に至るまでに蓄積してきた知識

を再確認し，相対的に正しい要因を，限られた範囲から選び出すことである。問題作成者

側からみれば，指示する範閉の中から 1つの正しい答えを要求するという点において，受

験者の知識の有無を測定することが可能になる。

方，日本語教育に従事するための最低限の能力測定という，試験自体の基本的な目的

を考えると，出題範囲が示す範囲にかかわる受験者の知識の有無，すなわち，日本語構造

および運用に関する知識，言語般に関する知識，教授法の知識，などと並んで，他の能

力の有無も測定される必要があるという結論になる。日本語教師には，教育現場において

自分の知識を学習者に分かるように噛み砕いて示す能力，学習者と相互にコミユニユケー

ションを行う能力，学習者の学習動機を高める能力，日本語表現のモデルとなる口頭・文

章表現能力も当然持ち合わせていることが期待されている。そのような教師の能力は，多

肢選択問題形式によって直接測定することは不可能である。その制約を打破し，何らかの

形でその部分を包括する試験形式を導入することにこだわった結果生まれたのが，記述問

題であるということになる。

記述問題は，解答を文章によって表現させる形式である。ただし， i学習者に話すように

書く」ことを指示してきた問題が多かったことでも分かるように，書き言葉の表現力を測

定するというよりも，教室活動の現場において，特定の言語項目を学習者に対してどのよ

うに説明するのかという，教育現場対応能力を主たる課題にしてきている。また， i 3 0秒

で話す」という条件を付けた問題も出題されているが，標準的な発話のスピードとは 1分

間に何字相当そらい話すものなのかを知っていること，それを基準にして全体的な時間配

分に配慮した教室活動が計画できることなど，シラパス遂行上必要な能力としてのパラ言

語能力も測定の対象になってきた。

2.問題例と出題意図

記述問題は，一貫して教室活動場面を文脈とし，教師として学習者にどのように話すか

を問題としてきた。ただし，出題傾向は少しずつ変化してきている。初期の問題は，いわ

ゆるオーブン・クェスチョンで，どのような能力が測定の対象になっているのか，問題の

指示文からは読み取れないような質問が多かった。以下に平成4年度(第6圃)の問題を

示す。

A君はある大学の留学生で，日常の日本語にはほとんど不自由していない。た

だ，ときどき「分からないので教えてください」と言って質問を持ってくる。今

日は「事件の全貌が明るみに出た」と「事件の全貌が明らかになった」とはどう

違うかと聞きにきた。A君に 30秒ほどで説明するとしたらどのように言ったら

よいか，話し言葉で書け。説明内容とともに表記・表現も採点の対象となる。
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この問題は，日常の日本語にはほとんど不自由していないということで学習者のレベル

を示し，問題となる言語項目と，説明に要する時間制限を示すとともに， i話しことば」で

書くという文休の制約内で表記・表現に注意しながら回答するという条件を示している。

それに加えて，話しことばではあるが，表記・表現も採点の対象とすることによって，板

書などの能力，および示された学習者レベルに相応しい表現を表出する能力も測定される

ことを示している。回答用紙は，原稿用紙形式で 400字書けるようになっている。

一般的な日本人の「ナチユラル・スピード」を 1分間400字とし， i 3 0秒」という時間

制限であれば約 200字で解答できると想定されている。それを大幅に上回る解答を書い

た場合は，そのことを知らないか無視したということで，減点の対象となったはずである。

この問題のような，場面設定から受験者自身が解答項目を設定するという，いわば自由

解答方式の記述問題は，平成6年度までは出題されたが，平成7年度からは，出題の際に

注目すべき項目を，あらかじめ指示する方式に切り換えられた。平成7年度，および平成

14年度の問題は以下のとおりである。

留学生のAさんは闘で日本語を 300時間ほど勉強してから日本へ来た。国で

は基本的な文法はしっかり勉強したが，母語話者と話をする機会がなカ当ったよう

で，会話には不自然なところが多い。ある日，同級生が新調のスーツを着ている

のを見て，次のように話しかけていた。

A: 新しいスーツです。よく似合います。

Aさんはまだ終助詞を習得していないようなので，終助詞「ね」と「よ」の使

い方をこのような場合に限って，簡単に説明することにした。次の(1) ~(3)
を含む説明を， Aさんに話すとおりの言葉で書け。長さは400字以内とする。

なお，記述の内容とともに，表記・表現も採点の対象となる。

( 1) Aさんの文を終助詞「ねJiよ」を使って直す。

( 2 ) なぜ終助詞「ねJiよ」が必要であるかを説明する。

( 3 )終助詩「ね」と「よ」の違いを説明する

次の会話は， iこ・そ・あ」の使い方において日本語学習者によく見られる誤

りを含んでいる。それが何であるか，下の(1) ~(4) の順に中級レベルの学
習者が聞いてわかるように説明せよ。長さは400字以内とする。記述の内容と

ともに，表記・表現も採点の対象とする。

先生:そのころね，中国のどこにいたんですか，リンさん。

リン:3年ほど前ね，中国のフフェイにいました。

先生え? フフェイ? フフェイってどこですか。

リン:あ，あそこはね，上海から 7時間ほど汽車に乗って，西へ行きます。

あそこにいました。良いところですよ。今度，一緒に行きましょうか。先生。

( 1 ) 下線部の「あそこ」をこの場面に適当な指示詞に直す。

( 2 )初級でまず習う「こ・そ・あ」の基本的な違いを説明する。

( 3 ) なぜ，この場合に「あそこ」が適当でないか，説明する。

(4) 下線部のような「あそこ」がそのまま使える場合はどういう場合か例を

挙げて説明する。
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以上の二つの問題は，平成4年度の問題に比べて，解答にあたって説明すべき項目が具

休的に指示されているようになっている。それぞれ，(1) ~(3)(平成 7 年度)， (1) 

~ (4) (平成 14年度)の指示を順番に踏まえて行けば解答できるようなアウトラインが

示されているため，解答するにあたって，何が解答項目として求められているのかを推量

する必要はほとんどなくなっている。したがって，平成4年度までの問題のように，教育

対象項目を探し出す能力を測定するという目的，また，表現能力を総合的に測定するとい

う目的は，出題意図から外れたことになる。平成 7 年度~ 14年度までの記述問題は，学

習者レベルを踏まえた説明能力，与えられた制限内で説明をまとめる能力，説明項目にふ

さわしい例文を作成する能力などが測定される方向に転換して来たといえる。ただし，多

肢選択方式による，解答を選び取るという能力ではなく，ことばを表出する能力を測定す

るという基本的目的は，試験設立当初から現在まで変わりなく推移している。

3 .採点方式の変化

記述問題の採点にあたっては，採点者悶で判断基準にズレが生じないように，あらかじ

め詳細な採点、マニュアルを作り，必要とされる項目ごとに部分的な配点をした上でそれら

を積み上げて全体の得点となるように工夫してきた。特に，平成7年度の問題からは，あ

らかじめ解答すべき項目が指示されているため，採点もそれらの項目を中心に積み上げ，

表現・表記などの採点を加減して総点を計算してきた。

記述問題は文章による解答方式を採用していることから，採点のためには多数の採点者

が必要になる。受験者は一貫して 5000人から 6000人を維持しており，また採点結

果を出すまでの時聞が制限されており，集中的に採点をしなければならない。採点協力者

の条件として，日本語教育能力検定試験合格者，ないしは試験を受ける可能性のない人で

なければならないという制約もある。

創設当初の数年間は，すべての受験者の答案を採点の対象としていた。しかし，平成

4年度からは，多肢選択問題の得点が，たとえ記述問題が満点であったとしても合格ライ

ンには達しないであろう範囲を下回る受験者は採点の対象としないという決定が行われた。

それ以降は，記述問題に関しては答案の約半数のみを採点するという採点方式になってい

る。

4.記述問題の存在意義

以上のように，記述問題は，多目支選択方式による出題では測定できない能力を測定する

方法として，その存在怠義を貫いてきている。平成 12年3月の文化庁・日本語教員の養

成に関する調査研究協力者会議報告『日本語教育のための教員養成について』において，

日本語教育能力検定試験の内容については，出題範囲や試験方法が日本語教育に関する「知

識」の測定に偏っているのではないかと指摘されていること，特に，出題範囲に挙げられ

ている主要項目の各事項ごとの断片的な知識問題に対して短い時間で効率的に答えていく

受験能力が必要とされていることや，日本語教育に必要な実践的な能力について十分に測

定することができないなどの問題が指摘されている。しかし，これまでの記述問題の存在

はたとえ部分的にせよ，その点、を補う役割を話してきたということができょう。記述試験

は，日本語教員に要求される教育現場対応能力，言語表出能力を測定する手段としての存

在意義を保持して行くことと期待される。
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5 .記述問題の今後

平成 15年度からの日本語教育能力検定試験は，新たな出題範囲による試験として実施

される。その態勢においても，記述問題は，これまでと変わらない形式が維持されて行く

ことと予想される。ただし，多肢選択方式による出題方式の制約を補足するためには，こ

れまでに加えて，いくつかの点で改善の可能性があるものと思われる。

その第ーは，教師側からの一方的な説明を要求してきた出題傾向から，より相互交流的

な教育現場の場面設定をすることである。そのことにより，より活性化された教育現場に

対応する能力を測定することが可能になる。

第二点として，記述問題の範囲で，言語教育説明能力と言語表出能力の測定を分離する

ことが考えられる。そのことにより 3 記述問題の持つ性格をより分かりやすく定義するこ

とができるようになるからである。

第三点は，何らかのかたちで口頭による教育能力検定試験を発足させることにより， I話

す」ことによって測定できる能力と， I書く」ことによって測定できる能力を分離し， I記

述」試験としての性格をはっきりと打ち出すことができるようにすることである。

教育という，人間相手の職業に従事するものがいかなる能力を持っているべきかを問う

試験は，常によりよい手段を求めて改善されなければならない。そのことは記述試験にも

当てはまることである。今後，試験方式，試験内容ともに 層の発展が見られることを希

望するものである。
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聴解試験

王伸子(専修大学)

1. r聴解」試験の位置付け

日本語教育能力検定試験「聴解」は，文字通り音声提示された内容を聴取し，その指示

どおりに解答していくものである。基本的にテープの走行と同時に始まり，テープ終了と

同時に解答を終える。しばしば音声の試験と表現されることもあるが，音声の知識を闘う

問題は筆記試験Iに含まれており， r聴解」は，耳で聞いた内容を音声指示どおりに解答す

るということに限られる。いきおい音声知識を問う問題が多くなるが，それ以外のものも

含む構成となっている。

日本語教育の内容に関連して言えば，外国語を母語とする学習者をあっかう上で必要な，

間違いやすい日木語の発音とその仕組み，外国語の干渉を受けた日本語の発音について解

答することに重点を置いてきた。したがって，アクセントにしても母音や子音の発音にし

ても，標準的なものだけでなく，学習者が中間言語の段階で発すると思われる音声につい

ても受験者の耳で聞いて解答することに意義があるという認識で作題を行ってきた。

形式的にはテープ走行時間という制限があるので，この 10年余札内容を大きく変え

ることはしていない。基本的な事項を受験者が学習し認識しているかどうかということの

測定を目的とした。受験者が過去の問題の取り組み内容を把握し，知識だけに長ずるので

はなく，音声援示に短い時間で反応し解答することで得点があげられることを目指した。

そのような点からみると， r臓解」試験は，知識面の準備では十分とは言えず，音声提示

への反応を訓練するという別の側面があると思われる。また，これによって，実際に日本

語を教授する現場に立つ教師候補者たちに自覚を促すという貢献をしたのではないかと願

っている。

2.問題の構成

平成4年度から 14年度まで同様であり，問題 1から問題5までという大闘の構成とな

っている。

問題lは，一つの文を男女がそれぞれ一回ずつ読み，異なる音声特徴の部分を解答者が

判断し，その特徴二つを選択肢より選ぶものである。問題の形式は平成4年度から 14年

度まで同じである。

問題2はアクセントの型を判断する問題である。女性と男性の対話に出現するある語句

について，拍の高い部分と低い部分の組み合わせを聞き取り，選択肢から選ぶものである。

問題の形式は平成4年度から 14年度まで同じである。

問題3は音の異なりを判断する問題である。男性と女性がそれぞれ一つの文を読むが，

ーヶ所，母音あるいは子音を異なる発音で読む。問題3の(1)は，発音の遣いが意味の

違いを引き起こす音素に関わる問題であり，問題3の(2 )は，意味の遠いには関わらな

い異音に関わる問題である。問題の形式は，平成4年度については問題3という大聞の設

定だけであったが，平成5年度から 14年度までは(1)音素の問題， (2)異音の問題と

分けて設定した。

問題4は日本語学習者による発音の誤りとされる部分について，どのような発音をして

いるのかということを選択肢から選ぶ問題である。選択肢には口腔断面図，声門状態図，

。，“3
 



パラトグラムh ，口唇状態図，ピッチ曲線イメージ図均等を用いた。問題の形式は，平成

4年度は問題文を記述したものを提示し，口腔断面闘を見ながら選択するものとしたが，

平成5年度から 14年度までは，問題文はテープによる音声提示のみで，選択肢となる図

に口腔断面図以外のものも盛り込んだ。

問題5は音声提示された内容について，音声に注目した問題だけでなく，文法，言語形

式，学習ストラテジー，教授法等々，さまざまなことがらを内容として取り上げた。平成

4年度から 6年度まではイラストを見ながら，平成7年度は図形を見ながらそれについて

の会話文を聞いて解答する形式であった。平成8年度から 14年度までは，音声提示され

る日本人同士の，あるいは日本人と外国人の短い会話を聞き，それについて解答する形式

であった。

3.各問題の内容

3-1 問題1について

この問題は，一つの文を男性と女性がそれぞれ読み，その中から二つの異なる韻律的特

徴を聞き取り，選択肢から選ぶものである。選択肢として設定したものは，平成4年度か

ら6年度までは， a.アクセント *3b. イントネーション*4C.速さ d.プロミネンスキ5

8. ポーズ*6の5つであった。この選択肢の問題点を改善するため，平成7年度からは，

a.アクセントの下がり目 b.文頭イントネーション c.文末イントネーションd.ポー

ズ8. 速さ f.拍の長さの6っとした。まず，当初用いていたプロミネンスという用語で

あるが，ブロミネンスとは他から際立たせるために用いる音声特徴を指すため，具体的に

は，高さ，速さ，聞こえの大きさ等複数の音声的特徴を用いる可能性が考えられる。した

がって，他の選択肢と混同しやすいという危うさを避けるため，プロミネンスという用語

は使用せず，それぞれの音声特徴を具体的に選択できるような作題をすることとした。ま

た，アクセントという用語についても，よりわかりやすくするため，アクセントの下がり

目とした。さらに，イントネーションも，文頭イントネーションと文末イントネーション

に分け，聞くポイントを明確にした。また長さを聞き取ることも日本語教育の中では重要

なことがらであるので，拍の長さという選択肢も設定した。

3-2 問題2について

アクセントの型を聞き取る問題であるが，いわゆる東京方言のアクセントを聞き取るの

ではなく，学習者の発音する正しくない発音にも対応できるよう，下がり目が複数回現れ

るような，実際には東京方言に存在しないアクセントパターンも用いている。また，よく

耳にする語を使用すると既存のアクセントパターンにとらわれてしまうということも考え

*1発音の際、上顎の口蓋部分にどのくらい舌面が接触するのかを示す図o

*2発話した部分について、声の高さ(ピッチ)の変化を周波数の変化としてグラフにあわした図を見やすいように調整

し、視覚的にピッチの変化を捉えるように加工した図o

*3言語 般では語由意味の区別に貢献する高さまたは強さのことを表すが、ここでは日本語を扱うので、高古のことを

指す。

判発話において、文全体あるいは一部にかかる高古のことを指す。

*5発話において、ある部分を際立たせるのに用いる音声的特徴を指す。音の強弱や長短、大小等、さまざまな特徴を用

いる ρ

*6発話において、語と語の聞に入れる一時停止のことを指す。

η
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られるので，あえて耳慣れない語である美術，医学，古典，植物名等の専門分野から，該

当する拍数の語を選ぴ採用した。例えば，カリョウビンガ(迦陵頻伽)，パンチモンキヨウ

(幡摘文鏡)などである。

解答するためにはアクセントパターンを聞き取ることと，その後，選択肢から該当する

パターンを的確に選ぶという 2段階が必要となる。拍数については4拍から 10拍までの

パターンを組み合わせて用いた。しかし，試験後の解答率分析図を見てみると，拍数の多

いものが必ずしも解答困難とは限らないようであり， 1 0拍を採用したのは一度だけであ

った。

この問題は，受験者が高さの聞き取りを意識化することをねらいとしている。実際の教

授場面で発音の高さの指導が必要となったとき，違うことがわかるだけでなく，どこに下

がり目が来ているから違うのかといったような具体的指摘力をつけることが大切だという

ことの啓蒙になったのではないかと思われる。

3-3 問題3について

これは音素レベルで異なる音の違いと，異音レベルで異なる音の違いを音声提示によっ

て判断し，その違いを調音点*7，調音法*83 声帯振動的，気息の有無ネ10といった調音に関

わる選択肢から選ぶ問題である。難度が高いのは， I調音点と調音法」のように複数要素の

組み合わせの選択肢であろう。しかし，この選択肢も基本的には毎年大きく変わることは

ないので，必要なことがらをしっかりと学習していれば対応できる内容である。平成4年

度は問題3として音素レベルネ11も異音レベル判2も盛り込んだが，平成5年度からは問題

3 (1)を音素レベル，問題3 (2)を異音レベルとして分けた。どうしても子音の問題

が多くなるが，母音についても取り上げている。

この問題は，国降、音声記号等であらわされる音の違いを，音を作る場所や方法などとい

う具体的な内容によってシステマティックに学習できていれば対応できるものである。丸

暗記ではなく，音の特徴を整理して学習することをねらいとしている。

3-4 問題4について

この問題は，日本語非母語話者(外国人臼本語学習者)による発音を聞いて，その音声

特徴を口腔断面図，戸、門状態図，パラトグラム，ピッチ曲線イメージ図の選択肢より選ぶ

問題である。口腔断面図では，とくに口啓，舌の高さ，舌の前後の盛り上がり，舌の閉鎖

の有無木町口蓋帆の閉鎖の有無本14等に注目し，子音，母音，鼻音などを判断する。ただし，

本7 子音¢発音に直接役立つ上顎の部分。舌や下唇、下の歯など、下顎!と属する部分が接触する場所。

本8 鼻昔、問団員音など、子音を発音する方法。

本9 母音や子音の有声音在発するのに用いる声帯の振動。

*10子音で、口腔にためた呼気在勢いよく排出する破裂音の調音時に、それに伴って出る息があるか否かということ。

*11その言語を母語とする話者が聞いて、語。コ意1味。コ区別に役立つレベルでの音の違いを指す。

キ12音声的1:は異なる音であるが、その言語を母語とする話者が聞いても、語の意味の区別に役立たない、あるいは気

づかないレベルでの音の違いを指す。

*13発音時に舌が、歯や歯茎在吉めた口蓋部分に密着して閉鎖を作っているか否力、在指す。

本14発音時に口蓋帆が鼻腔につながる咽頭鼻部に密着して閉鎖在作っているか否かを指す。閉鎖せず、鼻腔!と呼気の流

通があると鼻音在発する。
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平成4年度については，口腔から声道までの断固[21を提示し，それに慕づき調音の状態を

文章で説明したものを選択肢としている。平成5年度以降は前述したとおり，図等を選択

BSi:として用いている。

また，この問題については，問題冊子に選択肢のみでなく問題文も文章提示し，さらに

注意して聞くべき点に下線を引し、て示している。非母語話者の音声を使用しているため，

実際には問題としている部分以外にも母語の干渉等で適切でない発音が含まれてしまうの

で，受験者が問題となる部分のみに注意を払えるようにと配慮したものである。その文章

提示したものについても，平成5年度から 10年度まではカタカナを用いたが，受験者に

わかりやすいようにと平成 11年度からはひらがなで表記した。

平成7・9・14年度に使用したパラトグラムの図であるが，これは，どの部分が接触

するかというイメージ図である。

そして，平成5・6・8・11 ~ 14年度に使用しているピッチ曲線イメージ図だが，

平成 13年度までは「高さの変化を表す曲線」とした。また，平成5・6年度はグラフの

横軸，縦軸について説明を付さなかったが，平成8年度から 13年度までは「縦軸の単位

はHz (ヘルツ)，横軸の単位は秒」という説明を文章提示し，グラフ中に目安となる数値

を記入した。平成 14年度は，まず， i音の高さの変化を表すイメージ曲線」とし，内容を

具体的に示した。さらに，関の説明をイメージ曲線としたため，グラフの縦軸，横軸につ

いては「横軸は高さ，縦軸は時間を表す」として，グラヲ中に数値は記入しなかった。

耳で聞いた高さをイメージとして把握できていれば，学習者の発音も把握しやすくなる

というのがこの問題のねらいである。

3-5 問題5について

音声知識を問うものでなく，むしろ音声提示された内容からさまざまなことがらについ

て解答するというのが問題5である。しかし，解答分析率をみると毎年予想より識別力が

低く，数回に渡り問題の傾向を検討してきた。

平成4年度から 6年度まではイラストを市販の書籍，教科書から選び，また，平成7年

度はいくつかの図を作り，それを見ながら日本語学習者である外国人が日本語でそのイラ

ストについて説明し，その説明の中からある部分をとりあげ作題した。しかし，それでは

録音したものを聞いて，その中から問題を考え出さないとならないので，内容にも限りが

出てきてしまう。そこで，平成8年度から 14年度までは，問題のねらいを最初に設定し，

それに合わせたシナリオを作成して，意図に沿った会話となるよう指示を与えながら録音

をするという形を取った。聞いの内容としては，日本語学習者の取る会話の中のストラテ

ジーや読語形式，あるいは発音，または文法事項などに着目したものを作ったo

4.録音について

「聴解」は音声によって問題文も指示も示されるため，録音がたいへん重要になってく

る。問題文とは別に，指示や進行を含めた約 30分間の録音全体のシナリオも作成する。

基本的に，指示等もすべて毎年録音しなおすので，録音自体にも時間がかかっている。幸

い，平成4年度から 14年度までは男性も女性も同じ声優の方に依頼することができたの

で，問題意図も伝えやすく，問題3 (2)のような異音を扱う問題についても対応しても

らえた。
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ただ，問題4，問題5のように日本語学習者である外国人の録音が必要な部分では少な

からず苦労もあった。作題者の大学で留学生を集め録音したり，こちらの指定した録音ス

タジオまで留学生に出向いてもらい録音したこともある。どちらにしても，外国人の確保

と録音場所，日程の問題が常にあり，限られた時間，場所，予算では作題者に過度の負担

がかかってしまう。日本語教育のための試験であるから，学習者の音声を使用するという

ことは内容的にもたいへん重姿であり，これからも必要不可欠であると思われる。これに

ついては今後，どのような形で作題者がかかわるのかということが懸案事項になると思わ

れる。参考までに，平成4年度から 14年度までに使用した学習者の録音であるが，その

ほとんどは留学生の音声であり，出身国は，中国，韓国，タイ，アメリカ，イギリス，ド

イツ，フランス，オーストラリア，ロシア，ブラジル等数カ国にわたる。

5.日本語教育・教師養成への意義

「聴解」試験においては，教師が現場で音声を扱うに際してどのような訓練，準備が必

要かということも視野に入れて作題にあたってきた。筆記 1，筆記IIと異なり，知識を問

うだけでなく，解答するのに的確な反応力，判断力も欠かすことはできない。そうした点

ではまさに教育能力を悶い，同時に，準備段階でその能力を高めることもねらいとする試

験である。この試験の受験準備をすることで， I音声関係は苦手」だとか「耳が弱い」など

と逃げていられないということが認識されたのではないかと思われる。

最後に，平成4年度より 14年度まで交替しながら作題にあたってきた他の 7人の試験

委員と，それまでに作題にご苦労なさった試験委員，そして，重要な録音の仕事を引き受

けてくださった声優諸氏，そのほかの録音協力者に心より感謝したい。

また，今後も日本語教育現場での能力を育てられる試験となるよう，さらなる改善を期

待する。

-36 



資料編

日本語教育能力検定試験実施要項及び実施状況(昭和62年度~平成14年度) .. 39 

(平成4年度~14年度日本語教育能力検定試験応答分析結果より)

分布の表現法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 清水留三郎(前大学入試セント鵬聞姉)・・ 44

①各科目の受験者成績の経年変化(四分位等の推移)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 

②各年の 4科目成績から見た合格者と不合格者の特徴(四分位等)・・・・・・・・・・・・ 51 

③各年の 4科目における合否識別状況(四分位等)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62 

@各年の大間の難易度と能力識別度(上位群と中位群の大間得点率)・・・・・・・・・・ 73

⑤各科目の各年における科目別成績と大関成績の相関(大間得点率分析図)・・・・ 79

⑥各年の設問の難易度と能力識別度(上位群と中位群の設問正答率)・・・・・・・・・・ 107

← 37 





日本語教育能力検定試験実施要項(昭和62年度~平成14年度)

1.目的

日本語教員となるために学習している者、日本語教員として教育に携わっている者等を対象と
して、その知識および能力が日本語教育の専門家として必要とされる水準に達しているかどうか
を検定することを目的とする。

2.実施者

財団法人日本国際教育iV'，lj会が実施する。

3.試験の方法、内容等

(1)受験資格
学歴は問わない。ただし、年齢が満20歳以上であること。

(2 )試験の内容と水準
日本語教員として最低限必要な専門的知識・能力を習得させることを目的とする大学の学部

における日本語教員養成副専攻課程と同等程度とする。

(3)試験の出題範囲
別記のとおりとする。ただし、全範囲にわたって出題されるとは限らない。

(4)試験時間

匝三記

筆記試験 I
筆記試験II
聴解試験

140分

100分

30分

領 域

l山 l 日本語の構造に関する体系的、
具体的な知識

日本語学
概論

音声

出題範囲

主要項目

1.世界の中の日本語
2.日本語の特質

音声、語葉・意味、文法・文体、文字・表記、
言語生活等について

(1)対照言語学的に見た特質
(2)社会言語学的に見た特質

1.音声器官と発音
名称、と機能
調音法、調音点、調音者

2.単音レベル
音素と異音
呉音の分布
音素記号と音声記号
母音の分類
半母音
子音の分類
五十音図とその拡大表
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領 域

語葉・意味
話集

意味

文法・文体

3.音節レベル
音節構造
音節(拍)
特殊音節

4.単語レベル

主要項目

母音の無声化、その他環境による音声変化
アクセントの感覚・規則・表記
縮約形など、話し言葉の語形

5.文レベル・談話レベル
イントネーション
プロミネンス(卓立)
ポーズ
速さ

1.基本語蒙と基礎語桑
2.語棄の類別

使用者別・場面別・語種別・言語活動別・
分野別・音戸的特徴別・文法的機能別等

3.語構成
4.辞書
1.語の意味
2.勾の意味
3.文の意味
4.文章・談話の意味
1.語・文節のレベル
(1)品詞

名詞、動詞、形容詞、副詞、 (助詞、助動詞、
複合助辞、その他)

(2)活用などの変化形式とその用法
名詞、動詞、形容詞

(3)文節の構成
2.文のレベル
(1)文の種類
(2 )文の成分
(3 )単文の構成
(4)複文の構成
(5)構文と意味

3.文章・談話のレベル
(1)旧情報、新情報等
(2)話者の視点
(3 )話法
(4)文章・談話における文の選択

4.言語生活と文体
(1)敬体と常体
(2)書き言葉、話し言葉
(3)男性語、女性語
(4)地域語と共通語
(5)フォーマル、インフォーマル
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領 域

文字・表記

l…2 その他日本語に関する知識
言語生活

日本語史

2 日本事情(古典と文芸を含む。)

3 言語学的知識・能力
言語学概論

社会言語学

主要項目

1.文字・記号の種類
2.文字・記号の使い方
(1)漢字仮名まじり文
(2)仮名遣い
(3)送り仮名
(4 )外来語の表記
(5)漢字の書き方
(6 )漢字の読み方
(7)記号の使い方
(日)辞書の使い方
3.文字表記の選択
4.文章の表記
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1.言語の本質
2.言語能力と言語運用
3.言語の普遍性と個別性(類型論を含む。)
4.言語学と関連領域
5.世界の言語
6.各論
(1)文法論
(2)意味論
(3)音韻論
(4)語集論
(5)文字・表記論

1.言語変種
(1)階層言語
(2)地域言語
(3)言語変化

2.場面と言語
(1)敬語と非敬語
(2)男性語、女性語
(3)フォーマル、インフォーマル
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領 域 主要項目

3.媒体
(1)手紙、電話、書き言葉と話し言葉
(2)マス・コミュニケーション、パーソナル

コミュニケーション
4.言語使用・言語生活
5.言語政策・言語教育

対照言語学 11.比較言語学・歴史言語学と対照言語学
2.言語体系と運用の対照

音声、語葉・意味、文法・文体、文字・表記
言語生活等について

(1)類似点、と相異点
(2)母語の干渉、誤用分析

3.言語行動・言語生活の対照
日木語学史・日本語 11.日本語学史
教育史 1 (1)明治以前の研究の概略

4 日本語の教授に関する知識・能力

(2)明治以後の研究の概略
2.日本語教育史
(1)戦前の教育史の概略
(2)戦後の教育史
(3)日本語教育と国語教育

教授法 1 1.日本語教育の目的・方法
2;言語教育と言語研究の関係(心理言語学的観点

を含む。)
3.外国語教授法
4.日本語教育の基本語葉・基本漢字・基本文型
5.習得過程
6.指導手順・カリキュラム作成
7.練習指導技術
8.技能別指導法
9.対象別・母語別指導法
10.能力差・クラスサイズに対応する教授法
11.学習段階による指導法
12.添削技術

教育教材・教具論 1 1.教材教具概論
(1)日的
(2)期間
(3)場面
(4)レディネス
(5 )カリキュラム
2.教材の具体的使用法
(1)教材
(2 )教育条件
(3 )環境
3.教育機器・教具

評価法 1 1.評価の対象
2.評価の日的と効果
3.テストの作り方
4.評価の方法
5.結果の分析

実習 1 1.コース・デザイン
2.教案作成と教材選定
(1)教壇実習に備えての教案作成
(2)具体的指導案の作成
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日本語教育能力検定試験実施状況(昭和62年度~平成14年度)

------------

応募者数(人) 受験者数(人) 合格者数(人) 合格率(見)

昭和 62年度 5， 8 3 7 4， 7 5 8 935 約 20

昭和 63年度 5， 7 94 4， 5 9 7 827 約 18 

平成元年度 6， 78 3 5， 40 5 999 約 18 

平成 2年度 6， 367 5， 1 4 3 908 約 18 

平成 3年度 7， 8 1 5 6， 2 24 1， 1 5 3 約 19 

平成 4年度 8， 72 3 6， 846 1， 272 約 19 

平成 5年度 8， 67 3 6， 79 2 1， 2 2 4 約 18 

平成 6年度 8， 2 8 2 6， 1 53 1， 1 2 5 約 18 

平成 7年度 7， 6 14 5， 9 1 1 1， 1 0 7 約 19 

平成 8年度 7， 7 5 5 5， 98 6 1， 088 約 18 

平成 9年度 7， 624 5， 824 1， 07 7 約 18 

平成10年度 6， 90 6 5， 27 2 1， 00 8 約 19 

平成11年度 7， 5 2 6 5， 729 1， 0 9 1 約 19 

平成12年度 7， 809 5， 8 5 8 1， 077 約 18 

平成13年度 7， 3 1 9 5， 549 1， 008 約 18 

平成 14年度 7， 9 8 9 6， 1 54 1， 1 7 1 約 19 
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分布の表現法

清水留三郎(前大学入試センター研究開発部)

得点分布を相互に比較するには，配点の影響を除く必要がある。そこで，配点に対する

百分率に規準化した得点率をここでは全て用いる。

1.科目の得点分布

科目の得点分布は，比較に便利なように，箱髭図 (box& whisker plot)によって示し

た。この図に表すものは，度数ではなく， r四分校」である。受験者を得点JI債に並べて，

人数を四等分した場合の境界に当たる得点を分布の「四分位」と言う。三つ出来る四分位

は順に第一，第二，第三と番号を付ける。第二の四分位は中央値に他ならない。

凹分{立範囲

↑ 

外れ値 ↑↑↑  

第一四分位 中央値第三凶分位

分布の中程に，間仕切りのある箱を描いて，三つの四分位を示す。この箱の長さを「四分

位範囲」と言う。箱の中には，得点が中位である半数の受験者の得点が詰まっている。そ

れぞれ最低点と最高点まで箱の左右に伸ばした髭で，得点が F位と上位にある四分のーの

受験者の得点、分布を表す。髭の長さは四分位範囲の高々1.5倍までに留める。 もしそれ

を超える得点がある場合は， r外れ値(outlier)Jとして・印やヰ印で個別に表示する。

さらに，箱の中に+印で平均を示す。

箱髭図によると，箱の位置と長さから，それぞれ得点の高低と分散度が読み取れ、箱の

中仕切や+印の位置によって分布の対称度が読み取れる。この検定試験のように，複数の

試験科目の得点を総合して合否が判定される場合，各科目と合否との関係の深さは，その

科目の高得点側の髭の長さから読み取れる。

2.大関得点と設問正答率の科目得点との相関

これらの相関関係から，大間や設問が科目中で果たした効果を読み取ることができる。

そのために，受験者を当該科目得点J闘に並べ，人数を五等分して，最下位から最上位まで

の五群を構成する。そうして，横軸にこれらの五君干を採り，縦軸に各群の得点率や正答率

を採って順に折れ線で結ぶ。そうすると，折れ線の位置と傾斜から，それぞれ率の高低と

群聞の差異が読み取れる。すなわち，大間の得点率や設問の正答率を表す折れ線の傾斜が

急な程，群聞の能力差が良く識別されたことになる。

中位群の得点率や正答率は全群に対する大間や設聞の難易度を代表する。また，上位群

と中位群の差は，大聞や設聞によるこれら二群聞の能力差の識別度を示す。難しい問題程

a
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q
 



中位群の率は{尽くなり，上位群と中位群の差で表される識別度に高くなる余地が生じるか

ら，識別度に高さが要求される。そこで，難易度を代表する中位群の得点率や正答率を横

軸に採り，識別度を表す上位群と中位群の差を縦軸に採って，大聞や設問の散布図を描い

て，大聞や設問について難易度と識別度の二機能の関係の整合性を表す。
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日本語教育能カ検定試験多肢選択総合得点

四分位等の推移
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日本語教育能力検定試験 筆記試験 I

凶分位等の推移
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日本語教育能力検定試験聴解試験

四分位等の推移
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日本語教育能力検定試験筆記試験II

四分位等の推移
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日本語教育能力検定試験記述問題

四分位等の推移
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箱の中の川は平均を表し， I-lや Iキjは外れ値を表す.

50ー



平成4年度 日本語教育能力検定試験四分位等

合格者 不合格者

筆記試験 II 筆記試験H
筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答 筆記試験 i 聴解試験 多肢選択 記述解苓

100幅+ー十一 +-----------+----------1 ----+十 十 十一一一一+ー +100%
1 1 

1 0 0 1 1 
1 0 1 1 1 

90十 1 1 0 1 十 本十 90
1 1 1 1 1 1 0 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 1 1 1 
80 +ー1 1一一 | ー |ー ト + ー1-----------1 一一| 一一一一トー + 80 

| 牢 十一本 | 十一一+ 1 1 1 1 1 
1 +一一十 十一 + キ+ー牢 1 1 1 1 1 牟 | 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
70 + 1 トー十キ +一一一+ 1 + 1 1 1 キ 十70

1 1 1 1 1 1 1 +-----+ 1 +-----+ 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 牢|

!日 十十 1 1 1傘ー*十+ 1 1 1 
60 + 一一一 一1一一 一一|一 一一一| 十一1+ 1一一一1 1一一本十*-------* ー+60 

1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1十 十 傘十本 + 十 * 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 

日十 1 1 + 1 1 1 1 牟 + 50 
| 十 一+ 1 1 十一一一+ 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 * 1 
o 1 1 1 1 1 1 1 

40 +一一 一 日一 一 1 1--+ ー1-----------1 ー| 一一一ーかー+40 
1 1 1 1 1 1 1 

o 1 1 1 0 1 0 0 1 
1 1 1 0 1 0 1 

30 + 1 1 + 0 1 0 0 + 30 
1 1 1 0 1 0 1 
1 1 1 0 1 0 1 1 
1 + 1 1 0 0 0 1 1 

20← 一一 一一 一一 1 1十一一 0 一一日 -------0-----------1 ー+20 
1 1 1 0 * 1 1 
1 1 1 0 * 1 1 
1 1 1 0 1 1 

10十 孝一一一*十 十十一+ + 10 
1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 
1 1 1 * 1 1 1 

。+一一一一十 一一一 十 一一一 +一一一一 + 一一一十 十 一十 一一+ 一一一一一十 一一一*一一一一一* 十 日

箱の中のI十Iは平均を表L-. rOJや r* Jは外れ値を表す
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平成5年度 日本語教育能力検定試験問分位等

合格者 不合格者

筆記試験H 筆記試験H

筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答 筆記試験i 聴解試験 多肢選択 記述解答

100%十 一十一一一一一一+一一一 + ー1----+-----+ ー十一 +----------0 ----+100出
1 0 1 1 
1 1 0 1 1 
1 1 1 1 1 

90 + 1 1 1 + 0 0 + 90 
1 1 1 0 1 1 1 1 1 
|十 一 + 1 1 1 1 1 1 1 0 1 
|宇+本 1 1 1 1 1 1 1 1 

80 +--1 1一一一一|一一一 |一 一一一一|ー +-----1 ー1-----------1 一一 0一一一+80 
1 +十十十 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 +一一一+ 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 トートヰ 1 + 1 1 1 1 1 1 1 1 

70 + 1 1 1 ←一一牟 1 + 1 1 1 1 + 70 
1 0 +一一一+ +-----+ 1 1 +-----+ 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 トー→ +一一+ 1 1 
1 1 1 1 1本 字 1 1 1 1 1 1 

60トー | ーー 1-----------1 一一+ー|十 1-----1 1--一*一一牟 ー 1-----+60 
1 1 1 1 1 1 1 ト+ホ 1+ 1 1 1 
1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 0 1 1 1 +一一→ 1 1 十一一→ 1 1 

50 + 0 0 1 1 + 1 +一一+ 1 1 + 50 
1 1 1 1 1 1 1 1 

1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 

40十 一一一一一一一一一一 一トー+一本 +-----1 ー1-----------1一一一一←一一+ー+40 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 

| 本 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 

30 + 1 1 + 1 1 0 1 1 + 30 
1 1 1 0 1 0 1 + 1 1 
十+1 0 0 0 ト*1 

1 1 0 0 0 1 1 1 
20十一 一一 |一一トー 0-----------0一一一一一 1 1--+ 20 

1 1 0 0 1 1 1 
1 1 0 + ー+ 1 
1 1 キ 1 1 

10十 1 + 0 ホ|十 10
1 1 1 1 
1 1 1 1 
1 1 * 1 1 

。+一一+-----------+ー +----------1 十 + ー+一一 牟 ー|ー+0 

箱の中の r+Jは平均を表し， rOJや I本Iは外れ値を表す.
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平成6年度 日本語教育能力検定試験四分位等

合格者 不合格者

筆記試験H 筆記試験II
筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答 筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答

100百+-----+-----------+ ーー +----------1 十 十一一一一 + 一一十一一一一 | →100% 
1 0 1 1 1 1 
1 0 1 0 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 0 1 1 

90 + 1 1 1 1 + 1 1 1 + 90 
|十一→ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
本+本 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 ←一一+ 1 1 1 1 1 1 1 
80 + 十 十一十一一一+---*-----* 十一一一+ー+一一一|一一一一一|ー一一一一一1-----------1一一一+80 

1 1 1 1 1十 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 ト一一* 十一一+ 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 + 1 1 1 1 1 十一一+ 1 1 1 1 

70+ 11  1 11+11  1 +-----+ 1 +70 
| 十一一+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 *-----* 1 *--+--*十+ 1 1 +ー+ 1 

1 0 1 + 1 1 1 1 1 1 トー+一本 1 1 1 
60十一 | 一一一-0--------1 1--+--1 1一一一1 1-----1 1一一一1 1--+ 60 

1 0 1 1 1十一 十 本ー+ー* 1 1 1 1 1 
1 1 0 1 1 1 1 1 1 トーー+ 1 1 1 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
50 + 1 + 十十 1 1 1 1 1 1 + 50 。 1 1 1 十一一十 1 1 1 1 。 1 1 1 1 1 *→一本 | 

1 1 1 1 1 1 1 1 
40 + 一 一一一一一一 一一|一一一+一一一|一一 一|一一一一一一|一 1 1一→ 40

1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 0 1 0 1 1 1 

30 + 1 + 0 1 0 +一一 + + 30 
1 1 0 1 0 1 1 
1 1 日 1 0 1 1 
1 1 0 1 0 1 1 

20十 一一一→ 1-----+-----0一一一一一 0----- 一一0一一一一|ー+20 
1 1 0 0 0 1 1 
1 1 0 0 1 1 

* 1 1 0 1 1 
10+ 1 + 1 +10 

1 1 1 1 
1 1 1 1 

1 1 
o +-----+ ー+一一 +----------0一一+一一*一一一一 ート一一一一一+一一 |一一+0 

箱の中の r+ Jは平均を表し. rOJや「本Iは外れ値を表す.

η
d
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平成7年度 日本語教育能力検定試験四分位等

合格者 不合格者

筆記試験II 筆記試験jj

筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答 筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答

100百十一一+一 一一十一← 十一 1 ----+ 十 十 ー + 一一 O 斗 100%
1 1 

1 0 0 1 1 0 1 
1 1 1 1 1 

90 + 1 1 0 1 + + 90 
1 1 1 1 1 1 1 
1 +一一十 1 1 1 1 1 1 1 0 1 

ホ+--* 1 1 1 1 1 1 1 1 
80 +ー十一一+一一一|一一一+← 十一一 |一一+-----1一一 一| 一一|一 一一一|一一--+80 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 十一一+ トー+一寸 1 1 十 一十 1 1 1 1 
1 0 1 1 十+ 1 1 1 1 1 1 1 1 

70 + 0 牢 ーキ 1 1 十 1 1 1 十一一+ 1 + 70 
1 1 + 1 1 1 1牢 ト ホ 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
| 十一一一+ 0 1 1 1 1 1 ト→ キ 1 1 

60 +一 一 | → 0-------+ー十十干ー+---+ 十一一1 1一一 | ー+60 
1 0 1 1 1 1 1 1 +一一一+ 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 孝一十一本 1 1 1 

50 + 1 1 1 + 1 1 1 1 1 + 50 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
! キ +一孝 1 1 1 1 1 +一一→ | 

o 1 1 1 1 + 十 1 1 1 1 
40 +一 一一一一一一0一 一一一一一一一1 1ー【十 0一一 一|一一 一一ト ー1 1ー+~O 

1 1 1 0 1 0 1 1 1 
o 1 1 1 0 1 0 1 1 1 

1 1 1 0 1 0 1 + 1 1 
30 + +一一一一+ + 0 1 0 君 事十 30

1 1 0 1 0 1 1 1 
1 1 0 1 0 1 1 1 
1 1 0 1 0 1 1 1 

20十一← 一 一 1-----+-----------------1-----------0-------+-----+ー+20 
1 1 キ 1 1 1 
1 1 0 1 1 
1 1 牢 1 1 

10 + 1 + 1 + 10 
1 1 1 1 
1 1 1 1 
1 1 1 1 

0ト一一+一一一→ 一一 + ー !ー十 十 一+ ト 一一|ー{十 O

箱の中の f+Jは平均を表し， fOJや f* Jは外れ値を表す

組
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平成8年度 日本語教育能力検定訊験四分位等

合格者 不合格者

筆記試験II 筆記試験H
筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答 筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答

100%十 一十一一一 +-----------+ 】一一一一本 + 十一一一一 十一一一一一一+----------0 ----+100% 

1 0 1 0 1 0 1 
1 0 1 1 

90 + 0 1 0 + 1 0 + 90 
1 0 1 1 1 1 
1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 
1 1 十一一+ 1 1 1 1 1 

80 +-----1 一一一 1 1一一一 | 一一0一一一+-----1 一 | 一一一!一一一一一 0-----+80 
| 十一一一一+ *-----* 1 1 1 1 1 1 
1 *--+ 本 1 + 1 +一一+ 0 1 1 1 1 0 1 
|十一一+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

70 + 1 十一一+ トー+ー* 1 + 1 +ー{ 十 1 1 + 70 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 十一一+ 1 1 ト一一+ 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 ト一一+ 1 1 

60 +一一一一 |ー |一一一一 1-----+-* 一一章一ー*ー十一*一一ー1 1-------+----+ 60 
1 1 1 1 1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 トー+--* 1 1 
1 1 0 1 1 トー + +ー + 1 1 1 1 

50 + 0 0 +一一一十 十 1 1 +一一一+ 1 +同
1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 1 1 1 
1 + 1 1 1 1 1 1 1 

40十 一一一一 一一一一 *一一本一+ー 1-----------1 ー|一一一一十 十一+40 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

+ 十 1 1 1 1 章一一一章 ! 
1 1 0 1 1 1 + 1 1 

30 + 1 + 0 1 1 1 1 + 30 
1 1 0 1 0 1 1 1 
1 1 0 0 0 1 1 1 
1 1 0 0 0 1 1 1 

20十一一一一 一 一一一一1----+----0一一一一 0一一一一一一0-------+-----+ -+ 20 
1 1 0 1 1 
1 1 1 1 

1 0 1 1 
10 + 0 + 1 + 10 

1 1 

1 1 

1 1 
o + 十一一一一十 一一一+ 一一 0一一+-----+ ー + 一一一一+一一一一 1 ----+ 0 

箱の中の r+jは平均を表L-. rOjや r*jは外れ値を表す.

民
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平成9年度 日本語教育能力検定制験四分位等

合格者 不合絡者

筆記試験II 筆記試験II
筆記試験 l 聴解試験 多肢選択 記述解答 筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答

100%十 十 一|ー 一一→ 一|一一十一一一十一一一一一一十一 ー + ← 一+100出
1 1 1 

1 0 1 1 1 1 0 1 
1 0 1 1 1 1 1 

90 + 0 1 1 1 + 1 0 + 90 
1 0 1 1 1 1 1 
1 1 十一一→ 1 1 1 1 0 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

80 +-----1 本+ 事 1-----------1-----+-----------------1-----------1 一一|一一一+80 
| 十一一一+ 1 1 +一一一+ 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
| 事 -* +一一→ #ート事 1 1 1 ト一一+ 1 1 1 

70 + +一一一+ 1 十 一+ 1 + 1 1 1 1 1 + 70 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 +一一→ 1 1 1 1 +一一一+ 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 +-----+本+本 1 1 1 1 

60←一一!一一一一一一|一一一一一一!一一一一1 1ー+ー1 1一一一1 1一一宇一+ー*一一---1-----+60 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 0 1 1 1 ト→一孝 +一一一+ 1 1 1 1 。 1+ 1 1 1 1 1 ←+  1 1 

50 + 0 0 *ー一本十 1 1 1 1 + ー+ + 50 。 1 1 1十→十 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 

40 +-------------------------------------+-----+ -+-----1-----------1-----------1--------1 1ー+40 
1 1 1 1 1 1 + 1 1 
1 1 1 1 日 本一---* 1 
1 1 1 1 0 1 1 1 

30 + 1 + 1 1 0 1 1 + 30 
1 1 1 0 0 1 1 1 
110  0 0 +-----+1 
1 1 0 0 0 1 1 

20 +一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一|一一一←----0一一一一一一一一一一一-0ー | ー+20 
1 1 0 1 1 
1 1 事 1 1 
1 1 0 1 1 

10 + 1 + 1 + 10 
1 1 0 1 1 
1 1 1 1 

1 1 

o +一一→一一一一一一+一一一一一→一一一一一 0一一←一一十一 +-----------+----------1一一+ 0 

箱の中の r+ Jは平均を表L rOJや均jは外れ値を表す目

56 



平成10年度 日本語教育能力検定試験 四分位等

合格者 不合格者

筆記試験II 筆記試験H
筆記試験l 聴解試験 多肢選択 記述解答 筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答

100%+-----+-----------+-----------+----------1 ----+-----+ 一一 + 一一一+一一一一一 0一一+10目指
1 0 1 1 

1 1 1 0 1 
1 0 1 1 1 1 

90十 o 1 1 1 + 0 1 1 + 90 
1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 
1 1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 
| 十一一→ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

80十一1 1--------1 ト斗 4 一一|一一一+一一一|一一一一一一|一一一一一一|一一一 1-----+ 80 
1 *--+本 十一+ +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 
1 +一一一+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 +一一一+ 1 1 

70 + 1 *ー+ーホ 1 +一一→ + 1 1 1 1 1 + 70 
1 1 1 1 1 1 1 1 トー→ l ト一一* 1 1 
1 0 +一一一+ 1 1 1 1 1 1 1 + 1 1 1 

1 0 1 1 1 1 1 +一一一+ 1 1 1 1 
60十 司 1-------------------*-----* -+-*--+--* ----1 1----+-----+一一一一|一一一+60 

1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 *--+--* 1 +一一一+ 1 
1 1 1 1 +一一一+ 1 1 1 1 1 1 

50 + 1 1 1 + 1 1 1 1 1 1 + 50 。 1 1 1 1 トー + 1 1 1 1 。 +-----+11 1 1 111  
o 1 1 1 1 0 1 + 1 1 

40 + → ー ---0---- ーー ー一一一ー|一一一+一一一|一一一一一一|一一一一一一0一一一ー*-----*-+ 40 
1 1 1 1 0 1 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 1 
1 1 0 1 0 1 1 1 

30 + 1 + 0 1 0 +-----+ + 30 
1 1 0 1 0 1 1 
1 1 0 1 1 1 
1 1 0 0 * 1 1 

20十 司 司司 1-----+-----0-----------0-----------* 一一一一|一一一+20 
1 1 1 1 
1 1 0 本 1 1 
1 1 0 1 1 

10 + 1 +キ 1 + 10 
1 1 

o 1 1 1 
1 1 

o +-----+-----------+-----------+----------0 ----+-----+-----------+ 叩ー一一+一一一一一一|ーー+0 

箱の中の r+Jは平均を表し. rOJや r*Jは外れ値を表す.

円
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平成11年度 日本語教育能力検定訊験四分位等

合格者 不合格者

筆記詞験H 筆記試験II
筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答 筆記試験 i 聴解試験 多肢選択 記述解答

100幅十一一+一一 一一+一一一一一十 一一一← 十一+-----------+-----------+----------0一一+100掘

1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 1 

90 + 0 1 +-----+ 1 + 1 1 1 十日日

1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 トート* 1 1 1 1 1 1 
1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 

80 +-----1ー 1 1ー ト一一+一一一i一一一十一一一一 一|一ー |一一一一一一|ー-+80 
1 +一一+ 1 1 1 1 1 1 1 十一 + 1 1 
1 1 1 *十本 | 十 一+ 1 1 1 1 1 1 1 
| トー+ーキ 1 1 1 1 1 1 1 1 *-----* 1 1 

70十十 + 1 1 0 1 1 + 1 1 1 + 1 1 + 70 
1 1 十一一一+ 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 0 ホ+--* 1 1 +ー+ +ー+ 十一+ 1 
1 1 1 1 1 1 ト一一+ 1 1 1 1 1 1 

60 +一一一| 一一一一| 一一 一1 1--+--1 1-----1 1 ー1--------1 1ー+60 
1 1 1 1 1 1 1 *ー+一本 1 1 1 1 
1 1 ← + 1 牢 十 * 1 1 1 * ーキ | 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 + 1 1 
50 + 1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 +刊

1 1 1 +-----+ +一一+ 1 1 1 1 
111  1 0 +-----+1 

o 1 1 1 1 0 1 1 
40 + 一一 一一一 一一一一 一|一一一←一一i一一一 一|一一一 C一一一一一一卜 + 40 

1 1 1 1 0 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 

30 + 0 1 + 1 1 0 1 + 30 
1 1 1 1 1 1 
1 1 0 1 1 1 

1 0 1 1 1 
20 +一一一一一一一 一一一 一一 0-----+-----0-----------0-----------------------1一一+20 

1 0 0 1 1 
o 1 0 1 1 

10 + 。 。 。
。

+ 10 

。十 + 一一 +-----------+ 一一一 + 十一一 孝 一一一一一一+ ー一一一一一+----------0 ----+ 0 

箱の中の f+Jは平均を表L，fOJや f*Jは外れ債を表す

。。5
 



平成12年度 日本語教育能力検定試験四分位等

合格者 不合格者

筆記試験H 筆記試験Il

筆記試験 i 聴解試験 多肢選択 記述解答 筆記試験 1 聴解試験 多肢選択 記述解答

100%十 一+一 一一十一 一+一一 一一| ー+一一ト一一一→一一一一一+----------0 ----+100目
1 1 1 
1 1 1 0 1 
1 1 1 

90 + 1 1 1 + 1 1 + 90 
1 1 1 1 1 1 1 

1 0 1 1 1 1 1 0 1 1 
1 0 +ー+ 1 1 1 1 1 1 

80 +一一一|一一一一| 卜一一一|一一一一一一|一一十一一 一一 |一一 | 一一|一一一+80 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 *ー+一孝 +ー + + ー+ 1 1 1 1 1 1 
| 十一一+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

70十ト+--* + ー十 本一+--* 1 1 + 1 1 1 1 + 70 
| 十一一+ 1 十一一+ 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 *牢 1 1 ←ー+ 1 1 1 
1 1 1 1 1 + 1 1 1 1 1 +ー+ 1 1 

60十 一| ー | ← |一 一1 1ート十一一+ーー1 1一一1 1一一+ 十一+60 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 ホ 傘 本十* 1 1 1 
1 1 1 1 1 1牢 ー牢 1 + 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 0 1 1 1 1 + 1 1 1 1 1 1十 11 

50 + 0 +一一一+ + 1 1 1 1 十一一十 牢 牢十 50
。 1 1 +ー+ +-----+ 1 1 1 1 

1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 。 1 1 1 1 1 1 1 1 
40 +一一一一一一一一0ー{一一一←一一一 一|一一 +-----1 一一 |一一 1-------+一一一十 十40

1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 

30 + 1 + 1 1 0 1 + 30 
1 1 1 1 0 1 1 
1 1 0 1 0 1 1 
1 1 0 1 0 1 1 

20十 一 一 一← 一一一 一一| ー+一一一 0一一一一一0一一一一一一ー一一 1-----+20 
1 0 0 1 1 

1 1 

1 0 1 1 
10 + 0 + 1 + 10 

1 0 1 

。+一一 +一一一一ー 一一一一+ー一一一一一一 十一一一一一一一一一一+一一一一十一一一一+ 一一一一一 十一一一一 →ー十 一ー十一 + 0 

箱の中の r+Jは平均を表し. rOJは外れ備を表す.
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平成13年度 日本語教育能力検定試験四分位等

合格者 不合格者

筆記試験H 筆記試験 11
筆記試験 i 聴解試験 多肢選択 記述解答 筆記試験 l 聴解試験 多肢選択 記述解答

100%+-----+-----------+-----------+----------1 ----+ 十 十一一一一+一一一一一|ー +10側
1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 

90 + 0 1 1 1 + 1 1 + 90 
1 0 1 1 1 1 1 0 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 +一一一+ 1 1 1 1 1 1 1 

80 +-----1--------1 1 十 十 十一一十一十一一一一一一一一一!一一一一一一|一一一一一 1-----+80 
1 1 キ+キ牟キ 1 1 1 1 1 1 1 1 
| ト一一+ 1 1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 *--+牢+-----+ +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 

70 + 1 1 1 1 1 1 十 i ト一一十 1 1 + 70 
1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 ト一一+ 1 1 
1 1 1 1 牢キ 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 *ー+ーホ 1 1 

60十一一一i一一一一一|ー ー--0一 一 1 + 1--+-+-----+ 牢+牢 1. 1 ←一一+ー+60 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 +→ 1 1 1 
1 0 1 1 1 牢ー+ーホ 1 1 1 1 1 1 

50 + 0 1 1 + 1 1 +-----+ 1 1 1 + 50 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

。 +十| 十→ 十 1 1 トー十 キ | 

o 1 1 1 1 1 1 1 1 
40 + →|一一十一一一|一一一一一一i一一一一一一|一一一一1 1--+ 40 

1 1 1 1 0 1 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 1 

30十 1 + 1 1 0 +ー+ + 30 
1 1 1 1 0 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 
1 1 0 1 0 1 1 

20 +一一一一一一一一一一一一← ー → 1-----+-----0-----------1 ー一一一一一|一一十 20
1 1 0 0 1 1 
1 1 0 1 1 
1 1 1 1 

10 + 1 + 1 + 10 
1 1 1 1 
1 1 1 1 
1 1 1 1 

o +-----+ 日 +-----------+----------1 ----+-----+-----------+ ー一一一+一一一一一 1----+ 0 

箱の中の f十jは平均を表L，r01は外れ値を表す

60 



平成14年度 日本語教育能力検定試験四分位等

合格者 不合格者

筆記試験H 筆記試験H
筆記試験 I 聴解試験 多日記韮択 記述解答 筆記試験 I 聴解試験 多肢選択 記述解答

100%+-----+-----------+-----------+----------1 ----+-----+-----------+-----------+----------1ー→100%
1 1 1 1 

1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 

90 + 0 1 1 + 1 1 + 90 
1 0 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 +-----+ 1 1 0 1 1 
1 0 +一一一+ 1 1 1 1 1 0 1 1 

80十一一一 1--------1 1--------1--------1 1--+-----------------1-----------1-------一一|一一一+80 
1 1 ト一一* 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 + 1 十一一十 字一一一本 1 1 1 1 ト一一+ 1 
1 +-----+ +-----+牟+傘 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

70 + 1 + 1 1 1 1 1 + 1 + 1 +一一一+ 1 1 1 + 70 
1 *傘 1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
| 十一一→ 1 1 1 1 1 1 1 1 +一一一+ 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

60 +→ |一一一一一ー|ー一一一一一|一一一一+一一ー十一←一一|→一一ートー十一孝一牟ー十傘 傘 傘+ 60 
1 1 1 0 1 1トー+ 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 0 1 1 1 1 1 1 +-----+ 1 + 1 1 

o 1 1 トー+一孝 +一一一+ 1 1 1 1 
50 + 0 1 + 1 1 1 1 1 1 + 50 。 1 1 +一一一+ 1 1 1 1 1 

1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 

40 +-----------------------------------------1-----+-----1-----------1-----------1 ーー+一一一+→ 40
1 1 1 1 0 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 

30 + 1 + 1 1 0 1 + 30 
1 1 0 1 0 1 1 
1 1 0 0 0 1 1 
1 1 0 0 1 1 

20 + 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一0-一一トー--0一一一一一日一一一一ーー 1-----+ 20 
1 0 キ 1 1 

o 1 0 1 1 
牟 1 1 

10 + + 1 + 10 
1 1 

1 1 

1 1 
o +-----+-----------+-----------+-----------+-----+-----+-----------+-----------+----------1一一+0 

箱の中の f+Jは平均を表L. fOJや「キIは外れ値を表す.

61 



平成4年度 日本語教育能力検定試験四創立等

筆記試験 i 聴解試験 多肢選択筆記試験H 記述解答

100%+一一 ←一一一 + 一一+ ー+一一一一 +___c_+ ト一一一 一← +___c 1一一一一 +一一一+100指
1 1 1 1 1 1 
1 0 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 

90 + 1 + 1 + 0 + 1 本+90 
1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 本|
1 +一一 + 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

日o+--1 1一一一| ト | 一一一 | 一一+-----1 一一一一|一一一+-----1-----------* 十80
! 傘+一孝 1 1 1 1 1 十一一+ 1 1 1 1 
1 +ー + 1 1 +-----+ 1 1ト十本 1 1 1 キ | 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
70十 1 1 十本ート本 1 + +一一一十 1 + 1 キ 十70
11  +-----+111 111 ←ー+ 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 * 1 
| 日 トー傘 1+-----+ +一一+ 1 1 1 1 1 1 1 

60 +一一一一一一 1 + 1ー+ ー|一一 1 1-+----1一一一ー 牢ー+ー*-+-----1一一一一 傘一一+60 
1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 
1 +-----+ 1 1 *--+ キ 1 0 +一一+ 1 1 キ | 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
日十 | 十 1 1 1十 1 + 1 キ 十50

1 1 1 1 十一一+ 1 1 1 +一一一+ 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 * 1 
1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 

40 + 一一一1-----+一一 日 一一一一|一一←一 一一| ー+ー1 1 一一 0-----+40 
1 i 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 0 1 1 日 11 1 0 1 
1 0 1 1 1 日 11 1 1 

30 + 0 + 1 十 o + 1 1 0 + 30 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 
1 0 1 0 1 0 1 1 + 1 1 1 

20 +一一一一一 。一一+ 一一一 。+ 一一一 一0一一斗 1 1一一 1-----+ 20 
1 1 0 1 本 11 1 1 1 
1 0 1 1 キ 11 1 1 1 
1 1 0 1 1 1 1 1 1 

10 + + + + *一一一 本 +一一十一一+ + 10 
1 1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 * 1 1 1 1 1 1 

o +一一一 十一一一一一一 + 一+ 十一一一一一一 + 一一十 十ー一一一一一ーー十一一一一一+-+-----+ ーキ * -+ 0 
合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者

箱の中の r+Jは平均を表L-， rOJや Iキjは外れ値を表す
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平成8年度 日本語教育能力検定試験四分位等

筆記試験 I 聴解試験 多肢選択筆記試験II 記述解答

100%+ 十一一一一一 +-----+ ト一一一一一+-----+-----+一一一一一+-----+----1 ---------0 ----+100% 
1 0 1 1 1 1 1 
1 1 1 () 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 

90 + 1 + 1 0 + + 1 0 + 90 
1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 
|十一+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 
| トー+ーホ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

80 +--1 1 一一一|一一←十 | ー|一一一ト | ー|一一一←ー 1-----------0-----+ 80 
|十一一+ 1 1十一一+ 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 +一一+ 1 1 1 1 1 
1 1 1 1牢+牟 1 1 1 + 1 1 1 1 1 1 

70 + 1 1 + 1 1 1 十ト一一孝 1 + 1 1 + 70 
1 0 +一一一+ 1 +-----+ 1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 
1 1111  +-----+11 +-----+11 11  
| ホ一一ーホ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

60 + 一一一一一1+ 1--+-----1一一一一1 1--+-----1 一一一トー一孝 +-----1-----------1-----+ 60 
1 1 1 1 1 牢 十 事 1 1 1 + 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 +-----+ 1 1 
1 +-----+ 1 1 1 1 1 0 +-----+ 1 1 1 1 1 

50 + 1 + 0 +一一一+十 日 1 + 1 1 1 + 50 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

40 +一一 一|一一ート一一 |一一→一一一 l一一+一孝一+一本一一十一一→+40 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 キ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 

30 + 1 + 1 + 0 + 1 1 1 1 + 30 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 + 1 1 
1 0 1 0 1 0 1 + 十 字一ー* 1 
1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 

20 + 一一一一一0-----+ 一一一一0ー + 一一一一一一一+-----1--------1 1--+ 20 
1 0 1 0 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 +-----+ 1 
1 1 1 キ 1 1 1 1 

10 + + 0 + 本+1 1 + 10 
1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 
| キ 1 1 1 1 1 1 

。+-----+ 一一一一+一一 +-----+ 一一一+一一一+--~--+ 一一孝一一←---1 ---------1 ----+ 0 
合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者

符の中の f+Jは平均を表し. fOJやIキjは外れ値を表す.
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平成6年度 日本語教育能力検定言え験四分位等

筆記試験 I 聴解試験 多肢選択筆記試験II 記述解答

100%+一一一+一一一一一一+一一一十一一一十一一一一十 十 十 → 十 十 |一一一一一|一一+100百
1 0 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 

90十 1 1 + 1 1 + 1 + 1 1 + 90 
1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
| キー+一宇 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 

80十 十 → 十一一一一|一一一十一+一一一+一一一一|一一一+ートーーキ一一一一|一一一+ー+一一一+一一一一1-----+80 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1キ キ 1 1十一+ 1 1 1 1 1 1 
1 0 +一一→ 1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

70 + 1 1 + 1 1 1 + 1 +-----+ + 1 1 1 + 70 
1 1 1 1 +一一一+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
| キ十キ 1 1 +-----+ 1 1 1 1 1キ * ト一一+ 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 0 トー+一事 1 1 + 1 1 1 1 

60 +一一一一一一一1 1 トー →1--------1 1--+-----0--------1 1--+--1 1-----1 1ー+60 
1 +-----+ 1 1 キー十ー牢 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 0 +-----+ 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

50 + 1 + 1 1 1 + 1 + ト一一+ 1 1 + 50 
1 1 1 0 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 0 1 1 1 1 1 ト→十牢|

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
40 + 一一一一|一一一十一一一一一一一一一|一一一+一一一一一一一一一|一一→一一一|一一一一1 1--+ 40 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 

30 + 0 + 1 + 0 + 1 +-----+ + 30 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 

20 +一一一一 0-----+-----------------0-----+-----------------0-----+-----1一一一一一一|一一一+20 
1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 
1 1 0 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 キ 1 1 1 1 1 

10十 + + + 1 1 + 10 
1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 
1 1 1 1 

。+一一一+一一一一一一一宇 → ー+ ー +-----+ ー 十 一一~ →キ ー +- ー0一一一一一一|一一十 O 
合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者

箱の中の r+ Jは平均を表L，rOJや IキIは外れ値を表す.
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平成7年度 日本語教育能力検定試験四分位等

筆記試験 I 聴解試験 多肢選択筆記試験H 記述解答

100出+一一一+一一一一一一+一一 +-----+-----------+ ー+一一 ト 一一一 +-----+----1 一一一 0一一+100%
1 1 1 1 1 1 
1 0 1 0 1 1 1 0 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 

90 + 1 + 1 + 0 + 1 + 90 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 +一一一+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 
|牢十傘 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

80十十 → ー | ー十一一一|一一一一一一|一一一+ー+一一一+一一 1----十一一一|一一一一 1-----+ 80 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 +-----+ 1 +一一一+ 1 1キ十字 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 +一一一+ 1 1 1 1 1 

70 + 0 1 1十字 牟 1 + 1 +一一一+ + 1 1 + 70 
| キートヰ 1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 +一一一+ 1 1 0 キト寸 1 1 1 1 

60 +一一一一一一一+一一一+-+-----1-------+ 十十一一0一 一 1 1--+-+-----+ 一一一|一一一十日O

1 1 1 1 1 1 1 0 +一一→ 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 キ十字 1 1 1 1 1 1 1 

50 + 1 + 1 1 1 + 1 + 1 1 1 + 50 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1トー+一字 十→+ 1 
1 1 1 0 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 

40 +-- 司 0-----←----0一一一一一一|一一一+一一一一一一一 ート一一+ー1 1一一 1 1--+ 40 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 日 1 1 0 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 + 1 1 

30 + 0 + 1 + 0 +十円十 字 キ+30 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 

20十一一一一一一一一一一一 +-----------------1-----+ ー ー 0-----+-----1 一一+一一一+ー+20 
| キ 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 0 1 1 1 1 1 
| 牢 1 1 1 1 1 1 

10十 + + + 1 1 + 10 
1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 

。←一一+一一一一一一+一一 +-----+ →一ートーート一一一一 +-----+----1一一一一一 l一一+0 
合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者

箱の中の r+jは平均を表l.rOjや r*jは外れ値を表す.
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平成8年度 日本語教育能力検定試験四分位等

筆記試験 l 聴解試験 多肢選択筆記試験H 記述解答

100%十←← + 一一一+一一ー 十一一一一一+一一一一 十 十一一一一一+…ー +ー 十 本 -0一一一一+100%

1 0 1 1 1 1 0 0 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 

90+ 0 + 1 1 + + 0 0 +90 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 0 1 1 1 1 1 1 0 0 1 
1 1 1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 

80←一一|ー |一一+--1 1一一一 1-----+-----1ー一一一一 |一一一+一一一0-----------0-----+80 
1 +-----+ 1 1←ー* 1 1 1 1 1 1 
1 *ー+一宇 1 1 1 + 1 1 1 +-----+ 1 1 0 0 1 
1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

70 + 1 1 十十 + 十一一一+ +本 十キ 1 + 1 1 + 70 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 +ー+ 1 1 1 1 1十 十 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 +一一+ 1 1 1 1 

60十 一宇一一一*十一一一lー キ十本一十一一一|ー 1 1-+----1 一一一|一一一+60 
1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 *--+ー* 1 1 1 1 
1 +-----+ 1 1 十一一一+ 1 0 1 1 1 1 1 1 

50 + 1 + 0 1 + 0 十一一+ + +-----+ 1 十50
1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1十 1 1 1 

40十一一一一 i 一一+ 一一一一一1-----+ 一一一一一|一一+ート一一*---+-----+ -+ 40 
1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 +一一一+ *-----* 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 + 1 1 

30+ 0 + 1 + 1 + 1 1 1十 30
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 
1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 
1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 

20十 一一一一0-----+一一一 O 十一一一一一 0一一ー+-----1 十一一十一+20 
1 0 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 

10十 + + + 0 1 + 10 
1 1 1 

1 1 1 1 
1 1 1 1 

。十 + ー一一一一+一一一 十一一一一+ーーー +-----+一一一一一+一一一一 +一一一一一+----0 ---------1 十O 
合格者 不合格者 合格者 不合格者 台格者 不合格者 合格者 不合格者

箱の中の「十Jは平均を表し. rOJや r*Jは外れ値を表す
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平成9年度 日本語教育能力検定試験四分位等

筆記試験 I 聴解試験 多肢選択筆記試験H 記述解答

100出+ー 十 一一十 一+一一| 十一一一← 十 一 + 十一一 1----------+-----+100% 
1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 0 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 

90 + 0 + 1 1 十 1 + 1 0 十90
1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1←ー+ 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

80十一一一|… 一一 + 章一+一本 一 | 十一一一|一一 一一1-----+-----1ー一一一一一|一一一+80 
|十十 1 1 1 1 1 1十 十 1 1 1 1 1 
1 1十 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
|ト ホ 1 1 +ー←十 + 十|トー十本 1 1 1 1 1 

70 + +-----十 1 + 1 1 1 + +十 1 + 1 1 十70
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1. 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 + 十 1+ー + 1 1 
1 1 +-----+ 1 1 キ + ホ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

60 +ー | ー1 1ー+一一一1--------1 1ー←ー | ホ +--*ー十一1 1一一 1-----+ 60 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
i 章一一+ー*11 +-----+10 11111  11  
1 1 1 1 0 1 1 十一一+ 1 1 + 1 1 1 

時十 1 1 + 0 1 十 o 1 十 本一一一章 +一一 + + 50 
1 +-----+ 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

40十一一一一 | ー+ 一一一一 1-----+ 一一一一一 一一|ー +-+-----+ーー1 1ー+40 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 + 1 1 
1 1 1 1 1 日 1 1 * 一一* 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 

30 + 1 + 1 十 o + 1 1 1 + 30 
1 1 1 0 1 0 1 1 1 1 1 
1 0 1 0 1 0 1 1 +-----+ 1 
1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 

20 +一 一一一0一一一十一一一 一一一+一一 0-----十一一一|ー一一一 1-----+ 20 
1 0 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 * 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 

10 + + +十 1 1 + 10 
1 0 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 
o +一一一十 一一+一一+一一← + ー+一一→ ー十 +一一 0一一一一一 1----+ 0 

合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者

箱の中の r+jは平均を表し， rOjや r* jは外れ値を表す
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平成10年度 日本語教育能力検定試験 四分位等

筆記試験 l 聴解試験 多肢選択筆記試験H 記述解答

100百十一一一+一一一一一一+一一一←一一十一 +-----+-----+-----------+-----+----1 ---------0 ----+10C同

1 1 0 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 0 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 

90 + 0 + 1 0 十 1 1 + 1 1 + 90 
1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 
1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

80 +--1 1--------1一一一ト一一|一一一一一一i一一→ートートキ 1-----+-----1-----------1一一一+80 
| ホー+ーキ 1 1 +-----+ 1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 
1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 +-----+ 1 1 1 1 

70 + 1 1 + 本 + キ 1 + 1 1 1 + +一一一+ 1 + 70 
1 1 ト一一+ 1 1 1 1 1 1 牢 牢 11 1 1 1 
10  111+-----+ 11  1+1111  11  
1 1 1 1 1 +一一一+ 1 0 1 1 1 1 1 1 1 

60 +一一一一一一ートー+ート十 1--------1 1--+-------------+-----+←宇一傘 1-----+ 60 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 + 1 1 1 
1 1 1 1 1 牢十キ 1 1111  +-----+1 
1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

50十 1 + 1 1 1 + 1 + 1 1 1 1 +同

1 1 1 0 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 0 1 1 1 1 +-----+ 1 1 1 
1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 + 1 1 

40 + ー|一一←十一一一0一一一一一一|一一一+一一一一一一一一一0-ー+-----1 ート一一傘ー+40 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 

30 + 0 + 1 + 0 + 1 +一一ーー++ 30 
| 日 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 0 1 傘 1 1 1 1 

20 +一一一一一一一一一0一一一ト 0-----+ 傘 +-----1-----------1-----+ 20 
1 1 1 1 1 

1 0 1 1 傘 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 

10 + 傘十 + + 1 1 + 10 
1 1 1 

1 1 0 1 1 
1 1 1 

。+一一一+一一一一一一+一一→ー +-----------+-----+-----+-----------+-----+----0 ---------1 ー+0 
合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者

箱の中の I十jは平均を表L， rOJや IキIは外れ値を表す.
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平成11年度 日本語教育能力検定試験四分位等

筆記試験 1 聴解試験 多肢選択筆記試験H 記述解答

100出+-----+ 一一一一一+一一一+一一一←一一一一一+一一一+一一一+一一一一一一←一一+一一一+一一一一一一トー--+100%
1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 

90 + 0 + 1 1 十十 + 1 + 1 1 + 90 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 本ー+一本 1 1 1 1 1 
1 1 1 十日 + 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

80 +-----1-----------------+--1 1 一一|ーー十+ ー+-------1一一十一ー 1-----------1 十80
| 十一一一+ 1 1 1 1 1 1 1 +一一→ 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 *--+--* 1 1 1 1 1 1 +-----+ 1 1 
1 *--+ 本 1 1 1 1 1 1 1 本一一一* 1 1 1 1 1 

70 + +一一→ 1 + 1 1 1 + 0 1 十 | 十 1 1 1 + 70 
1 1 1 1十十 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 +一一 + 1 0 ←一一+ 1 ト→一孝 +一一一+ 1 
1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

60十一|一一一一1 1ー+一一一i一一一一1 1ー+一一一一一一一一一|一一一+ー1 1一一一1 1--+ 60 
1 1 1 1 1 本+本 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 *ー+ー傘 1 1 1 1 1 1 1 +一一一+ 傘 * 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 + 1 1 

50 + 1 1十 1 1 1 + 1 + 1 1 1 + 50 
1 +一一→ 1 1 十 十 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 +-----+ 1 
1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 

40 +-----------------1-----+ → 1-----+-----------------0-----+-----1-----------1 →40 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 

30 + 1 + 0 1 + 0 + 1 1 + 30 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 

20 十ーー一一一一一一一一一一一一0一一一一+一一一一一一一一一一一一一一一一一0一一一一一+一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一+一一一一一0一一一一一一一ーー一ー|ー + 20 
! 日 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 

10十 o + + + 0 0 + 10 

1 1 1 0 1 

O 十 ー+一一門戸一一一一一一 * 一一一一+一一一一一+一一一一一一一一一一一+一一一一一+一一一一一+一一一一一一一一一一一+一一一一一+一一一一一+一一一一一一一ー--0 ----+ 0 
合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者

箱の中の r+ Jは平均を表し， rOJや「本Jは外れ値を表す.
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平成12年度 日本語教育能力検定試験四分位等

筆記試験 I 聴解試験 多肢選択筆記試験II 記述解答

100%+一一十 十一一一+ 十一一一一 + 十一一+一一一一一+一一一十一 1 ---------0 ----+100% 
1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 
1 1 1 1 1 1 

90十 十 1 1 + 1 + 1 1 + 90 
I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 +一一 + 1 1 1 1 1 1 1 

80 + ー|一一一 +--1 1 一一一卜 +-----1 一一一一| 十一一一|一一一 1-----+ 80 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1本十本 1 1 +-----+ 1 1十一+ 1 1 
| ←一一+ 1 1 1 1 1 1 1 1 . 1 1 1 1 1 1 

70十 字 + キ 1 + +一一一+ 1 + トー十 牢 1 + 1 1 1 + 70 
|←-ー+ 1 1 1 1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 +----c+ 1 1 1 1キ キ 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 ト+1 1 + 1 1 1 

60 +一一 | 十一一+ー十 一|一一ーー 1 1 十一一|一一一 1 1ー←| 卜 + 十一+60 
1 1 1 1 1 1 トーーキ 1 1 キトキ 1 1 1 1 1 1 
|牢】本 1 1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 + 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 + 1 1 

50 + 1 1 + 0 1 1 + +ー + + +一一一十 牢 本+50 
1 +一一一 + 1 0 +-----+1 111  111  
1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 

40 + 一一一一一 1-----+-----0-----------1一一十 一 1-----+一一|一一一一+ー + -+ 40. 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 

30 + 1 + 1 + 0 + 1 1 + 30 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 

20 +一一 cO一一一+ 一一一一 {)-----+ 一一一一一一 一一一+一一一1-----------1-----+20 
1 0 1 0 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 
1 1 0 1 1 1 1 

10 + 十 十+0 1 + 10 
1 0 1 1 1 

o +一一一一一十 十ー一一一一+ ー十一一一一一一一一一 +-----+ 十一一一一一一一一一一十 一一一+一一一一一+ーー +-----t 0 
合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者

箱の中の r+Jは平均を表し， rOJは外れ値を表すー

ハリ円，
a



平成13年度 日本語教育能力検定試験 四分位等

筆記試験 I 聴解試験 多肢選択筆記試験H 記述解答

100%+一一 十 十一一一 +----1 ---------1 ----+100% 
1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 0 1 1 1 1 

90 + 0 + 1 1 + 1 + 1 1 + 90 
1 0 1 1 1 1 1 日 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 1 

80十一一一|一一一 一十一1 1一一一一一|ー 十十 + ー|一一一十一十一一一十一一一一|一一一+80 

1 1 1 1ホ十字 1 1ホ * 1 1 1 1 1 1 
| 十 一 + 1 1 1 1 1 1 1 + 1 1 1 1 1 1 1 
| ト→ー* 1 1 +一一→ 11+-----+ 1111  11  

70 + 1 1 1 + 1 十 十十 1 1 十 1 1 1 + 70 
| 十一一一+ 1 1 1 1 1 1 1 +一一一+ 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 *牢 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 トー+一宇 1 1 1 1 1 

60十一一 1-------+ 十 十一 | 牢 + 本 +-----0----一一1 1--+--1 + 1----+-----+ -+ 60 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 十 十 11 1 1 1 1 
| トー+一本 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

50 + 1 1 + 0 +-----+ + 1 + 1 1 1 1 +日

1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
| 十 + 1 0 1 1 1 1 ト一一+ トー+一本 | 

1 1 1 日 1 1 1 1 1 1 1 1 
40十一一一一 一一一一|ー十 一一一一一一一|一一一十一ー 一!一一一+一一一|一一一一1 1ー +40 

1 1 1 1 1 日 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 

30+ 1 + 1 + 0 + 1 +-----++30 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 

20 +-----------------0 ートー 1-----+ 日 ーー +-----1-----------1 ー +20 
1 0 1 0 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 

10十 十+ + 1 1 +10 
1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 

o +一一一十一 + ー+一一一+一一一 ト +-----+ ー十 十 | ー|一一+ 0 
合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者

箱の中の r+ Jは平均を表し， rOJは外れ値を表す

円
，

a



平成14年度 日本語教育能力検定試験四分位等

筆記試験 I 聴解試験 多肢選択筆記試験H 記述解答

100%+一一 十一一一一一一一一一一 十一← ー 一一一一十一一|一一一 |一一+100%
1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 

90 + 0 + 1 1 + + 1 1 + 90 
1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 0 1 1 1 1 1 0 1 +一一→ 1 1 
1 0 1 +-----+ 1 1 1 0 1 1 1 1 1 

80 +-----1-----------------+ー1 1一一一一iー +-----1 ー|一一一+ー1 1ー 一一|一一一→ 80
1 1 1キキ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1十 1 1 1←一一+ 1 1キ 事 +ー+ 1 
1 +-----+ 1 1 +一一一+ 1 1 キ +--* 1 1 1 1 1 1 1 

70+1+1 1 + 1 +-----++11 1 +1+111+70  
| 字 本 1 1 1 1 1 1 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 
| 十一一一+ 1 1 1 1 1 1 1 十一 + 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

60←ー|一一一一一|ーー十→ 1-------*十字一十一|一一 幸一十一キトト一一+ーーキ キ十 60

1 1 十一 + 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 +一一+ 1 1 1 + 1 1 
| キー十一本 1 0 +-----+ 1 1 1 1 1 1 1 

50 + 1 1 + 0 1 + 1 + 1 1 1 + 50 
1 +一一一+ 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

40 +一一 1-----+一一一一一一一一一|ー + ートーート -1 司 +一一一+-+ 40 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 

30 + 1 + 1 + 0 + 1 1 + 30 
1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 
1 0 1 1 0 1 1 1 1 

20十 一一一一一一一一0一一一+-----------------0---→一一 → ー一一一一←一一0一一一一 -1-----+ 20 
1 0 1 1 傘 1 1 1 
1 0 1 1 1 0 1 1 
1 1 1 キ 1 1 1 

10 + + 十十 1 + 10 
1 1 1 1 1 1 

1 1 1 
1 1 1 1 

。十一+ 一一一一←----+ートー 十一一十 十 一+一一一+一一一+一一一一ー|一一+日
合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者 合格者 不合格者

箱の中の f+Jは平均を表L-. fOJや Iキjは外れ値を表す.

72 



日本語教育能力検定試験 上位群と中位群の大間得点率

itj:世:出凹拍担到Jid;i;剛判羽剥副 j叩!!引引引引jlUV千""_.-正王;1fff王:rrrt;J:f:::1川::111:!!l(ll:::
平成4年度

o 20 4.0 60 a (1 I 0 0 

中位群

筆記試験 I

問題 中位群 上一中

69.09 12.50 
2 79. 84 7.75 
3 76.19 11. 78 
4 90.81 3.30 
5 55.91 19.27 
6 49.55 27.01 
7 54.49 17.66 
8 41. 45 15.81 
9 59.67 10.24 
10 73.82 13.71 
II 57.96 15.54 
12 81. 50 11. 90 
13 71. 25 12.93 
14 53.09 19. 19 
15 68.60 13. 50 

中位群

筆記試験1I

問題 中位群 上ー中

40.33 25.57 
2 78.61 8.18 
3 67.67 14.54 
4 50.37 15. II 
5 70.66 14.04 
6 78.09 12.62 
7 67.93 11. 88 
8 53.56 9. 75 
9 65. 12 16. 13 
10 56. 57 8.27 
11 51. 57 10.93 
12 92.40 3.96 
13 45.23 14.80 
14 9.75 30. 93 

中位群

聴解試験

問題 中位群 上一中

69.99 12.54 
2 66.08 22.83 
3 44.71 21. 13 
4 42.47 19.36 
5 78.22 8.41 I 
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平

上

l
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中位群

筆記試験 I

問題 中位群 上一中

74.76 9.87 
2 61. 25 16.26 
3 62.42 23.80 
4 61. 15 11. 82 
5 60. 79 16. 15 
6 72.00 21. II 
7 70.59 17.28 
8 51. 02 22.63 
9 66.07 10.98 
10 68.33 15.92 
II 79. 55 10.30 
12 38.07 19. 13 
13 62.99 14.44 

中位群

筆記試験H

問題 中位群 上一中

30.06 13.38 
2 76. 99 8.33 
3 72.22 12. 30 
4 70.13 13.41 
5 52. 84 20. 27 
6 46.31 8.61 
7 59. 16 12. 18 
8 54.89 11. 69 
9 54.14 12.85 
10 59. 15 14. 16 
II 67.16 10.89 
12 79. 39 10.66 
13 78.69 5.56 
14 47.65 8. 13 
15 30.81 21. 17 

」 一 一

73← 

中位群

聴解試験

問題 中位群 上一中

72. 38 13.32 
2 59.37 19.24 
3 49. 78 23.97 
4 42.80 13.87 
5 85.09 6.81 



日本語教育能力検定試験 上位群と中位群の大間得点率

平成6年度

;山ji引昨昨昨刊;HHrr旧lfffHHHJi11111J:1111Jl|[[;::1:::1::11r1:11rr1ilIIH:::11::11f:1rH廿lt
o 20 4.0 60 110 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 

中位群

筆記試験 I

中位群 上ー中

75.84 11. 74 
59.31 17.76 
79.10 9.49 
64.08 24. 12 
54.93 22.86 
69. 20 10.59 
81. 23 11. 99 
71. 09 9.47 
75.90 9.83 
84.71 10.46 
56. 39 15.61 
61. 12 12.61 
54.39 19.61 
76.17 14.87 

平成7年度

↓日間tヰ
o Z(} 40 60 80 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
II 
12 
13 
14 

中位群

筆記試験 I

中位群 上ー中

73.95 11. 00 
91. 40 4.40 
30.77 10.46 

I 60.75 14.07 
72.36 15.54 
91. 97 5.56 
70.47 18.35 
68.62 17.90 
71. 36 14.52 
82. 82 11. 56 
39. 12 13.22 
87.44 6. 12 
66.36 24.02 
59.05 19.33 

IJ 20 4.0 60 8(1 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
II 
12 
13 

中位群

筆記試験II

中位群 上中

77.39 14.23 
76.43 8.54 
52.9 7.86 
69.20 10.25 
59.61 15.22 
67.10 23.09 
62.15 15.10 
76. 14 7.72 
69.24 6.83 
46.75 18.60 
49.16 6.91 
90.17 4.65 
52.29 21. 16 

o 20 40 611 80 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 

中位群

筆記試験H

中位群 上ー中

84.16 10. 29 
72.61 8.48 
94，21 2.32 
63. 99 10.52 
75.16 6.76 
49.87 11. 88 
67.72 9.97 
56.57 22.59 
33. 77 17.86 
64.51 11. 56 
48.10 12. 59 
36.89 20. 23 

74 

o 20 4.0 60 80 100 

問題

2 
3 
4 
5 

中位群

聴解試験

中位若手

74.07 
70.61 
51. 51 
38. 92 
74.77 

上一中

11. 00 
17.07 
23. 59 
23.20 
9.35 

o 20 40 60 60 100 

問題

2 
3 
4 
5 

中位群

聴解試験

中位群

72.93 
63.87 
46. 55 
35: 53 
54. 13 

上ー中

12.78 
20. 62 
26.44 
19.49 
7.75 



日本語教育能力検定試験 上位群と中位群の大問得点率

平成8年度

J1間十川og凶 ljj山中村
o 20 4.0 60 80 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 

平成9年度

中位群

筆記試験 I

中位群 上中

65. 78 10.21 
67.31 13.63 
83.85 4.82 
31. 00 20. 82 
58.37 25.06 
77.58 10.72 
57.40 15.92 
77.03 9.98 
52.40 10.72 
42.67 22.89 
58. 76 7.71 
62. 19 6.20 
88.41 5.80 
50.87 23. 52 

ljjI1:枠制
o 20 40 60 81) 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
II 
12 
13 
14 

中位群

筆記試験 I

中位群 上一中

68.63 12.41 
66.09 18. 77 
63. 57 19.94 
83.86 5.73 
70. 59 10.35 
67.96 16.27 
34.69 22.20 
42.41 11. 80 
55.74 14.22 
43.43 22.34 
46.65 16. 18 
52.45 24. 15 
30.47 15.07 
67.60 18. 03 

o 20 40 60 60 11)0 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
II 

中位群

筆記試験II

中位群 上一中

72.62 14.33 
53.39 16.07 
78.21 8.06 
61. 72 12.08 
67. 95 10.68 
55.83 19.74 
60.89 23.37 
41. 90 10.61 
70. 90 6.61 
53. 18 10.30 
34.71 16.91 

o 20 4.0 60 80 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
II 
12 
13 

中位群

筆記試験II

中位群 上一中

33.66 10.59 
80. 34 7.48 
77.74 13.77 
83. 60 8.56 
75.25 8.69 
71. 94 11. 20 
43.65 31. 88 
56. 23 13.30 
56.66 8.30 
52.96 8.06 
49. 38 10. 18 
63.81 10.43 
41. 41 20.12 

75 

1) 20 40 60 80 1(10 

問題

2 
3 
4 
5 

中位群

聴解試験

中位群 上ー中

87.64 6.42 
51. 15 19. 15 
54.36 23.09 
54.49 25.75 
63.55 9. 73 

o 20 40 60 80 100 

問題

2 
3 
4 
5 

中位群

聴解試験

中位群 上中

87.51 6.67 
68. 32 19， 58 
56.08 22. 57 
49.47 24.10 
76.51 8.84 



日本語教育能力検定試験上位群と中位群の大間得点率

平成10年度

↓::川:件持洲町|:::lf:|:桝凶U↓::l111:判1441出
o 20 40 60 8f) 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 

中位群

筆記試験 I

中位群 上一中

64.07 14.61 
74.06 15.47 
64.42 8.97 
66.52 14.56 
72. 58 13.27 
88. 37 8. 19 
81. 99 12.09 
65.67 15.72 
60.37 11. 30 
67.23 11. 27 
42.40 25. 54 
40.41 18. 26 
53.41 21. 13 

o 20 40 60 80 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 

中位群

筆記試験Il

中位群 上一中

75. 12 11. 58 
74.46 9.09 
52.06 13. 10 
85.66 11. 26 
83.29 9.86 
43.40 22.08 
76. 18 11. 41 
70.17 11. 69 
80. 97 8.64 
79.03 
48.26 19.20 

o 20 40 60 80 100 

問題

2 
3 
4 
5 

中位群

聴解試験

中位群

74.42 
60.86 
55.72 
53.73 
38. 93 

上一中|

6.80 
24. 72 
21. 42 
20.08 
9.52 

咋11121111fH社|↓111111洲剖↓::川半山主主|
o 20 40 60 81) 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 

中位群

筆記試験 I

中位群 上一中

68.34 12.23 
38. 11 24.68 
78. 52 7.05 
60. 29 16.02 
61. 59 15.80 
50.80 17.54 
55.50 22. 50 
67. 70 11. 63 
79.97 7.60 
49.45 17.58 
46.27 16. 51 
67.29 16. 51 
25.39 18.20 

o 21) 40 60 80 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 

中位群

筆記試験Il

中位群 上一中

77.86 10.46 
70.96 14.50 
80. 94 8.57 
78.93 9. 73 
80.32 11. 01 
80. 92 12.04 
73. 95 16.23 
68. 19 12.98 
55. 27 16.27 
57.88 14.61 

16 

o 20 40 60 80 100 

問題

2 
3 
4 
5 

中位群

聴解試験

中位群

79. 19 
55.93 
42.90 
50. 93 
82. 34 

上一中

9.93 
27. 11 
24.38 
24.70 
7.99 



日本語教育能力検定試験上位群と中位群の大間得点率

i11111中:|ヰ尚北川盟国 ;jM1山
o 20 4.0 60 110 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 

中位群

筆記試験 I

中位群 上一中

57.98 9.62 
55.31 17.69 
43.36 13.66 
58.29 12.26 
71. 63 13.95 
71. 87 16.45 
46.88 22.48 
71. 09 11. 40 
46. 55 5.81 
73. 53 18.43 
39.41 11. 31 
42.39 11.25 
49.57 17. 97 

o 20 40 60 110 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 

中位群

筆記試験H

中位群 上一中

73. 11 8.55 
61. 23 5. 92 
52.39 14.23 
78. 96 12.03 
48.77 15.15 
66.92 21. 34 
84.17 9. 17 
44. 58 17.85 
75.18 11. 28 
28. 98 22. 73 
54.43 18. 10 

o 20 40 60 110 100 

問題

2 
3 
4 
5 

中位群

聴解試験

中位群 上一中

58.59 10.51 
69.43 20.85 
62. 96 25.82 
52. 16 27.23 
55.60 12.24 

ii川;11lijhiijj市日間 ijMml国
o 20 40 60 110 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 

中位群

筆記試験 I

中位群 上一中

55.31 10.44 
44.80 11. 94 
49.13 8.88 
61. 87 17.35 
48.89 14.48 
65. 52 21. 29 
68.32 20.68 
55.91 21. 70 
49.39 14.37 
41. 46 35.27 
57.64 14.12 
47.88 16.94 
70. 58 16.32 

(1 21) 40 60 30 100 

問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
日
10 

中位群

筆記試験II

中位群 上一中

70. 78 11. 71 
73.50 12.68 
74.15 8.44 
81. 14 8.47 
41. 38 16.94 
65.14 10.46 
57.31 15.52 
53.29 15.83 
73. 72 13.36 
52. 15 24.45 

77-

o 20 010 60 110 100 

問題

2 
3 
4 
5 

中位群

聴解試験

中位群 上一中

66.96 12.44 
56. 90 28.66 
64. 73 20.01 
59.21 18.67 
66.96 13.87 



平成14年度 日本語教育能力検定試験

上位群と中位群の大間得点率

↓::11::榊
1) 20 4.0 60 80 101) 

中位群

筆記試験 I

問題 中位群 上一中

63.75 7.87 
2 47.38 15.70 
3 59.83 14.72 
4 67. 72 12.33 
5 58. 73 9.98 
6 52.49 19.82 
7 58. 59 16.35 
8 63. 50 14.40 
9 51. 71 11. 75 
10 38.60 18. 78 
11 41. 49 16. 10 
12 50. 38 21. 47 

1) 20 40 60 80 100 

中位群

筆記試験H

問題 中位群 上一中

71. 75 7.75 
2 72.40 11. 19 
3 75. 35 10.20 
4 68. 96 6. 70 
5 55.08 21. 38 
6 77.38 11. 63 
7 55. 19 14. 25 
8 75.34 14.59 
9 86. 78 6. 78 
10 66. 73 15.46 

0
6
 

門
，

a

1) 20 .(0 60 80 100 

中位群

聴解試験

問題 中位群 上一中

68.00 13.92 
2 71. 20 18.56 
3 74.48 17.76 
4 49.85 19.45 
5 47.07 10.26 
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聴解試験大間得点率分析図
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平成4年度日本語教育能力検定試験
筆記試験 I 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位一中位 E笹 問 題 中位群上位中位 正答 問題

95.03 1.98 5114-1-1 87.00 7.23 C 9】

21 79.91 9.80 21 99.20 0.58 D 2 

31 81.08 10.82 31 98.32 0.80 A 3 

41 70.20 15.86 2 41 52.96 11.13 B 4 

51 64.57 16.60 4 2-1 94.38 3.72 A 5 

61 59.97 16.16 5 21 99.34 0.44 D 6 

71 88.82 6.44 5 31 99.78 0.15 B 7 

81 81.45 12.93 41 95.91 1.90 D 8 

9 7.45 4.96 4115 77.57 12.28 41110-1-1 
10 83.78 7.83 2 21 45.95 29.16 5 2 

11 76.11 14.84 2 31 92.55 1.39 2 2-1 

12 66.76 21.12 3 41 38.93 20.27 3 2 

13 48.94 20.91 3 51 45.58 26.39 2 3 

14 43.61 19.09 4 61 49.60 23.61 4 

15 90.36 5.41 2 71 27.61 26.40 21111-1-1 
2-1-1 83.93 9.35 F 81 60.99 20.40 4 2 

21 86.71 7.01 E 91 85.39 5.78 5 2-1 

31 97.59 1.83 。10 35.06 23.41 2 

41 91.67 5.05 UI6-1-1 80.72 14.83 11112-1-1 
51 97.22 1.76 B 21 46.02 27.41 4 2 

61 86.05 9.06 D 31 63.84 27.11 3 

71 94.23 4.68 K 41 26.88 36.33 4 2-1 

81 84.44 10.89 51 33.24 21.50 3 2 

91 89.70 6.94 H 2-1 42.95 32.31 4 3 

2 24.98 20.93 A 21 53.25 27.70 31113-1-1 

3 54.57 9.66 DII7-1-1 28.56 24.07 4 2 

4 82.25 11.55 B 21 41.34 16.40 4 3 

5 62.97 2.14 B 2-1 88.94 3.39 A 2-1 

3ー 1 I 91.28 5.49 E 64.97 14.90 E 2 

21 36.53 32.36 F 21 68.30 13.82 81114- 1 

31 77.24 11.86 B 67.09 17.36 C 2 

41 75.53 13.87 D 31 53.90 20.33 B 3 

51 44.05 27.63 A 57.51 19.65 D 4 

61 81.96 11.25 C 41 56.95 21.26 G 5 

71 86.59 4.10 A 56.46 18.29 D 6 

81 77.38 10.90 D 8-1-1 62.09 25.72 41115-1-1 

91 84.97 5.11 G 21 18.41 19.47 3 2 

10 86.19 9.14 E 31 18.41 30.93 5 3 

11 53司54 16.90 B 41 26.95 30.06 6 2-1 

12 97.88 1.29 c 2-1 52.15 13.69 3 2 

13 97.30 1.88 F 21 82.83 1.33 2 3 

31 46.60 3.04 2 
3-1 26.45 8.56 

21 39.01 8.40 3 
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中位群上位中位 正答

74.14 12.28 
22.43 9.69 F 

96.27 1.83 M 

86.19 8.55 B 
45.36 17.56 G 

21.26 8.67 J 
91.16 4.97 D 

39.30 18.44 K 

65.32 18.82 F 
77.09 11.87 
98.47 0.80 B 
48.06 24.06 B 
64.43 19.15 B 
89.04 7.38 A 

54.83 15.50 
67.87 14.93 4 

62.41 12.57 5 

46.88 19.08 6 
93.79 4.02 4 
91.45 5.70 2 
71.80 14.40 
70.49 17.10 2 
78.31 16.22 7 
88.75 8.62 4 
91.82 4.68 z 
50.47 15.66 4 
64.06 18.28 4 
82.05 11.79 3 
68.44 13.30 4 
59.24 20.98 4 
40.03 21:58 
52.89 18.50 5 

75.89 13.09 2 
39.23 18.65 5 
50.18 22.23 6 
86.78 8.40 A 

94.30 4.31 B 
78.52 9.00 B 
34.39 19.41 3 

49.84 25.28 
95.37 2.89 2 



平成5年度日本語教育能力検定試験
筆記試験 I 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位一中位匡答 問題 中位群上位一中位正答 問題

75.99 13.41 2115-1 97.50 1.62 2 9-1-1 

21 27.76 18.30 2 2-1 78.94 11.05 3 2 

31 69.88 16.21 3 21 84.02 11.12 4 3 

41 72.24 0.09 31 33.36 36.91 3 2-1 

51 82.77 6.34 5 41 93.37 3.91 2 

61 94.33 3.76 51 92.64 6.26 3 

71 97.94 1.62 4 3-1 50.07 21.75 41110-1-1 

81 71.87 18.49 21 14.95 19.34 2 2 

91 86.08 4.94 2 31 41.46 27.63 3 

10 98.60 1.11 3116-1-1 94.04 4.64 3 4 

11 96.24 2.66 3 21 65.17 27.55 5 5 

12 37.48 27.86 5 31 77.61 18.12 4 6 

13 69.15 15.99 3 2-1 66.72 21.80 B 7 

14 96.54 2.65 4 21 59.50 31.74 D 8 

15 44.48 14.61 5 31 82.33 14.58 。 2A 

2-1 21.50 16.40 4 41 74.15 21.29 A B 

2 60.97 22.03 2 51 67.53 22.32 G G 

3 43.15 26.31 61 58.10 30.05 E D 
4-1 93.81 5.53 2 71 74.89 18.93 D 11-

21 43.48 5.49 3117-1-1 83.87 10.91 4 2 
3- 86.23 9.58 2 21 82.99 13.70 3 3 

21 54.12 26.23 3 31 70.69 17.61 4 4 

31 46.10 28.29 5 41 95.43 3.54 5 5 

41 56.19 30.93 4 51 40.43 36.76 2 6 

51 67.45 23.94 2 61 80.19 13.41 31112- 1 

61 72.75 18.86 5 71 60.60 27.26 5 2 

71 56.11 28.73 81 44.77 24.77 3 
4- 20.62 11.02 3 91 97.13 2.06 21113-1 

21 58.17 18.21 2 10 41.53 23.52 2 2-1 

31 98.75 0.96 4 2 78.79 16.65 2 2 
41 51.77 17.55 1118 11 58.25 24.53 3 

51 76.44 11.35 2 21 32.70 31.17 4 4 
31 71.21 9.29 4 3-1 

41 56.04 29.02 2 
51 34.46 31.03 5 2 

61 13.62 25.67 4 
71 20.18 18.23 3 
81 63.84 26.67 5 
91 67.45 23.65 

10 92.42 7.06 3 
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中位群上位一中位I:E答

20.00 3.13 B 
88.73 4.79 F 
18.80 6.51 G 

79.09 9.87 A 
18.24 6.09 E 
19.17 1.31 H 
92.42 5.23 D 
46.39 29.99 A 
61.71 8.64 。
81.30 10.16 E 
95.66 2.72 A 
70.25 19.45 G 
79.23 13.26 E 
30.63 23.97 D 
54.05 29.61 F 
61.05 12.90 D 
79.90 13.04 H 
67.38 22.10 G 

83.06 11.42 4 
95.36 3.61 
24.30 27.58 2 
91.75 6.70 5 
90.35 6.93 2 
92.49 5.52 4 
74.67 14.66 2 
10.68 7.27 3 
28.87 35.44 
29.68 10.20 B 
85.71 10.32 E 
66.27 20.78 。
80.63 13.56 G 
74.08 18.19 B 
85.29 9.57 A 
55.47 24.82 E 
86.35 6.51 B 
55.29 17.64 G 



平成6年度日本語教育能力検定試験
筆記試験 I 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位一中位正答 問題 中位群上位中位正笹 問題

73.60 13.65 5 4-1-1 97.64 2.36 D 7-1 A 

21 89.44 7.31 21 68.40 19.50 F B 

31 48.66 12.10 4 31 72.14 20.06 B 。
41 89.11 8.62 3 41 83.43 10.23 G D 
51 93.58 4.55 5 51 31.68 29.90 A E 

61 68.40 18.76 2 2 74.25 19.17 F 

71 98.46 1.05 4 3 51.91 28.43 2 2 

81 65.80 25.26 5 4 58.73 28.27 5 3 

91 85.38 8.12 5-1 65.07 30.79 F 8-1-1 

10 33.14 10.89 5 21 41.27 37.93 D 2 

11 88.38 7.96 2 31 70.76 25.26 C 3 

12 61.17 22.66 2 41 53.29 34.36 J 2-4 

13 97.81 1.38 4 51 59.46 30.71 H 5 

14 84.40 7.40 2 6 84.16 12.43 3 3 

15 60.28 26.32 3 5- 64.91 24.45 3 9-1 

2-1-1 46.39 22.74 4 21 35.91 27.45 2 2 

21 77.25 15.36 31 67.26 21.37 3 3 

31 61.17 22.34 3 41 56.86 26.49 4 

41 15.43 10.81 4 51 49.72 14.54 4】 1

2 47.60 28.84 2 6-1-1 72.30 17.55 4 2 

3 89.52 6.58 3 21 98.38 0.97 3 3 

3- 11 89.68 4.96 3 31 94.07 4.71 4 

86.52 4.71 4 41 87.73 7.40 21110-1-1 
21 67.18 17.87 51 15.92 10.08 2 

86.84 7.23 3 61 94.48 4.06 3 

31 71.73 10.15 71 81.64 14.14 3 4 

73.03 11.70 5 81 20.15 16.73 2 2 

2-1 84.40 7.96 F 3 

13-1 E 51.06 21.71 4 21 83.10 11.21 BII 11-1-1 
SI 71.43 12.95 31 78.07 15.51 C 2 。55.74 26.35 3 
KI 13.33 3.34 4 2-1 

2 29.57 25.51 411 12-1 76.28 12.27 3 2 

89目44 6.42 7 2A 47.93 6.33 1 

14 11 83.35 13.73 B 49.31 20.06 3 

21 65.80 16司00 3 3 74.98 9.75 2 

31 79.37 14.86 42.00 14.95 4 
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中位群上位一中位住答

89.68 7.96 B 

87.90 9.83 F 
97.81 1.62 ~I 92.12 7.07 

82.45 10.48 A 

79.20 13.00 G 
86.68 9.66 3 
54.91 25.27 3 
96.83 2.52 

~I 96.99 2.69 
93.74 3.90 4 

59.22 10.24 c 
96.75 2.28 H 
27.05 22.34 5 
94.80 3.25 4 

86.68 9.26 6 

66.69 20.64 31 

74.65 18.45 7 

98.62 0.89 4 

20.31 9.10 5 
85.78 8.21 3 

60.76 15.44 
70.84 16.57 2 

88.06 9.18 4 

66.53 19.82 6 
78.88 15.03 31 

98.86 0.98 3 
87.81 10.57 2 

79.45 12.83 

87.08 8.78 4 

69.70 19.01 5 
41.75 13.90 4 

37.53 20.47 



平成7年度日本語教育能力検定試験
筆記試験 I 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位中位 答問題 中位群上位中位 答 問題

85.36 11.43 3115-1 A 91.29 7.19 4 9-1 

21 38.83 36.13 4 81 76.31 17.01 2 2 

31 93.65 5.00 CI 46.28 28.93 5 3-2 

41 98.05 1.95 DI 61.59 21.24 3 3 

51 86.97 3.64 2 EI 90.78 6.26 4-4 

61 98.90 0.76 2 2-1 93.91 5.41 A 5 

71 66.24 5.08 5 21 65.82 20.39 E1l10-

81 84.77 7.28 2 31 67.77 13.79 G 2 

91 27.75 25.97 2 41 48.14 22.08 F 3 

10 91.54 5.50 3 51 88.41 9.56 D 4 

11 86.21 9.64 61 63.20 19.71 G 5 

12 89.59 5.33 5 71 39.09 32.57 F 6 

13 52.28 14.05 3 81 97.72 1.43 。 7 

14 43.06 31.39 4 91 64.64 20.30 。 8 

15 66.07 1.78 3 10 90.52 7.11 B 9 

2-1-1 99.58 0.00 2116-1-1 99.66 0.26 11111-1-1 

21 99.07 0.76 21 98.22 1.36 5 2 

31 92.22 3.55 6 31 97.29 2.12 3 3 

2-4 98.22 1.27 2 96.19 2.96 3 4 

51 96.87 1.27 4 3-5 95.01 3.55 5 5 

61 79.10 10.41 2 61 98.14 1.78 2イ

71 56.68 20.90 71 95.69 3.63 4 ロ
81 97.21 1.69 5 4 73.69 18.36 3 

3 97.21 2.11 5 5-1 78.09 10.74 41112-1-1 

4 97.80 2.12 21 97.04 1.86 2 2 
3-1-1 92.98 5.07 5 31 83.76 12.01 3 3 

21 43.49 29.10 1117-1-1 74.45 15.14 2 4 

2 10.24 8.03 3 21 75.55 14.97 7 5 

3 17.43 4.48 4 2 69.97 18.78 2A 

4-1-1 19.29 9.05 3A 92.89 5.33 B 

21 69.97 20.64 3 81 59.64 26.32 3 G 

31 47.80 24.11 2 G 72.84 18.62 21113-1-1 
41 74.79 14.47 3 D 75.04 17.94 4 2 

51 77.75 9.22 EI 43.40 29.70 3 2 

61 72.00 12.60 2118- 89.42 8.21 11114 

2イ 81.30 13.62 2 21 79.95 8.63 2 2 

ロ53.64 20.98 31 83.67 9.05 3 3 
，、 74.28 12.10 41 79.02 15.40 5 4 

62.94 17.60 4 51 49.41 30.62 4 5 

ホ 13.71 17.68 3 61 66.58 25.64 6 

ヘ12.44 18.61 3 71 57.78 7.87 7 

X 94.75 3.30 81 73.77 19.97 2 8 

Y 95.94 2.96 4 91 81.64 14.55 3 9 

10 52.20 33.50 10 

110ー

中位群上位中位 答

66.41 14.98 2 
97.21 2.11 
79.86 14.22 3 
49.32 21.58 4 
76.40 15.82 4 
46.62 24.11 2 
94.08 4.48 
63.62 20.31 2 
59.14 28.85 2 
96.95 2.20 4 
98.14 1.44 3 
71.07 23.43 5 
88.32 7.87 4 
77.07 13.29 3 
96.95 2.20 
45.94 17.34 4 
75.55 11.93 2 
33.84 25.47 4 
25.38 9.73 4 
19.88 11.93 3 
11.00 7.10 
85.36 12.10 4 
27.58 11.68 4 
98.39 0.43 A 
87.99 4.99 B 
78.76 10.33 A 
84.77 6.35 G 
97.55 1.86 A 
90.69 5.93 6 
70.47 12.36 5 
90.86 6.77 
69.37 23.78 4 
71.83 19.37 6 
57.95 28.85 3 
68.44 9.99 5 
82.83 8.03 
79.53 11.67 2 
75.80 16.59 4 
65.99 25.04 
55.16 26.90 2 
39.00 39.85 5 
19.63 31.05 2 
74.62 17.85 
29.53 6.34 4 



平成8年度日本語教育能力検定試験
筆記試験 I 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位一中位 答 問 題 中位群上位中位 答 問 題 中位群上位ー中位

22.97 9.69 3115-1 84.88 11.28 11110- 1~1 75.44 11.95 

21 88.89 7.10 2-2 47.70 40.52 6 2 14.79 17.37 

31 78.86 11.70 5 3151.38 36.76 4 3 49.96 29.15 

41 42.69 18.46 4 41 36.59 46.53 2 4 35.59 22.56 

51 58.90 23.14 5 3-5 78.36 17.63 4 5 88.22 6.35 

61 21.80 10.70 2 61 78.78 16.54 6 43.11 37.84 

71 15.87 18.55 3 71 86.97 11.36 2 7 12.36 20.81 

81 95.82 1.67 4 4 43.27 29.16 4 8 38.26 22.31 

91 93.15 4.68 2 5 87.80 10.36 5 2 25.48 7.02 

10 93目65 3.09 6 61.99 30.57 2 3 43.11 38.18 

11 68.00 14.96 2 7 28.82 40.52 41111- ア 79.95 11.03 

12 76.61 14.20 3 8 32.00 3.76 イ 63.91 10.02 

13 83.71 7目77 4116ー 75.36 12.53 4 ウ 32.58 1.92 

14 96.41 2.42 21 90.98 5.09 11112-1 71.60 16.12 

15 49.29 5.10 2 31 62.91 21.13 2-1 87.39 8.02 

2-1-1 87.22 10.69 3 41 85.05 6.76 4 2 89.56 6.51 

21 90.89 7.86 2 51 73.60 8.1 2 3 15.87 4.85 

31 97.24 2.01 1117- 1 A 84.13 8.85 G 4 81.20 8.27 

41 96.83 2.59 3 81 52.88 16.38 。 5 42.86 一1.51
51 39.60 26.73 4 CI 65.91 12.29 D 6 46.87 1.08 

2 85.71 11.78 DI 52.72 19.04 J1I13- 17 98.50 1.00 

3 51.46 18.88 3 2 73.52 17.71 5 イ 98.83 0.17 

4 36.34 18.46 2 3 39.35 11.78 2 89.31 6.26 

3-1-1 95.82 2.84 5 4 27.40 26.48 4 37 84.04 【 1.33

21 83.96 7.60 2 5 29.74 13.79 3 イ 84.04 6.27 

31 69.42 5.94 4 6 79.62 12.53 4 81.79 13.78 

41 71.93 13.03 5 7 53.38 19.55 21114 78.70 13.36 

51 94.32 1.75 8 71.68 16.37 2 2 64.58 23.72 

61 40.02 4.59 2 9 90.56 7.94 3 3 64.75 25.14 

71 98.41 1.09 5118-1-1 94.90 2.01 4 43.27 12.45 

81 94.15 4.18 4 21 65.83 8.69 5 5 58.73 21.30 

2 95.24 3.59 4 2 90.48 5.76 2 61 35.59 28.65 

4-1-1 34.92 16.88 3 89.72 4.6 3 7 38.85 25.48 

21 39.35 22.72 5 4 26.57 27.73 3 B 28.40 16.63 

31 16.46 0.08 4 5 86.30 7.43 4 9 51.71 30.83 

27 26.65 27.15 B 6 49.96 25.81 2 10 23.89 33.00 

イ 12.36 22.23 D 9-1-1 25.40 15.45 2 

ウ 55.14 24.48 L 21 16.29 4.85 3 

31 69.51 16.37 2 

41 72.93 7.44 4 

51 85.38 7.94 5 

61 65.41 6.02 3 

71 52.88 16.54 3 

2 63.16 15.04 5 

3 9.86 2.51 4 
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問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 

8 
9 
10 
11 
12 
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平成9年度日本語教育能力検定詰験
筆記試験 I 上位群と中位群の設問正答率

中位群上位一中位I:E答 問題 中位群上位一中位住答 問 題

88.40 6.54 4115-1-1 71.39 6.98 11110-1 

73.45 11.27 4 2 86.51 9.28 2 2 

61.86 20.89 2 3 73.97 15.90 3-1 

51.29 21.67 41 22.08 14.57 4 2 

95.27 3.18 5 5 71.13 15.57 51111-1 

36.17 19.54 6 92.01 2.15 3 2 

98.97 0.94 2 61.60 10.93 3 3X 

59.19 16.17 3 3 86.00 7.48 2 Y 

82.90 9.63 2116-1-1 24.23 8.13 4 

59.28 20.81 5 2 98.80 1.20 5 5 
69.59 13.50 3 3 93.13 5.07 6 
22.34 19.63 2 4 98.54 1.20 4 7 
88.14 3.62 2 5 83.16 11.43 2 8 
70.88 8.86 4 6 39.86 32.16 11112-

71.74 9.89 5 7 47.08 28.28 3 2 
86.17 9.88 5 8 50.52 25.19 3 

70.96 14.45 2 87.29 7.99 4 4 
50.95 25.79 3A 40.12 28.03 21113-1-1 

65.64 15.82 3 B 79.55 12.55 5 2 
67.35 22.61 2 C 90.98 6.87 2 3 

44.76 27.51 4 D 78.61 15.81 3 4 
43.21 28.89 2 E 38.83 31.38 3 5 

89.60 6.79 4 F 64.52 19.94 4 2-1 

85.48 10.40 2117- 56.36 30.34 2 2 
52.15 21.58 4 2 18.73 13.63 4 3 

72.34 19.16 3 47.42 32.32 4 
61.25 23.73 3 4 30.76 22.03 5 

70.36 18.57 5 5 20.19 12.69 51114-1-1 

45.88 30.34 3118- 62.71 15.14 2 2 
85.31 9.71 4 2 13.06 11.92 5 3 

56.70 24.59 8 3 39.09 24.60 2 4 
64.60 11.79 2 4 22.34 12.94 5 
93.04 4.04 3 5 75.43 14.87 4 6 
67.10 4.23 6 21.39 0.41 5 2A 
78.52 8.09 5 7 55.76 17.54 3 B 
64.35 23.63 4 8 90.55 7.30 G 

94.76 1.38 3119-1-1 72.42 13.50 2 3 
71.82 2.69 5 2 38.75 13.01 4 
90.72 2.33 4 3 18.99 8.31 4 
88.92 5.07 2 41 42.35 20.83 
96.31 1.80 2 67.61 18.83 

3 83.08 9.28 2 
4 41.75 15.16 4 
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中位群上位ー中位h:答
55.76 26.47 5 
29.47 35.68 2 
72.94 16.07 
15.98 10.97 4 
59.36 18.41 5 
15.72 9.69 5 
46.31 24.59 
40.38 29.49 5 
40.38 11.89 
37.29 16.27 3 
47.94 20.47 
89.26 7.22 3 
43.21 7.61 2 
34.36 21.00 4 
37.37 31.73 2 
72.16 14.88 
56.87 27.42 2 
25.77 16.12 A 
26.72 19.20 F 

16.24 3.76 D 
48.20 20.21 B 
29.55 9.93 G 
19.50 10.37 B 
43.47 18.42 D 
39.18 16.96 G 

33.76 22.89 H 
22.34 12.77 E 
93.81 4.22 。
81.19 15.55 A 
42.96 16.10 F 
88.49 6.96 B 
57.56 33.17 
72.42 18.57 D 
77.15 17.61 2 
70.96 21.74 3 
40.46 25.38 
59.36 19.52 2 



平成10年度日本語教育能力検定試験
筆記試験 I 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位一中位 答 問題 中位群上位中位 笹 問題 中位群上位一中位

42.98 25.74 1115-1 99.34 0.09 31110-1 A 77.04 16.32 

21 92.22 6.36 5 2-2 51.23 25.17 6 81 10.06 5.96 

31 98.67 0.95 3 31 50.95 15.12 9 CI 81.78 4.86 

41 83.40 11.67 5 41 71.82 18.04 8 2-1 64.52 18.23 

51 80.17 10.35 2 51 42.03 20.72 4 21 84.72 10.83 

61 65.09 10.17 2 3 94.31 3.89 2 31 62.05 7.71 

71 64.71 17.00 5 4 84.35 11.10 4 3 69.83 15.10 

81 56.26 26.87 5 79.60 12.63 4 85.20 7.41 

91 38.99 21.29 3116- 11 80.17 14.71 31111- 1 a 39.75 37.50 

10 70.49 10.55 2 21 78.08 14.81 2 bl 58.73 24.11 

11 58.25 13.79 3 31 64.14 25.15 4 cl 36.81 31.91 

12 15.46 7.86 5 41 89.56 6.65 5 dl 62.71 29.42 
13 61.76 17.48 4 51 96.02 2.94 3 el 25.24 28.69 

14 88.24 6.93 3 61 96.96 2.66 5 fl 17.36 18.09 

15 84.72 8.74 2 7196.11 2.85 4 2A 61.48 16.06 
2-1 60.15 21.65 5117-1-1 62.43 25.06 5 81 43.64 21.29 

2 86.15 9.58 2 21 93.64 4.65 4 3X 37.57 28.31 

3 66.79 25.34 5 31 99.15 0.19 4 YI 54.46 3.64 
4 96.68 3.13 4 41 95.92 3.70 21112-1-1 20.59 12.77 

5 79.13 15.66 4 51 56.36 23.36 21 70.02 11.12 
6C 74.67 17.56 5 2X 81.02 16.14 2 31 57.69 25.44 

DI 89.18 7.41 E YI 85.39 11.58 5 41 49.05 20.05 
7E 62.81 17.28 2118- 89.56 6.93 51 15.09 31.45 
FI 64.90 15.38 3 21 52.94 17.68 3 61 14.99 8.80 

3-1-1 63.85 2.41 B 31 52.56 25.73 2 2 88.90 7.31 

21 87.38 9.21 G 41 46.49 24.03 21113- 76.94 15.95 
31 92.79 5.41 A 51 82.07 4.75 3 21 45.26 25.26 
41 83.78 10.06 1119-1 31.69 17.41 4 31 67.17 14.92 

2-5 82.92 12.34 J 2 64.61 10.75 3 41 58.82 23.08 

61 52.47 21.65 F 3-1 60.25 24.02 51 49.05 24.22 
71 20.78 -5.05 D 21 88β1 5.13 61 57.40 14.54 

81 77.89 9.12 B 4C 79.03 12.44 4 71 60.25 20.32 
3-9 41.56 20.05 。 D 56.83 14.64 81 30.36 28.79 
10 18.50 10.69 A EI 62.62 5.44 5 91 54.46 22.03 

4-1 A 83.30 8.55 3 F141.18 6.59 
B 98.01 1.61 4 
C 69.64 11.88 6 
D 94.50 4.08 

2 27.13 35.43 3 
3 69.45 14.34 2 
4 31.88 17.98 4 
5 60.91 18.71 4 

113-

E答

4 
2 
3 

4 

51 

5 
2 

3 
4 

2 

2 5 

3 
5 
3 

5 
4 

2 
3 
4 
3 

3 



問 題

2 
3 
4 
5 
6 
7 

8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 

2-1-1 

2 
3 

4 
6 

14 
2 
3-7 

8 
4 
5 
6-11 

12 
7 

3-1-1 

2 
3 

4 
5 

2 
3 

4-1 
2-2 

3 
3 
4 

5 

平成11年度日本語教育能力検定試験
筆記試験 I 上位群と中位群の設問正答率

中位群上位中位正答 問題 中位群上位中位正答 問題

89.00 5.85 2115-1-1 70.48 17.91 21110-1-1 

51.00 25.18 4 2 52.84 8.07 3 2 

76.42 5.60 2 3 52.23 9.11 3 2 

60.70 28.39 4 66.99 21.32 3 

91.88 4.89 5 55.20 25.08 5 4 

30.74 15.42 4 6 76.68 15.12 2 5-6 

94.06 2.80 4 2 25.50 17.69 4 7 

40.70 19.07 4 3 67.77 13.73 5 8 

52.14 15.66 3 4-1 74.85 19.57 71111-1-1 

99.48 0.08 3 2 88.91 7.51 3 2 

60.79 9.54 5 3 75.90 18.95 6 3 
87.16 5.34 2116-1 70.57 16.60 3 2 

89.08 5.77 2-1 35.90 26.23 51112-1-1 
69.08 19.84 2 2 17.12 18.74 2 
97.38 2.36 3 3 39.39 25.01 3 3 

62.27 26.12 E 3-1 68.12 11.11 2 4 

30.74 36.01 F 2 46.64 13.31 5 5 

46.11 32.07 4 47.86 20.46 2 6 

36.07 35.75 C1I7-1-1 75.46 15.20 7 

44.54 27.19 G 2 76.68 11.63 5 8 

15.55 16.13 A 3 78.34 6.65 2 9 

42.10 26.57 5 2-1 43.84 26.67 4 2 A 

36.77 28.59 2 25.15 34.19 511 B 
20.96 33.58 2 3-1 38.78 21.60 3 

41.31 29.81 4 2 52.58 32.24 2 4 

22.01 9.40 5 4 55.81 22.29 31113- 1 A 

29.26 19.17 3118-1 26.11 15.86 B 
76.59 15.21 4 2 87.34 7.95 2 G 

30.13 13.76 2 3 88.38 6.38 2-1 

61.92 13.82 5 4 91.00 4.03 2 2 

93.54 2.88 5…1 80.00 7.61 3 

95.98 2.89 3 2 55.55 21.41 5 4 

86.64 8.12 1119-1-1 30.13 17.43 3 5 

28.03 4.43 2 2 92.05 2.80 2 .6 

75.28 12.68 4 4 77.99 13.72 5 

95.02 2.97 4 4 84.63 6.03 5 

25.41 13.94 2 5 97.90 1.23 4 

94.85 2.97 2 69.08 15.47 3 

96.59 2.10 4 3-1 82.53 8.22 3 

81.66 14.59 2 90.48 0.36 2 

65.85 18.62 3 3 72.31 9.80 5 

43.49 29.72 2 4 95.11 3.14 4 
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中位群上位中位IE答
72.49 14.07 2 
64.10 17.84 
48.47 22.65 5 
58.60 23.95 
79.56 12.76 4 

21.57 16.91 
19.91 18.92 2 
58.17 17.75 
62.97 7.01 A 
45.07 10.17 
36.24 20.13 G 
41.92 27.80 C 
90.57 7.68 E 

70.13 23.06 J 

86.11 12.23 
70.22 21.40 D 

66.81 23.94 B 
71.35 22.63 A 
95.90 3.05 H 

95.37 3.32 G 
71.53 21.05 。
39.48 14.27 3 
40.52 16.81 4 
46.46 31.72 2 
30.31 13.41 4 
28.12 18.30 7 
33.45 25.63 3 

38.69 22.48 4 
16.68 13.16 5 
19.04 12.02 2 
28.03 24.50 4 
22.53 12.20 5 
18.52 7.05 3 
23.41 28.51 5 



問題
1-1-1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 

8 
9 

2-1 

2 
3 
4 

2-1…1 

2 
2 
3 
4 
5 
6 

3-1 
2-1 

2 
3 
4 
5 
6-1 

2 
4-1-1 

2 
2 
3 

4 
5-1 

2 
6 
7 

平成12年度日本語教育能力検定試験
筆記試験 I 上位群と中位群の設問正答率

中位群上位中位正答 問題 中位群上位一中位 答 問題

24.94 12.38 1115…1 84.29 11.10 31110 

85.65 3.50 3 2 65.16 19.30 2 2 

96.84 2.05 3 86.17 9.90 4 3 

93.85 3.67 5 4 67.21 10.50 4 

71.65 21.60 3 5-1 65.41 16.83 3 5 

48.16 22.63 4 2 87.87 8.54 5 6 

85.06 8.54 5 3 77.46 8.11 2 7 

66.78 11.36 3 4 59.18 17.51 B 

98.46 0.94 4 5 83.77 8.37 41111-1-1 
11.27 1.37 5 6 53.89 22.71 3 2 

13.75 一1.71 4116-1 67.81 14.60 4 2-，3 

8.88 -0.43 2-1 71.82 16.82 3 4 

70.28 15.63 2 2 74.47 17.08 2 3 

93.00 4.78 2 3 47.40 25.87 4 

89.75 7.18 3 4 74.21 19.90 5 

60.55 27.49 5-4 90.61 7.43 5 6 

66.10 25.70 4 5 88.47 9.65 31112-

47.31 10.50 2 6 86.34 9.22 4 2 

3.33 0.85 5117- 23.57 17.68 2 3 

33.22 23.57 4 2 53.89 28.01 5 4 

40.14 17.76 3 46.88 26.65 4 5 

18.45 13.15 3 4 37.92 24.85 5 6 

17.76 2.99 7 5 72.16 15.20 21113 

56.45 14.09 1118- 89.84 6.49 2 2 

57.39 24.25 6 2 66.78 7.09 4 3 

42.78 11.53 2 3 93.42 4.70 3 4 

78.48 13.83 2 4 34.33 27.33 3 5 

22.89 13.40 5119-1-1 96.93 1.96 C 6 

74.47 9.65 3 2 56.87 5.98 F 7 

74.81 12.98 2 3 72.08 8.53 

44.83 7.60 5 4 29.97 8.45 K 

71.99 17.42 2 17.42 4.44 4 

93.25 4.53 3 28.78 7.09 4 

67.63 11.45 7 4 51.41 8.03 

45.26 3.42 3 5 47.65 11.87 2 

50.81 18.62 2 6 58.75 4.70 3 

36.81 20.66 3 
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中位群上位中位正答

85.14 11.44 4 
60.80 28.10 
87.28 10.41 8 
74.98 18.96 7 
50.47 29.12 
71.56 18.53 9 
79.76 15.20 3 
78.22 15.72 3 
78.05 11.53 
68.66 13.15 6 
3.33 4.61 J 
65.76 14.43 B 
25.70 9.14 
41.59 8.20 3 
28.78 6.06 5 
25.19 20.67 3 
97.78 1.11 5 
70.62 14.01 
47.31 5.98 2 
8.45 10.85 5 

31.00 6.15 4 
43.47 23.05 4 
78.48 9.05 3 
54.23 24.68 5 
39.80 20.32 
43.30 16.56 4 
39.45 22.21 2 
70.03 15.79 5 
38.09 14.34 



問 題

2 
3 
4 
5 

6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 

2-

2 
3 
4 
5 

6 
7 

8 
3-

2 
3 

4 
5 
6 

4-1 

2 
3-1 

2 
4 

5 

平成13年度日本語教育能力検定試験
筆記試験 I 上位群と中位群の設問E答率

中位群上位一中位IE答 問題 中位群上位一中位IE答 問題

20.38 11.06 5115-1-1 58.25 17.25 2119 

41.03 9.87 2 2 40.40 13.92 7 2 

14.79 7.73 3 63.30 17.42 8 3 

41.03 9.50 5 2 38.95 18.08 4 4 

50.95 17.79 3 3 50.50 7.52 3 5 

71.69 13.26 4 49.59 15.27 2 6-1 

67.09 13.90 3116-1 46.89 32.39 3 2 

82.51 5.06 4 2-2 90.53 6.23 6 3 

76.47 11.82 2 3 88.28 7.49 11110-1 

79.80 14.25 3 75.38 8.85 2 

94.86 2.62 3 62.22 21.47 4 3-1 

70.42 14.35 5 57.89 22.65 5 2 

12.17 15.22 5 4 76.01 14.62 5 3 

24.62 11.60 2 5 54.91 30ι32 2 4 

75.56 12.82 4 6 57.08 29.77 5 5 

96.57 2.71 3117- 96.48 1.54 21111-

68.62 14.71 5 2 74.57 21.38 5 2 

15.06 26.92 4 3 68.17 24.98 3 3 

82.78 11.00 4 56.18 33.10 3 4 

52.57 17.52 2 5 93.15 5.14 41112-

7.21 1.62 3 6 87.47 9.11 4 2 

24.17 6.37 6 7 22.09 37.10 3 

69.97 20.93 B 58.52 32.83 a 4 

96.03 2.80 5 56.63 34.81 E 5 

43.46 10β5 6 9 87.47 10.19 2 6 

28.13 6.01 4 10 70.06 13.54 21113-1 

24.08 15.38 2118-1 53.38 18.78 3 2 

18.76 ー1.82 4 2-2 63.48 13.46 5 3 

98.02 0.99 5 3 63.12 25.53 3 4-1 

70.78 17.78 3 77.46 13.98 7 2 

75.02 12.19 8 62.49 19.94 5 3 

59.33 20.67 3 4 21.64 34.85 5 5-1 

23.35 32.33 4 2 
89.90 5.69 e 6-1 

61.95 13.91 b 2 

46.08 22.12 c 

58.61 18.33 
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中位群上位中位匝筈

56.81 19.59 3 
47.61 20.41 
9.02 0.44 

36.52 9.07 
12.44 6.93 5 

51.22 18.60 3 
69.79 16.61 21 
72.14 15.70 21 
62.94 28.05 21 
35.98 31.95 2 
36.25 38.80 4 
33.54 41.23 
30.75 35.20 51 
51.13 28.87 31 
47.61 37.53 4 
79.08 10.83 5 
67.63 18.68 
44.72 21.32 
39.13 5.64 
74.93 12.19 5 
48.69 18.97 5 
51.58 23.56 3 
27.32 12.41 4 
23.35 15.66 
55.18 18.33 3 
63.30 19.67 
46.71 20.77 
58.70 23.64 
89.72 9.29 41 
89.18 9.83 3 
91.70 7.31 
48.69 22.30 
72.77 18.13 
81.33 15.07 51 
75.56 9.85 3 



問題

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
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2-1 
2-1 

2 

3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

3-1 
2 
3-2 

3 
4 

4-5 

6 
5 
6 
7 
8 

平成14年度日本語教育能力検定試験
筆記試験 I 上位群と中位群の設問正答率

中位群上位一中位 答 問題 中位群上位中位I:E答 問題

34.96 0.78 5114- 71.22 17.89 8-

65.93 13.19 3 2 70.81 18.71 3 2 
70.08 12.13 3 88.94 7.32 5 3 
12.85 8.27 2 4 64.47 4.66 2 4 
27.97 10.37 4 5 75.28 15.54 4 5 
21.87 1.36 2 6 36.34 7.77 6 
32.03 6.23 4 7 72.36 6.76 5 7 

89.02 7.00 5 8 79.92 9.28 3 8 
2.28 0.40 2 9 51.54 18.81 3 9 

73.98 11.56 3 10 63.17 10.27 2 10 
96.26 2.20 4115-1 73.82 11.07 4 9-1-1 

98.29 1.47 5 2-1 91司06 3.98 3 2 
96.02 2.60 5 2 86.91 6.27 6 3 
58.05 19.12 3 3-3 35.93 16.55 9 2 
78.29 11.23 2 4 31.38 5.34 4 3-1 

80.00 6.84 2 5 30.08 14.84 3 2 
78.29 10.66 6 37.89 17.59 2 4 
76.18 10.90 5 4 10.81 -3.26 5 5 
70.41 8.06 4 5 98.21 1.22 2 6-1 

57.64 13.85 6 62.68 12.87 2 
92.76 4.40 7 58.78 18.80 4 3 
43.58 20.43 2 8 72.11 13.35 51110-

51.30 5.08 2116-1 84.15 11.06 4 2 
90.33 5.61 3 2 88.21 9.35 2 3 
95.45 2.93 5 3 74.80 18.05 2 4 
67.80 18.15 2 4-4 25.45 23.21 5 
72.85 12.69 5 5 49.02 31.48 2 6 
66.26 19.93 5 46.34 20.60 2 7 

36.59 21.17 4 6 60.81 12.54 41111-1 

31.71 24.26 7 7 47.64 29.94 3 2 
66.99 14.16 4 8 55.20 23.68 4 3-1 

3.90 8.20 g 50.81 26.04 5 2 
85.37 11.22 3 10 24.55 12.82 5 4 
71.95 16.11 2117-1 91.14 6.50 5 

36.26 17.35 2 93.90 4.07 2 6-3 

39.19 20.19 2 3 33.17 10.53 4 4 
18.78 10.06 2 4 52.20 17.58 5 5 
31.95 13.95 2 5-5 71.95 18.22 7 
20.57 23.70 6 86.34 9.68 51112-1-1 

75.61 13.83 6 47.80 26.61 2 
86.67 10.00 5 7 32.85 14.10 5 2 
88目70 9.03 3 8 38.29 28.08 4 3 
82.76 11.72 4 4 
86.02 10.41 3 5 
88.21 6.75 4 6 
31.30 18.74 2 7 

61.54 18.07 2 8 
33.33 21.67 4 9 
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中位群上位一中位 正答

84.15 10.33 2 
48.70 25.30 4 
57.80 20.02 3 
5626 19.04 3 
40.89 13.46 5 
84.23 10.81 4 
90.98 4.31 
82.85 8.62 5 
79.11 12.28 5 
32.60 20.85 2 
68.94 8.96 4 
93.90 4.31 9 
76.83 9.93 8 
35.37 14.10 4 
47.72 -3.61 
33司09 8.66 4 
22.03 21.19 
64.15 9.12 3 
83.09 13.99 4 
29.19 14.11 3 
44.15 19.13 3 
36.75 32.46 6 
31.54 18.01 3 
47.15 24.42 2 
41.30 28.56 
30.16 4.20 2 
26.50 10.30 3 
63.82 14.33 3 
14.72 4.37 3 
63.90 16.60 
30.16 15.33 2 
34.88 17.76 7 
60.73 15.06 5 
39.11 25.80 4 
62.52 17.74 
24.80 8.59 5 
31.30 9.89 4 
47.15 22.96 5 
63.25 21.64 7 
64.39 21.23 4 
56.34 18.48 2 
67.24 14.40 3 
71.30 13.51 4 
48.21 25.63 
41.06 32.94 5 
29.19 14.43 
44.72 19.21 
34.23 27.35 2 



平成4年度日本語教育能力検定試験
筆記試験E 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位中位 正答 問題 中位群上位中位 正答 問題

1-1-1 57.25 25.92 E 5- 11 81.55 9.45 C 9-1 

29.58 11.39 H 21 76.87 12.52 E 2 

21 37.70 33.04 B 31 40.04 31.36 B 3 

47.00 28.71 F 41 82.65 9.23 A 4 

31 56.73 29.59 D 51 33.75 19.80 G 5 

55.34 25.20 G 61 65.71 14.77 11110-1 

41 29.06 37.00 C 71 91.33 4.19 7 2 

19.69 4.38 81 80.09 14.20 6 3 

2-1 51.17 31.35 C 91 57.32 23.51 8 4 

21 59.81 25.19 A 10 94.29 2.64 2 5 

31 47.22 32.96 E 6- AI 89.75 7.03 5 6 

41 75.77 19.84 D 81 79.58 11.71 7 

2- 1 27.23 6.27 C CI 72.84 20.14 6 8 

21 65.23 18.31 B DI 93.92 4.47 31111…1 

31 91.07 4.83 C EI 47.80 30.69 2 2 

41 42.17 24.76 D FI 95.97 1.40 7 3 

51 87.26 11.20 B GI 97.29 1.91 4 4 

61 98.83 0.80 D HI 42.39 26.15 7 5 

71 93.65 4.96 A 7-1-1 95.31 2.50 D1I2- 1 

81 93.72 4.27 C 21 64.20 13.78 A 2 

91 88.51 4.47 C 31 98.24 0.88 E 3 

10 93.85 4.39 D 41 80.31 10.47 C 4 

3- 1 86.46 7.03 C 2 44.58 19.28 3 5 

21 78.70 13.84 A 3 38.80 13.28 A1I3- 1 

31 45.90 19.94 B 4 73.43 14.43 B 2 

41 73.98 13.06 B 5 46.41 19.21 A 3 

67.14 14.42 F 8-1 46.93 14.15 D 4 

4-1 A 19.33 8.69 6 2 18.16 5.10 C 5 

B 46.71 19.93 3-1 29.17 17.36 A 。75.84 9.09 3 21 83.53 5.82 D 

D 80.45 9.60 5 4 71.08 6.17 D 

2 A 30.45 29.83 3 5 71.96 10.12 B 

B 34.04 17.61 6 。44.73 22.28 4 

D 70.28 2.29 

118ー

中位群上位中位 正答

35.07 22.65 。
60.10 19.86 。
75.40 10.34 B 

62.45 23.72 81 

86.60 9.08 A 

37.26 13.73 D 

95.97 2.49 A 

13.69 3.94 D 

87.41 7.18 。
44.44 11.38 B 

29.43 13.58 B 

71.38 7.92 。
69.33 8.21 C 

41.58 10.14 3 

81.48 8.06 3 

60.54 17.15 

54.32 11.08 4 

18.01 8.62 

88.29 3.44 A 

92.83 5.49 B 

92.68 4.25 D 

94.88 3.51 D 

92.39 3.51 G 

84.55 5.14 。
17.86 16.74 B 

21.23 18.64 D 

52.93 16.64 。
47.36 17.01 D 



平成5年度日本語教育能力検定試験
筆記試験E 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位中位bo:宰 問題 中位群上位ー中位bo答 問 題

1-1 18.17 5.89 AII5-1-1 82.50 11.30 A1l10- 1 

2-1 20.83 13.93 D 21 55.54 20.62 A 2 

21 26.66 14.82 C 31 81.24 13.96 D 3 

31 31.39 19.46 E 41 67.73 24.23 。 4 

41 44.46 18.05 B 51 45.49 26司69 D 5 

3 38.85 8.16 C 61 34.56 26.69 B 6 

2- 97.86 0.89 2-1 39.22 20.04 イ 7 

21 32.64 21.16 E 21 37.22 4.11 7 8 

31 92.98 2.89 F 31 60.71 22.09 工 9 

41 25.85 16.44 H 41 42.54 26.69 工 10 

51 72.75 12.49 A 51 59.75 24.46 工 11-1-1

61 97.27 1.92 K 61 27.55 22.41 ウ 2 

71 91.88 5.61 0116- 44.31 12.81 2 3 

81 81.09 7.69 M 21 50.30 8.81 4 2-1 

91 87.81 7.69 P 31 34.19 11.12 3 2 

10 89.81 6.50 Q 41 11.96 5.60 411 12- 1 

3- 77.92 7.54 G 51 90.77 4.73 2 

21 88.40 10.05 8117- AI 61.23 15.23 2 3 

31 89.07 9.60 D 81 28.06 17.48 7 4 

41 64.99 13.09 C 。86.04 10.64 3 5 

51 40.69 21.23 A D 58.35 -2.26 5 6 

4- 90.47 6.50 D EI 62.11 19.81 6 7 

21 58.71 17.75 8118- 15.21 7.96 A 13- 1 

31 80.28 12.27 G 21 45.05 20.78 D 2 

41 38.85 22.92 C 31 78.14 13.82 A 3 

51 82.35 7.61 B 41 60.56 8.59 C 4 

51 61.23 5.26 。 5 

61 69.13 13.75 B 14- 1 

9-1 58.86 8.45 2 

2 58.42 10.73 3 3 

3-1 33.31 24.03 3 4 

21 65.95 8.22 4 5 
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中位群上位中位E杏

82.13 11.74 3 

56.72 22.54 4 

51.18 17.23 2 

66.47 14.49 

32.50 9.57 

47.56 13.69 3 

74.22 11.61 2 

77.92 10.05 

22.90 20.72 2 

79.91 9.91 2 

64.03 11.03 工

81.31 10.42 ウ
81.09 11.09 7 
51.40 12.73 ウ
57.98 9.18 イ
95.20 3.47 A 

79.17 10.65 c 
62.56 22.38 A 

92.47 4.21 B 
91.43 4.22 A 

80.43 8.20 D 
54.51 21.43 D 

85.23 5.32 C 
97.34 1.92 B 
92.17 5.47 D 

32.20 7.73 A 

86.48 7.39 B 
80.21 8.06 D 
35.67 4.63 G 

15.66 1.83 B 
68.46 12.94 。
38.26 13.18 D 



平成6年度日本語教育能力検定試験
筆記試験E 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位中位lE答 問題 中位群上位中位kE答 問題 中位群上位中位

1-1 98.61 1.06 G 5-1 82.54 11.92 。8-1-1 76.10 11.51 

21 91.27 2.94 。 21 60.93 16.25 B 21 60.44 10.95 

31 64.44 17.39 A 31 37.19 15.13 B 31 76.10 6.70 

41 91.68 6.45 N 41 48.53 15.61 A 2 92.01 1.63 

51 85.56 11.18 K 51 68.84 17.22 G 9-1-1 80.42 3.93 

61 67.05 23.01 。6-1 A 59.14 28.55 8 21 94.29 0.82 

71 60.44 26.68 81 61.91 28同64 6 31 84.18 -0.48 

81 75.53 18.28 L CI 58.89 27.91 5 41 64.03 19.75 

9187.19 10.37 R DI 56.12 26.85 51 32.30 5.92 

10 52.12 24.98 M EI 64.93 28.22 3 61 64.19 19.59 

2-1 95.27 1.63 D 2A 79.28 16.81 7 71 29.12 0.71 

21 65.01 12.01 D 81 64.36 21.54 2 88.09 7.18 

31 78.87 6.62 。 CI 89.40 9.05 8 3 86.54 4.01 

41 86.62 7.76 B DI 73.49 21.70 31110- 11 80.10 6.62 

51 56.36 14.71 A EI 63.46 21.63 6 2141.19 23.03 

3-1 54.00 9.73 B 7-1 47.55 23.68 D 31 31.97 24.75 

21 68.27 6.87 B 2 23.41 14.73 D 41 50.90 25.22 

31 78.71 7.44 A 3 80.10 11.26 8 51 29.61 13.34 

41 39.72 12.36 D 4-1 83.44 7.92 C1I11- 11 33.52 11.14 

51 25.12 6.83 D 21 83.52 11.59 B 21 61.99 1.99 

61 51.63 3.95 G 31 86.46 7.10 A 31 77.81 4.83 

4-1 75.29 11.10 。 41 85.40 11.01 X 41 23.33 9.68 

21 97.31 1.79 A 51 61.42 20.32 X1I12- 11 83.20 9.38 

31 32.71 15.21 F 61 65.17 14.62 A 21 88.99 4.25 

41 61.34 12.58 D 71 40.38 24.41 D 31 91.92 5.06 

51 79.36 10.53 E 41 96.57 -0.07 

-120 

I:E答

B 。
F 
G 。
A 
B 
C 

C 

F 

G A 

DI 
A 

B 

G 



平成7年度日本語教育能力検定試験
筆記試験E 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位中位 E答 問題 中位群上位中位 E答 問題 中位群上位中位

84.99 11.96 C 4- 61.83 11.56 4 8- 11 28.41. 36.93 

21 84.73 6.63 D 21 93.81 4.16 2 21 49.19 28.69 

31 76.59 16.88 A 31 83.63 9.51 4 31 65.65 10.45 

41 90.33 5.69 B 41 69.21 13.16 2 41 74.39 19.08 
2- 80.75 8.49 2 51 29.26 15.40 4 51 52.84 26.57 

21 97.63 0.51 3 61 73.20 16.21 61 55.05 15.20 

31 54.79 13.85 3 71 10.60 6.35 4 71 70.48 21.21 
41 28.50 9.72 3 81 90.42 7.80 6 9- 11 26.89 24.30 

51 95.42 2.46 4 5-1-1 93.55 4.50 3 21 56.32 16.73 

61 86.34 8.66 3 97.71 0.68 7 31 21.29 12.86 
71 94.57 3.23 4 21 75.06 8.41 3 41 46.82 25.89 

81 56.32 9.78 3 31 73.11 13.08 3 51 17.56 9.47 

91 69.30 8.67 2 2 73.62 10.02 11110-1-1 57.76 14.27 

10 62.51 19.44 2 3 89.23 4.84 3 21 38.34 11.83 
3- 91.94 4.16 3 4 68.36 13.93 4 31 43.77 9.96 

21 70.99 7.06 2 5 91.09 3.83 2 41 65.14 13.42 

31 97.71 0.93 3 6 14.67 1.60 3 2A 83.97 且50

41 97.46 1.78 2 6- 11 35.45 14.47 A 81 71.67 12.06 

51 99.83 0.17 3 21 47.84 22.58 11111-1 41.48 0.81 
61 94.83 3.39 4 31 66.41 一1.49 K 2 48.77 15.38 

71 96.52 2.29 4 7ー 91.26 3.99 3 64.63 18.00 
81 99.07 0.76 4 21 78.12 14.00 3 4 A 41.14 16.06 

91 99.58 0.25 3 31 31.30 12.26 2 81 39.36 13.52 
41 59.29 8.17 4 CI 48.09 24.03 
51 78.63 11.45 4 DI 53.270.29 
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正答
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E 

G 

F 
H 
F 
J 
B 
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3 
4 
2 
3 

4 
3 

2 

3 
2 
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平成8年度日本語教育能力検定詰験
筆記諒験E 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位中位 答 問題 中位群上位ー中位

75.52 14.76 4 6ー 41.99 21.97 

21 84.41 9.05 21 68.57 19.36 
31 72.00 16.77 3 31 38.22 21.46 

41 89.19 9.22 4 41 74.52 16.18 

51 72.51 19.95 2 7- 54.07 18.86 
61 86.76 9.55 2147.11 25.40 

71 59.09 4.36 2 31 73.01 21.12 

81 69.24 19.95 3 41 73.09 22.80 
91 65.47 21.37 2 51 57.17 28.66 

10 52.22 18.19 4 8-1-1 29.17 11.82 
2-1-1 65.13 5.70 D 21 61.53 10.64 

21 59.93 18.95 H 31 48.03 6.20 
31 30.26 26.74 E 2 38.98 16.43 

41 18.36 10.98 A 3 58.26 10.39 
51 73.93 14.00 4 65.30 13.24 

2-1 67.64 13.42 D 5 60.77 9.89 
21 71.25 20.12 A 6 31.68 14.09 

31 66.47 16.68 B 7 21.88 5.45 
41 35.88 16.76 C 8 33.86 14.76 

51 45.01 17.35 A 9-1 18.02 3.69 
3- 89.19 3.01 3 2 8.97 5.62 

21 42.41 19.12 31 47.86 21.54 
31 93.96 1.93 2 41 88.94 8.21 

41 82.48 6.46 4 51 30.51 10.56 
51 82.98 9.81 3 9-1 89.86 6.70 

4- 11 44.93 12.40 3 2 40.91 9.72 
21 44.43 13.32 2 3 29.17 9.30 
31 82.48 7.71 4 73.93 6.96 
41 85.08 8.88 4 5 85.75 3.52 
51 49.29 16.93 4 6-1 87.93 5.11 
61 68.99 12.32 2 21 88.77 4.94 

71 56.83 12.99 51110-1-1 89.69 5.70 
5- 11 85.25 7.71 E 21 79.21 11.74 

21 58.59 12.99 C 31 15.84 5.37 
31 47.02 8.05 H 41 35.46 17.26 

41 93.13 4.77 A 51 52.47 11.49 
51 62.11 12.16 D z 16.76 10.23 
61 61.61 18.361 F 3 82.82 10.31 
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答
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E 
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A 
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B 
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A 
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4 
2 
3 
3 
3 
4 
2 
3 
2 
2 
2 

3 



問題

2 
3 

4 
5 

2-1-1 

2 
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7 
8 
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2 
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3-1 
2-1 

2 
3 
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4-
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平成9年度日本語教育能力検定試験
筆記試験E 上位群と中位群の設問正答率

中位群上位中位 正答 問題中位群上位中位 正答 問 題

22.64 1.89 4115-1 96.46 0.86 4 9-

49.87 14.81 2 64.91 8.06 2 2 

32.84 4.03 3 3 72.17 9.44 3 3 

16.85 13.63 4 4 75.89 10.90 2 4 

46.07 18.61 2 5 66.81 14.19 4 5 

97.49 1.30 411 6-1 92.74 3.81 A 6 

71.31 14.79 3 2 94.99 2.85 C 7 

97.32 2.16 3 3 80.29 11.25 D 8 

87.90 8.30 3 4 93.00 3.80 C 9 

92.39 3.72 2 5 54.28 13.34 D 10 

83.66 10.04 2 6 58.34 20.68 C1l10-

75.28 8.14 4 7 70.70 14.88 B 2 

86.60 10.29 8 65.25 13.25 A 3 

57.30 16.45 4 9 68.63 10.21 A 4 

25.06 7.67 4 10 41.14 18.01 8 5 

98.44 1.30 2117-A 43.47 36.06 61111-1 

91.27 5.62 5 B 59.72 25.60 5 2 

66.29 8.24 5 C 29.73 38.32 3 

87.55 10.20 2 D 39.59 28.63 4 4-1 

73.90 15.22 E 51.94 31.13 3 2 

86.17 11.93 5 F 37.42 31.58 7 3 

69.06 20.49 311 8-1 54.88 16.10 21112- 1-1 

中位群上位中位

87.38 6.40 
63.70 9.70 
80.47 8.56 
48.49 7.73 
67.33 12.64 
28.78 11.72 
63.18 10.31 
65.69 9.18 
36.04 4.63 
25.58 2.05 
84.87 6.93 
10.80 3.02 
39.15 14.48 
70.35 8.32 
59.64 7.54 
47.62 12.22 
21.69 3.70 
79.08 8.74 
55.32 14.80 
48.92 15.16 
43.65 6.44 
43.56 7.65 

91.70 1.91 4 2 30.94 18.02 4 21 43.82 1.09 

68.02 19.63 5 3 85.31 10.20 3 89.63 6.48 

83.32 8.13 4 4 65.95 11.86 3 2 77.79 8.48 

91.36 4.58 5 44.08 10.32 2 57.65 19.98 
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正笹

4 
2 
4 
3 
4 

3 
2 
2 
3 

4 
2 
2 

3 

4 
4 
3 
4 
3 
5 

2 



平成10年度日本語教育能力検定試験
筆記試験E 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位一中位 答問題 中位群上位一中位

1-1 64.13 21.12 2 4…1 83.06 14.66 

21 30.26 20.36 3 21 96.38 3.33 

31 83.73 9.61 4 31 69.17 21.89 

41 89.63 5.52 2 41 86.77 9.52 

51 62.23 17.12 51 90.58 8.18 
61 94.67 2.29 4 61 88.01 9.99 

71 92.77 5.04 5-1 94.86 4.09 
81 90.39 6.37 5 2188.11 8.37 
91 78.59 9.42 3 31 79.07 13.41 

10 64.80 18.93 2 41 97.15 2.37 
2-1 99.24 0.57 51 57.28 21.03 

21 98.67 0.85 3 6-1 49.76 33.68 
31 51.28 22.36 2 21 60.13 23.22 
41 85.54 6.85 3 31 16.56 16.65 

51 49.29 16.55 3 41 43.29 22.36 

61 42.63 15.60 4 51 30.83 20.55 
71 63.84 8.66 2 61 59.85 15.98 

81 98.00 1.14 7-1 70.41 15.41 
91 81.64 9.23 4 21 94.01 4.28 

3-1 57.28 4.47 31 91.91 4目95
21 33.21 19.03 41 33.02 26.35 

31 20.74 11.32 3 51 91.53 6.09 
41 20.46 16.36 2 8-1 35.59 20.74 
51 65.94 19.60 3 21 72.12 17.79 

61 59.28 12.94 2 31 90.77 5.52 
71 90.29 6.28 41 51.67 22.45 
81 32.64 4.09 3 51 80.30 10.19 

91 57.56 14.94 2 61 16.84 18.27 
10 63.27 18.94 71 97.81 1.05 
11 72.03 16.08 3 81 94.86 2.95 

91 91.53 6.28 
10-1 44.72 15.79 2 9-1 86目68 6.75 

21 84.59 8.08 2 21 64.89 5.90 

31 92.48 5.81 3 31 81.16 11.70 
41 77.16 11.80 41 90.96 7.14 
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答
B 
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平成11年度日本語教育能力検定試験
筆記試験E 上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位中位住答 問題 中位群上位中位

1-1 96.31 2.20 4 4-1 92.09 5.45 

2 87.17 8.88 3 2 63.62 20.58 

3 90.33 7.30 2 3 96.22 3.25 

4 85.15 6.25 4 4 39.54 13.84 

5 46.13 18.75 5 72.58 15.39 

6 99.74 0.08 6 89.19 8.70 

7 84.80 5.28 7 95.25 2.56 

8 94.02 2.99 2 8 82.95 8.09 
9 25目92 34.57 4 5-1 67.05 17.23 

10 85.41 10.55 3 2 73.46 14.16 

11 34.36 27.45 2 3 94.82 2.37 

12 93.32 5.10 4 4 85.94 10.28 

13 95.78 1.32 3 6-1 79.70 13.36 

14 71.53 15.83 4 2 88.66 8.27 
2-1 58.88 18.56 2 3 75.13 12.40 

2 85.68 10.98 4 4 66.61 21.54 
3 78.38 12.05 2 5 73.90 18.90 

4 79.00 13.27 2 6 84.97 7.74 
5 78.82 11.08 4 7 74.17 17.75 
6 44.29 14.62 8 94.11 4.57 

7 67.05 22.68 4 9 91.04 3.78 

8 60.28 18.56 3 7-1 40.42 22.71 

9 89.54 6.33 2 96.22 3.69 

10 67.66 16.89 2 3 82.78 13.09 
3-1 84.80 7.56 4 79.35 18.54 

2 88.66 8.62 4 5 71.00 23.12 

3 88.49 6.24 2 8-1 74.52 11.17 
4 87.70 5.63 4 2 89.72 4.84 
5 50.70 16.11 2 3 22.93 19.83 

6 84.18 7.57 4 57.73 26.03 
7 82.07 8.27 3 9-1 41.92 10.85 

2 46.66 18.57 
3 80.23 11.34 
41 34.71 25.78 

5 72.85 14.77 
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匡答
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4 
2 
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問題
1-1 
2 

3 
4 

5 
6 
7 

8 

9 
10 

11 

12 
2-1 

2 
3 
4 
5 

6 
7 

8 
3-1 

2 
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5 
6 
7 

8 
9 

10 
11 
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平成12年度日本語教育能力検定試験
筆記試験E 上位群と中位群の設問正答率

中位群上位中位正笹 問 題 中位群上位中位

96.49 2.14 311 4ー 87.92 5.48 

98.29 1.71 2 2 54.07 24.34 

91.86 5.65 4 3 98.03 1.20 

94.69 4.02 4 77.21 14.65 

32.73 20.23 3 5 83.98 7.79 

88.77 9.43 2 6 72.58 18.68 

72.58 12.08 111 5- 67.87 14.73 

15.17 11.14 4 2 86.12 7.02 

89.72 7.28 3 3 51.33 16.36 

81.75 7.02 4 16.28 18.68 

94.77 2.83 3 5 22.28 18.94 

20.48 19.02 3 6 69.15 22.54 

92.89 4.80 2 64.78 20.14 

22.45 ー7.97 4 7- A 90.49 5.57 

74.72 15.94 B 75.32 12.68 

86.38 4.02 。77.89 14.23 

45.33 11.65 3 D 92.97 4.20 

81.66 7.80 3 8-1-1 46.44 15.17 

74.81 8.05 2 2 28.36 4.03 

11.57 3.08 2 2-1 32.05 31.45 

23.39 4.89 B 2 33.25 32.90 

71.64 8.31 C 3-1 82.35 9.17 

62.81 12.68 A 2 67.61 11.22 

44.73 5.74 C 4-1 30.42 21.25 

38.22 9.51 C 2 38.22 15.16 

25.28 23.73 B 5-1 41.30 19.97 

77.12 14.91 A 2 45.84 18.17 

54.67 20.99 日 9- 1 66.75 18.68 

61.10 21.68 A 2 96.40 2.06 

67.78 9.17 C 3 73.44 9.08 

31.45 19.36 A 4 74.46 7.29 

70.52 19.71 B 5 64.87 19.28 

10-1-1 13.97 15.68 

2 48.67 25.54 

3 18.85 28.62 
2-1 24.34 29.90 

~答
2 

3 
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2 
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4 
7 
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4 

3 
4 

3 
4 

4 
3 

4 

2 

3 
4 
4 

2 

4 

3 39.07 13.89 I 4 
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問題
1-1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 

2-1 

2 
3 
4 
5 

6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 

3-1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

4-1 

2 
3 
4 

平成13年度日本語教育能力検定試験
筆記試験E 上位群と中位群の設問正答率

中位群上位中位住答 問 題 中位群上位中位

33.36 27.15 2115- A 25.02 23.71 

93.29 3.81 3 B 78.51 10.89 

23.03 22.35 G 56.48 19.52 

38.35 20.35 4 D 14.51 7.59 

51.95 23.14 E 32.37 22.97 

91.30 4.26 2116ー 47.60 15.99 

94.29 2.27 3 2 77.70 12.70 

90.30 4.63 3 76.07 13.69 

98.37 0.91 4 65.19 20.23 

65.64 19.05 2 5 79.15 7.53 

98目73 0.82 4 6 85.77 9.79 

78.79 12.06 7 26.65 10.85 

75.79 9.45 4 8 65.19 2.11 

72.44 15.69 4 9 86.85 9.53 

57.66 22.14 4 10 41.25 2.14 

69.45 17.69 3117-1 92.75 1.45 

93.11 5.08 60.02 23.59 

76.43 11.07 3 31.55 25.42 

64.37 15.07 4 2-4 70.44 15.16 

96.46 2.27 2 5 80.05 7.09 

43.61 13.82 3 72.17 18.77 

98.37 1.27 2 4 72.53 17.78 

55.49 26.58 4 5 70.08 20.05 

93.56 3.99 2 6-11 24.39 7.77 

62.65 11.26 2 12 7.25 8.24 

33.36 7.58 3 7-13 51.41 18.43 

63.37 15.16 4 14 48.05 17.17 

76.43 12.61 3 8 64.55 20.96 

86.58 5.27 2118- 48.05 24.78 

68.27 14.07 4 2 87.94 5.36 

97.19 2.27 3 16.32 1.43 

85.95 3.72 2 4 53.49 29.12 

70.35 4.56 4 5 77.97 13.24 

84.68 8.44 5119- 1 65.46 14.16 

90.30 7.80 3 2 85.77 8.43 

79.24 13.06 2 3 85.86 8.43 

4 73.71 16.05 

5 53.94 21.15 

←】27
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平成14年度日本語教育能力検定試験
筆記試験E 上位群と中位群の設問正答率

問頴中位群上位一中位住答問題虫8盈0主9主1上位一中位匹答
1- 11 95.84 1.39 1 3115-1【 11 80.91 15.01 I 4 

2 83.69 5.62 2 2 80.18 16.64 

3 73.08 8.16 3 3 58.40 30.43 3 
4 73.98 6.69 2 4 59.46 18.35 3 

5 95.76 2.36 4 5 48.86 10.85 4 

6 83.69 4.40 4 6 72.92 8.81 
7 57.34 12.48 2 7 11.42 17.45 2 

8 86.95 5.06 3 8 52.85 30.51 4 

9 60.03 12.16 2 32.87 33.28 1 

10 19.66 15.66 3116- 63.05 14.52 3 

11 59.22 11.33 2 62.40 15.25 2 
2-1-1 94.62 3.42 7 3 88.58 7.42 4 

2 93.39 4.33 2 4 88.91 6.20 
3 93.64 3.42 5 5 49.10 28.06 3 

2-1 95.92 1.71 5 6 79.77 12.40 
2 39.15 29.45 2 7 88.58 8.08 4 

3 17.70 24.80 7 8 98.61 1.15 3 
3- 1 97.15 2.12 2117- 71.78 15.17 3 

2 68.03 14.60 2 22.02 3.10 3 

3 91.92 4.98 2 3 31.40 32.47 
4 64.52 13.46 2 4 92.99 2.61 2 

5 55.14 15.82 3 5 43.72 11.34 3 
4- 1 50.65 3.59 3118- 86.62 7.59 4 

2 84.58 8.73 2 2 96.57 2.61 
3 65.33 17.62 3 76.92 9.87 
4 67.94 11.10 3 4 57.50 28.80 2 

5 95.19 1.87 2119-1 83.20 10.44 2 

6 72.02 8.98 2 96.25 2.04 2 
7 28.96 。目40 4 3 91.92 5.63 4 

8 48.86 3司51 2 4-1 77.41 8.64 4 

9 86.87 5.79 2 76.92 9.21 
10 89.23 一互主旦~ 3 83.93 6.93 4 
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平成4年度日本語教育能力検定試験
聴解試験上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位中位正答 問題 中位群上位一中位

1-1 64.60 21.42 A 3-1 43.53 21.72 

79.19 11.21 E 21 35.19 25.53 

21 76.97 2.41 B 31 67.01 21.72 

59.90 21.42 D 41 28.82 19.02 

31 57.87 19.32 A 51 29.85 14.55 

92.83 2.20 B 61 62.62 23.70 

41 67.57 20.90 D 71 54.57 19.24 

71.25 9.48 E 81 15.58 12.00 

51 41.37 9.05 C 91 66司06 16.02 

88.89 7.74 E 10 48.28 17.41 
2-1 79.96 14.26 B 11 35.04 20.04 

21 71.54 19.32 D 12 49.82 25.38 

31 42.72 33.43 B 4-1 38.11 19.10 

41 65.03 23.19 C 21 49.09 12.87 

51 68.18 22.53 。 31 50.33 14.85 

41 48.28 21.00 
5-1 61.30 10.24 B 5141.33 27.07 

21 79.37 12.00 B 61 39.80 16.31 

31 74.18 11.12 C 71 40.75 30.43 

41 80.91 7.90 C 81 29.63 6.21 

51 93.49 1.68 B 

平成5年度日本語教育能力検定試験
聴解試験上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位中位 主答 問題 中位群上位一中位
1-1 81.03 7.53 G 3-1-1 69.59 25.69 

42.73 14.98 D 21 45.98 39.92 

21 86.72 11.14 A 31 62.21 28.34 
83.39 12.03 B 41 32.77 29.67 

31 67.75 22.51 A 51 41.25 29.60 

77.20 11.51 D 61 42.51 23.62 

41 69.08 18.37 B 2-1 83.76 12.62 

64.94 5.61 E 21 45.90 27.83 

51 72.84 17.57 B 31 32.55 32.91 
78.45 11.81 D 41 44.13 18.90 

2-1 74.32 18.00 A 5 9.45 14.31 

21 85.54 10.33 D 61 87.31 4.13 

31 58.45 28.49 D1I4- 1 48.56 18.16 

41 47.23 27.53 B 21 41.25 29.75 

51 31.29 11.88 A 31 33.58 5.83 
41 41.70 23.98 

5-1 85.24 6.49 。 51 24.94 3.55 

21 85.76 7.67 。 61 14.83 4.95 

31 76.61 7.60 A 71 78.60 9.59 

41 82.21 9.30 B 81 58.89 15.21 

51 95.65 2.951 D 
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平成6年度日本語教育能力検定試験
聴解試験上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位中位 答問題 中位群上位中位

1-1 60.47 17.93 AII3-1-1 79.87 17.44 

78.57 13.69 D 21 39.69 18.99 

21 88.67 8.40 A 31 38.55 19.48 

83.37 11.82 B 41 42.30 38.06 

31 57.46 0.24 B 51 82.23 14.75 

49.96 9.05 C 61 49.88 40.42 
41 88.02 9.21 B 2-1 71.48 16.38 

78.00 12.46 E 21 56.64 32.44 

51 91.04 3.34 C 31 51.26 23.56 

65.53 23.63 D 41 50.77 12.31 
2-1 65.93 18.26 A 51 23.55 33.74 

21 82.48 12.71 B 61 31.95 15.48 

31 60.31 15.73 C1I4- 1 67.48 12.63 

41 76.04 17.03 B 21 51.1 0 29.42 

51 68.30 21.59 D 31 42.38 28.28 
41 28.69 41.97 

5-1 41.65 20.62 A 51 39.69 36.19 

21 78.65 7.74 D 61 12.47 20.05 

31 90.79 4.40 G 7126.16 1.88 
41 66.83 10.76 A 81 43.36 15.24 

51 95.93 3.26 A 

平成7年度日本語教育能力検定試験
聴解試験上位群と中位群の設問正答率

答

B 
A 

D 

D 

A 

D 

D 

A 。。
D 

B 。
B 
A 

D D 

。
B 
A 

問題 中位群上位中位E答問題中位群上位ー中位答

1-1 59.29 25.63 AII3-1-1 71.67 23町50 B 

68.45 14.94 G 21 38.08 43.02 D 

21 90.33 8.06 B 31 49.87 32.93 。
83.55 6.11 D 41 63.02 21.05 B 

31 59.20 17.49 B 51 51.06 32.16 。
95.93 0.93 C 2-1 15.52 18.04 B 

41 36.64 18.95 C 21 64.97 18.84 D 

87.96 5.18 D 31 50.81 17.24 B 

51 76.08 14.34 A 41 27.23 43.53 D 

72.69 15.53 D 51 33.25 14.12 C 

2-1 84.99 11.79 A1I4- 1 25.61 36.85 D 

21 55.81 14.78 CII 21 28.75 13.11 B 

31 59.20 22.33 B 31 50.72 22.33 B 

41" 56.06 28.26 D 41 29.86 18.61 A 

51 63.27 25.97 A 51 58.95 30.88 D 

61 19.08 4.90 
5-1 85.84 7.55 C 71 35.71 9.80 

21 42.24 4.88 D 

31 25.87 9.98 。
41 84.05 5583 2 A 
51 32.65 10 B 
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平成B年度日本語教育能カ検定試験
聴解試験上位群と中位群の設問正答率

問題中位群上位中位陣問題1't位群上位高匝

1-1 

2 

3 

4 

5 

2-1 

2 
3 
4 
5 

5-1 

2 
3 

4 
5 

問題
1-1 

2 

3 

4 

5 

2-1 

2 
3 
4 

5 

5-1 

2 
3 
4 
5 

90.95 4.61 DII3-H 77.54 18.77 

80.97 9.40 C 2 67.48 25.32 

95.56 2.93 B 3 51.30 29.10 

87.43 8.30 A 4 60.35 29.77 

94.22 3.35 D 5 86.76 11.48 

93.88 3.52 B 6 38.73 32.63 

89.35 7.05 C 2-1 64.96 7.99 

81.06 7.38 A 2 32.44 12.45 

93.88 3.27 。 3 52.14 27.01 

69.15 14.52 B 4 28.25 35.23 

70.83 17.36 。 5 55.57 24.66 

33.86 18.32 B 6 36.80 22.66 

65.63 23.40 DII 4-1 58.68 36.71 

39.65 16.38 B 2 70.08 24.06 

45.77 20.31 A 3 61.44 18.46 
4 42.50 27.10 

33.95 26.02 B 5 61.69 29.77 

29.51 5.41 A 6 66.72 27.00 

88.52 5.53 D 7 44.51 32.96 

84.07 4.04 C 8 30.34 9.94 

81.73 7.63 A 

平成9年度日本語教育能力検定試験
聴解試験上位群と中位群の設問正答率
中位群上位中位正答問題中佼群上位中位

96.29 3.80 AII3-1-1 81.26 15.20 

92.31 4.67 B 2 69.95 24.27 

96.29 2.93 C 3 41.28 27.23 

89.46 5.88 D 4 62.35 31.44 
98.96 0.95 D 5 72.63 23.06 

83.77 12.61 B 6 38.95 18.86 

96.72 2.16 C 2-1 55.35 30.67 

72.54 12.45 A 2 27.63 32.08 

94.30 3.63 。 3 40.93 23.95 

54.75 17.73 B 4 71.33 6.32 

66.23 21.35 C 5 88.26 6.91 

64.25 18.67 B 6 23.06 30.78 

63.56 23.50 D1I4- 1 43.09 40.00 

63.82 22.55 C 2 67.62 28.50 

83.77 11.83 A 3 70.90 20.90 

4 48.53 29.81 

90.67 5.88 D 5 63.73 29.02 

86.10 5.27 B 6 32.56 14.46 

88.26 7.25 A 7 34.80 21.11 

66.06 11.94 D 8 34.54 8.95 

51.47 13.84 。
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平成10年度日本語教育能力検定試験
聴解誌験上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位中位 笹問題 中位群上位一中位

1-1 91.15 7.14 CII3-1-1 81.07 14.84 

86.01 12.18 A 21 37.58 34.26 

21 95.81 2.00 D 31 80.78 13.89 

52.90 -6.94 B 4137.11 36.91 

31 79.26 7.23 A 51 73.74 21.03 

72.50 17.22 B 61 54.80 26.27 

41 75.83 9.71 C 2-1 39.68 13.32 

58.14 8.27 D 21 29.40 22.55 

51 87.73 6.47 C 31 83.63 10.47 

45.10 4.57 B 41 51.76 19.03 

2-1 72.31 19.03 B 51 43.86 36.92 

21 69.74 20.75 D 61 55.19 7.61 

31 49.29 28.26 A1I4- 1 60.42 29.49 

41 61.85 24.45 C 21 75.26 15.42 

51 51.09 31.12 B 31 64.41 30.45 

41 22.26 7.62 

5-1 12.37 5.42 C 51 60.70 21.13 

21 57.37 6.57 B 61 41.01 13.22 

31 59.66 15.32 C 71 69.27 26.45 

41 20.27 9.32 D 81 36.54 16.84 

51 45.00 10.95 A 

平成11年度日本語教育能力検定試験
聴解試験上位群と中位群の設問正答率

問題 中位群上位ー中位主答 問 題 中位群上位中位

1-1 88.32 7.56 DII3-1-1 47.67 33.73 

83.85 11.33 A 21 54.70 34.60 

21 84.28 4司67 E 31 34.15 17.96 

66.64 16.43 D 41 26.60 26.12 

31 90.52 5.44 C 51 42.49 38.65 

82.00 11.25 A 61 47.23 24.35 

41 74.71 12.31 F 2-1 32.40 31.81 

69.45 15.29 C 21 80.68 14.58 

51 95.52 2.20 E 31 33.80 26.29 

56.98 12.58 B 41 54.61 24.78 

2-1 80.07 15.72 C 51 52.41 2.06 

21 64.09 23.37 D 6 8.08 17.62 

31 40.56 34.97 8114- 1 39.95 32.68 

41 47.41 29.87 C 21 44.34 31.45 

51 47.50 31.62 A 31 68.83 27.13 

41 71.91 20.46 

5-1 86.39 8.08 B 51 51.80 35.48 

21 80.51 8.88 A 61 20.37 12.44 

31 75.15 15.29 B 71 45.22 19.52 

41 94.73 2.73 C 81 65.06 18.36 

51 74.89 5.02 D 
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問題
1-1 

2 

3 

4 

5 

2-1 

2 

3 
4 
5 

5-1 

2 
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問題
1-1 
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5 

5-1 

2 

3 

4 

5 

平成12年度日本語教育能力検定E試験
聴解試験上位群と中位群の設問正答率

中位群上位一中位kE答 問題 中位群上位←中位

92.47 3.68 CII3-1-1 38.78 33.76 

82.19 4.98 A 2 65.67 19.45 

73.97 16.19 F 3 59.25 33.05 

26.03 5.71 E 4 83.48 14.21 

76.54 12.85 C 5 58.65 30凶83

34.76 3.05 B 6 63.78 27.15 

58.73 7.91 D 2-1 64.13 30.57 

41.52 19.99 A 2 53.51 28.61 

63.27 13.29 F 3 89.64 8.82 

36.90 16.99 B 4 88.70 7.28 

75.00 17.90 D 5 55.99 29.04 

69.09 23.38 A 6 33.90 47.11 

53.00 27.33 。4-1 37.24 31.79 

77.31 18.50 C 2 73.20 16.71 

72.77 17.14 B 3 51.37 34.00 

4 49.91 36.23 

26.63 20.16 A 5 56.34 25.44 
26.63 10.67 A 6 24.23 30.18 

67.38 12.86 B 7 69.86 22.78 

95.98 2.05 D 8 55.14 20.74 

61.39 15.43 B 

平成13年度日本語教育能力検定試験
聴解試験上位群と中位群の設問正答率

中位群上位中証長会 問題 中位群上位中位

91.94 5.89 cIl3-1-1 67.03 5.71 

63.68 15.31 a 2 76.81 18.66 

44.93 19.38 a 3 70.74 24.91 

32.52 24.55 e 4 77.08 15.67 

92.84 2.99 d 5 71.11 18.75 

59.15 21.01 b 6 67.30 22.74 

75.72 12.41 d 2-1 77.63 12.77 

36.05 10.78 2 36.59 44.84 

89.49 5.62 c 3 60.42 13.67 

83.51 6.44 4 86.87 9.14 

58.24 22.65 c 5 47.74 26.72 

43.12 36.14 d 6 37.50 26.45 

71.47 23.28 all4 60.51 26.54 
69.47 25.37 b 2 66.49 17.39 

42.21 35.87 a 3 74.18 21.83 

4 49.00 26.54 

75.09 15.22 b 5 26.90 2.81 

19.57 24.09 c 6 47.83 25.18 

77.36 8.60 c 7 81.34 15.49 

83.70 9.23 a 8 67.39 13.59 

79.08 12.22 d 
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平成14年度日本語教育能力検定試験
聴解試験上位群と中位群の設問正答率

中位群上位中位巨答 設問 中位群上位一中位

96.41 2.86 CII3-1-1 70.01 23.88 

38.79 29.83 B 2 63.57 28.28 

67.81 11.82 A 3 81.17 17.36 
55.99 23.96 E 4 61.04 30.48 
96.01 1.87 。 5 54.03 33.83 

48.90 12.31 D 2-1 91.04 7.33 

96.17 2.61 F 2 77.18 16.22 
48.00 23.96 A 3 86.63 11.50 

92.01 5.22 D 4 70.01 16.87 

40.02 24.61 B 5 40.99 25.92 
67.48 22.58 C 6 98.13 1.38 
67.32 23.88 D1I4- 1 51.51 32.84 

65.69 13.12 A 2 62.84 19.07 
74.25 20.05 。 3 69.11 23.88 
81.26 13.20 B 4 70.50 25.51 

5 61.29 26.65 
6 21.35 0.98 
7 26.16 14.43 
8 36.02 12.23 

5- 1 51.75 19.56 
2 10.51 13.45 
3 50.12 16.14 
4 28.52 -0.97 
5 94.46 3.10 
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